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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　検査対象物の画像に対して所定の画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品で
あることを検出するための画像処理センサであって、
　検査対象物を撮像する撮像部と、
　前記撮像部により取得された検査対象物の入力画像に対して、検査対象物の良否を判別
する良否判定を行い、判定結果を出力する良否判定部と、
　前記撮像部の撮像視野に検査対象物が進入してから、前記良否判定部による判別結果の
出力までに要する時間として応答時間を設定する応答時間設定部と、
　前記応答時間設定部により設定された応答時間に基づいて、前記良否判定部による判別
結果が該応答時間に応じた許容時間内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明
るさ条件候補として設定する明るさ条件候補設定部と、
　前記明るさ条件候補設定部により設定された複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、
　　前記撮像部を用いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物の複数の
良品候補画像を取得し、
　　前記撮像部を用いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物が取り除
かれた複数の背景候補画像を取得する画像群取得部と、
　前記画像群取得部により取得された良品候補画像群及び背景候補画像群に基づいて、複
数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得された良品候補画像と背景候補
画像から良品－背景差分候補画像を生成する差分画像生成部と、
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　前記差分画像生成部で、複数の明るさ条件候補毎に生成された良品－背景差分候補画像
に応じたパターンモデルに対する背景候補画像の一致度を、それぞれ算出する一致度算出
部と、
　前記一致度算出部により複数の明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、複数
の明るさ条件候補の中から選択条件に従い一の明るさ条件を選択する明るさ条件選択部と
を備える画像処理センサ。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像処理センサであって、さらに
　前記撮像部により取得された検査対象物の画像を表示する表示部と、
　前記表示部により表示された画像を登録するための指示を受け付ける操作部と、
　前記操作部からの指示に基づいて、良品画像を登録するための第一登録画面において良
品画像をライブ画像として前記表示部に表示させ、背景画像を登録するための第二登録画
面において背景画像をライブ画像として前記表示部に表示させる表示制御部と
　前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて撮像された良品画像、背景画像を登
録する画像登録部と
を備え、
　前記画像登録部は、前記第一登録画面において前記表示部に表示された良品画像を、前
記操作部からの指示に基づいて登録し、前記第二登録画面において前記表示部に表示され
た背景画像を、前記操作部からの指示に基づいて登録するよう構成してなる画像処理セン
サ。
【請求項３】
　検査対象物の画像に対して所定の画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品で
あることを検出するための画像処理センサであって、
　検査対象物を撮像する撮像部と、
　前記撮像部により取得された検査対象物の入力画像に対して、検査対象物の良否を判別
する良否判定を行い、判定結果を出力する良否判定部と、
　前記撮像部の撮像視野に検査対象物が進入してから、前記良否判定部による判別結果の
出力までに要する時間として応答時間を設定する応答時間設定部と、
　前記応答時間設定部により設定された応答時間に応じた許容時間に基づいて、前記良否
判定部による判別結果が該許容時間内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明
るさ条件候補として設定する明るさ条件候補設定部と、
　前記明るさ条件候補設定部により設定された複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、
前記撮像部を用いて良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補
画像を取得し、前記撮像部を用いて良否判定部により不良品と判別されるべき検査対象物
の複数の不良品候補画像を取得し、前記撮像部を用いて良否判定部により良品と判別され
るべき検査対象物が取り除かれた複数の背景候補画像を取得する画像群取得部と、
　前記画像群取得部により取得された良品候補画像群及び背景候補画像群に基づいて、複
数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得された良品候補画像と背景候補
画像から良品－背景差分候補画像を生成し、前記画像群取得部により取得された不良品候
補画像群及び背景候補画像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件
候補にて取得された不良品候補画像と背景候補画像から不良品－背景差分候補画像を生成
する差分画像生成部と、
　前記差分画像生成部で複数の明るさ条件候補毎に生成された良品－背景差分候補画像に
応じたパターンモデルに対する不良品－背景差分候補画像の一致度を、それぞれ算出する
一致度算出部と、
　前記一致度算出部により各明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、複数の明
るさ条件候補の中から選択条件に従い一の明るさ条件を選択する明るさ条件選択部と
を備える画像処理センサ。
【請求項４】
　請求項３に記載の画像処理センサであって、さらに
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　前記撮像部により取得された検査対象物の画像を表示する表示部と、
　前記表示部により表示された画像を登録するための指示を受け付ける操作部と、
　前記操作部からの指示に基づいて、良品画像を登録するための第一登録画面において良
品画像をライブ画像として前記表示部に表示させ、背景画像を登録するための第二登録画
面において背景画像をライブ画像として前記表示部に表示させ、不良品画像を登録するた
めの第三登録画面において不良品画像をライブ画像として前記表示部に表示させる表示制
御部と、
　前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて撮像された良品画像、背景画像、不
良品画像を登録する画像登録部と
を備え、
　前記画像登録部は、前記第一登録画面において前記表示部に表示された良品画像を、前
記操作部からの指示に基づいて登録し、前記第二登録画面において前記表示部に表示され
た背景画像を、前記操作部からの指示に基づいて登録し、前記第三登録画面において前記
表示部に表示された不良品画像を、前記操作部からの指示に基づいて登録するよう構成し
てなる画像処理センサ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の画像処理センサであって、
　前記画像群取得部は、複数の異なる明るさ条件候補で撮像された候補画像を保存し、前
記明るさ条件候補設定部で別の明るさ条件候補が設定された際に、該別の明るさ条件候補
で取得された候補画像を読み出して利用可能としてなる画像処理センサ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の画像処理センサであって、さらに、
　前記差分画像生成部で生成された複数の差分候補画像に対して、予め設定された画像処
理の条件に従い画像処理をそれぞれ行う画像処理実行部を備える画像処理センサ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の画像処理センサであって、さらに
　前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて撮像された良品画像と背景画像に基
づく良品－背景差分画像、及び前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて撮像さ
れた不良品画像と背景画像に基づく不良品－背景差分画像から、特徴画像領域をそれぞれ
抽出する特徴領域抽出部と、
　良品－背景差分画像の中から抽出された特徴画像領域に対する不良品－背景差分画像の
一致度を算出する一致度算出部と
を備える画像処理センサ。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の画像処理センサであって、
　前記明るさ条件選択部が一の明るさ条件を選択する選択条件が、対応する一致度が最も
低い明るさ条件候補である画像処理センサ。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の画像処理センサであって、さらに
　前記良否判定部により検査対象物の良否を判別する運転モードと、前記明るさ条件選択
部により複数の明るさ条件候補の中から一つの明るさ条件を設定する設定モードとを切り
替える運転／設定モード切替部と、
　前記運転／設定モード切替部により設定モードに切り替えられている場合に、前記運転
／設定モード切替部により切り替えられる運転モードにて用いられる閾値を算出する一致
度算出部と、
を備える画像処理センサ。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の画像処理センサであって、
　前記複数の明るさ条件が、露光時間、照明強度、又は撮像部の利得である画像処理セン
サ。
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【請求項１１】
　検査対象物の画像に対して所定の画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品で
あることを検出する画像処理方法であって、
　検査対象物を撮像するための撮像部の撮像視野に検査対象物が侵入してから、検査対象
物の良否を判別する良否判定を行う良否判定部による判別結果の出力までに要する時間と
して、予め定められた複数の異なる応答時間候補群の中から、一の応答時間を選択させる
工程と、
　前記選択された応答時間に基づいて、前記良否判定部による判別結果が該応答時間内に
出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条件候補として設定する工程と、
　前記設定された複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、前記撮像部を用いて前記良否
判定部により良品と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補画像と、前記撮像部を用
いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物が取り除かれた複数の背景候
補画像を、それぞれ取得する工程と、
　良品画像群及び背景画像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件
候補にて取得された良品画像と背景画像から良品－背景差分候補画像を生成する工程と、
　複数の明るさ条件候補毎に生成された良品－背景差分候補画像に応じたパターンモデル
に対する背景候補画像の一致度を、それぞれ算出する工程と、
　複数の明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、複数の明るさ条件候補の中か
ら選択条件に従い一の明るさ条件を選択する工程と、
　選択された明るさ条件で撮像された良品－背景差分候補画像を、良品－背景差分画像と
して登録し、該良品－背景差分候補画像で得られた背景候補画像の一致度に基づいて、一
致度閾値を算出する工程と
を含む画像処理方法。
【請求項１２】
　検査対象物の画像に対して所定の画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品で
あることを検出するための画像処理方法であって、
　検査対象物を撮像するための撮像部の撮像視野に検査対象物が侵入してから、検査対象
物の良否を判別する良否判定を行う良否判定部による判別結果の出力までに要する時間と
して、予め定められた複数の異なる応答時間候補群の中から、一の応答時間を選択させる
工程と、
　前記選択された応答時間に基づいて、前記良否判定部による判別結果が該応答時間内に
出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条件候補として設定する工程と、
　前記設定された複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、前記撮像部を用いて前記良否
判定部により良品と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補画像と、前記撮像部を用
いて良否判定部により不良品と判別されるべき検査対象物の複数の不良品画像と、前記撮
像部を用いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物が取り除かれた複数
の背景候補画像を、それぞれ取得する工程と、
　良品画像群及び背景画像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件
候補にて取得された良品画像と背景画像から良品－背景差分候補画像を、不良品画像群及
び背景画像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得さ
れた不良品画像と背景画像から不良品－背景差分画像を、それぞれ生成する工程と、
　複数の明るさ条件候補毎に生成された良品－背景差分候補画像に応じたパターンモデル
に対する不良品－背景差分画像の一致度を、それぞれ算出する工程と、
　複数の明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、複数の明るさ条件候補の中か
ら選択条件に従い一の明るさ条件を選択する工程と、
　選択された明るさ条件で撮像された良品－背景差分候補画像を、良品－背景差分画像と
して登録し、該良品－背景差分候補画像で得られた背景候補画像の一致度に基づいて、一
致度閾値を算出する工程と
を含む画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理センサ、画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像処理センサは、検査対象物の外観検査をするための部材として、検査対象物が搬送
される搬送ライン近傍や検査装置内に組み込まれる等、様々な態様で設置される。例えば
検査対象物として、生産ラインを流れてくるワークを撮像し、得られた画像に基づいてワ
ークの欠陥有無を、予め設定された閾値（しきいち）に基づいて検出することにより、ワ
ークの良否判定を行う。ユーザは、事前に良品ワークを撮像して得られる画像を取得し、
その画像をモデル画像として登録しておく必要がある。この作業は、いわゆるティーチン
グと呼ばれる（例えば特許文献１等）。
【０００３】
　ティーチング時には、画像の明るさは、照明用の光源による照明光の光量を調整する他
、一般には撮像素子のシャッタ時間（露光時間）と照明光の照明時間とを同期させること
で調整されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３１２２４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ティーチングに際して最適な明るさとなるように撮像条件が調整された
としても、必ずしもこの撮像条件での撮像が許容されるとは限らない。特に、生産ライン
での処理に際しては、応答時間すなわち検査タクトが生産ラインに応じて予め定められて
いることが多い。このため、画像の明るさを明るくしようとして露光時間を十分に取ろう
としても、応答時間の制約を受けることから、露光時間の設定ができないことがあった。
逆に画像の明るさを優先しようとすると、設定可能な応答時間に制約が生じることとなり
、使い勝手の低下を招くという問題があった。
【０００６】
　本発明の一の目的は、所望の応答時間内で、適切な明るさ調整を行えるようにした画像
処理センサ、画像処理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００７】
　本発明の第１の側面に係る画像処理センサによれば、検査対象物の画像に対して所定の
画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品であることを検出するための画像処理
センサであって、検査対象物を撮像する撮像部と、前記撮像部により取得された検査対象
物の入力画像に対して、検査対象物の良否を判別する良否判定を行い、判定結果を出力す
る良否判定部と、前記撮像部の撮像視野に検査対象物が進入してから、前記良否判定部に
よる判別結果の出力までに要する時間として応答時間を設定する応答時間設定部と、前記
応答時間設定部により設定された応答時間に基づいて、前記良否判定部による判別結果が
該応答時間に応じた許容時間内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条
件候補として設定する明るさ条件候補設定部と、前記明るさ条件候補設定部により設定さ
れた複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、前記撮像部を用いて前記良否判定部により
良品と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補画像を取得し、前記撮像部を用いて前
記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物が取り除かれた複数の背景候補画像
を取得する画像群取得部と、前記画像群取得部により取得された良品候補画像群及び背景
候補画像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得され
た良品候補画像と背景候補画像から良品－背景差分候補画像を生成する差分画像生成部と
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、前記差分画像生成部で、複数の明るさ条件候補毎に生成された良品－背景差分候補画像
に応じたパターンモデルに対する背景候補画像の一致度を、それぞれ算出する一致度算出
部と、前記一致度算出部により複数の明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、
複数の明るさ条件候補の中から選択条件に従い一の明るさ条件を選択する明るさ条件選択
部とを備えることができる。上記構成により、ユーザが望む応答時間内に良否判定が行え
る条件で、適切な画像を取得することが可能となる。
【０００８】
　また、第２の側面に係る画像処理センサによれば、上記構成に加えて、さらに前記撮像
部により取得された検査対象物の画像を表示する表示部と、前記表示部により表示された
画像を登録するための指示を受け付ける操作部と、前記操作部からの指示に基づいて、良
品画像を登録するための第一登録画面において良品画像をライブ画像として前記表示部に
表示させ、背景画像を登録するための第二登録画面において背景画像をライブ画像として
前記表示部に表示させる表示制御部と前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて
撮像された良品画像、背景画像を登録する画像登録部とを備え、前記画像登録部は、前記
第一登録画面において前記表示部に表示された良品画像を、前記操作部からの指示に基づ
いて登録し、前記第二登録画面において前記表示部に表示された背景画像を、前記操作部
からの指示に基づいて登録するよう構成できる。
【０００９】
　さらに、第３の側面に係る画像処理センサによれば、検査対象物の画像に対して所定の
画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品であることを検出するための画像処理
センサであって、検査対象物を撮像する撮像部と、前記撮像部により取得された検査対象
物の入力画像に対して、検査対象物の良否を判別する良否判定を行い、判定結果を出力す
る良否判定部と、前記撮像部の撮像視野に検査対象物が進入してから、前記良否判定部に
よる判別結果の出力までに要する時間として応答時間を設定する応答時間設定部と、前記
応答時間設定部により設定された応答時間に応じた許容時間に基づいて、前記良否判定部
による判別結果が該許容時間内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条
件候補として設定する明るさ条件候補設定部と、前記明るさ条件候補設定部により設定さ
れた複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、前記撮像部を用いて良否判定部により良品
と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補画像を取得し、前記撮像部を用いて良否判
定部により不良品と判別されるべき検査対象物の複数の不良品候補画像を取得し、前記撮
像部を用いて良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物が取り除かれた複数の背
景候補画像を取得する画像群取得部と、前記画像群取得部により取得された良品候補画像
群及び背景候補画像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補に
て取得された良品候補画像と背景候補画像から良品－背景差分候補画像を生成し、前記画
像群取得部により取得された不良品候補画像群及び背景候補画像群に基づいて、複数の明
るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得された不良品候補画像と背景候補画像
から不良品－背景差分候補画像を生成する差分画像生成部と、前記差分画像生成部で複数
の明るさ条件候補毎に生成された良品－背景差分候補画像に応じたパターンモデルに対す
る不良品－背景差分候補画像の一致度を、それぞれ算出する一致度算出部と、前記一致度
算出部により各明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、複数の明るさ条件候補
の中から選択条件に従い一の明るさ条件を選択する明るさ条件選択部とを備えることがで
きる。
【００１０】
　さらにまた、第４の側面に係る画像処理センサによれば、上記構成に加えて、さらに前
記撮像部により取得された検査対象物の画像を表示する表示部と、前記表示部により表示
された画像を登録するための指示を受け付ける操作部と、前記操作部からの指示に基づい
て、良品画像を登録するための第一登録画面において良品画像をライブ画像として前記表
示部に表示させ、背景画像を登録するための第二登録画面において背景画像をライブ画像
として前記表示部に表示させ、不良品画像を登録するための第三登録画面において不良品
画像をライブ画像として前記表示部に表示させる表示制御部と、前記明るさ条件選択部で
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選択された明るさ条件にて撮像された良品画像、背景画像、不良品画像を登録する画像登
録部とを備え、前記画像登録部は、前記第一登録画面において前記表示部に表示された良
品画像を、前記操作部からの指示に基づいて登録し、前記第二登録画面において前記表示
部に表示された背景画像を、前記操作部からの指示に基づいて登録し、前記第三登録画面
において前記表示部に表示された不良品画像を、前記操作部からの指示に基づいて登録す
るよう構成できる。
【００１１】
　さらにまた、第５の側面に係る画像処理センサによれば、上記いずれかの構成に加えて
、前記画像群取得部は、複数の異なる明るさ条件候補で撮像された候補画像を保存し、前
記明るさ条件候補設定部で別の明るさ条件候補が設定された際に、該別の明るさ条件候補
で取得された候補画像を読み出して利用可能とできる。上記構成により、同じ明るさ条件
候補の候補画像は、過去に撮像した候補画像を撮り溜めて流用することで、重複した処理
を排除し、撮像回数を低減して効率のよい運用が可能となる。
【００１２】
　さらにまた、第６の側面に係る画像処理センサによれば、上記いずれかの構成に加えて
、さらに前記差分画像生成部で生成された複数の差分候補画像に対して、予め設定された
画像処理の条件に従い画像処理をそれぞれ行う画像処理実行部を備えることができる。
【００１３】
　さらにまた、第７の側面に係る画像処理センサによれば、上記いずれかの構成に加えて
、さらに前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて撮像された良品画像と背景画
像に基づく良品－背景差分画像、及び前記明るさ条件選択部で選択された明るさ条件にて
撮像された不良品画像と背景画像に基づく不良品－背景差分画像から、特徴画像領域をそ
れぞれ抽出する特徴領域抽出部と、良品－背景差分画像の中から抽出された特徴画像領域
に対する不良品－背景差分画像の一致度を算出する一致度算出部とを備えることができる
。
【００１４】
　さらにまた、第８の側面に係る画像処理センサによれば、上記いずれかの構成に加えて
、前記明るさ条件選択部が一の明るさ条件を選択する選択条件を、対応する一致度が最も
低い明るさ条件候補とできる。上記構成により、最も低い一致度の明るさ条件を選択する
ことで、運転モードにおいては良品画像との高い一致度でより分離されることとなって、
良否判定結果を安定させることができる。
【００１５】
　さらにまた、第９の側面に係る画像処理センサによれば、上記いずれかの構成に加えて
、さらに前記良否判定部により検査対象物の良否を判別する運転モードと、前記明るさ条
件選択部により複数の明るさ条件候補の中から一つの明るさ条件を設定する設定モードと
を切り替える運転／設定モード切替部と、前記運転／設定モード切替部により設定モード
に切り替えられている場合に、前記運転／設定モード切替部により切り替えられる運転モ
ードにて用いられる閾値を算出する一致度算出部とを備えることができる。
【００１６】
　さらにまた、第１０の側面に係る画像処理センサによれば、上記いずれかの構成に加え
て、前記複数の明るさ条件を、露光時間、照明強度、又は撮像部の利得とできる。
【００１７】
　さらにまた、第１１の側面に係る画像処理方法によれば、検査対象物の画像に対して所
定の画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品であることを検出する画像処理方
法であって、検査対象物を撮像するための撮像部の撮像視野に検査対象物が侵入してから
、検査対象物の良否を判別する良否判定を行う良否判定部による判別結果の出力までに要
する時間として、予め定められた複数の異なる応答時間候補群の中から、一の応答時間を
選択させる工程と、前記選択された応答時間に基づいて、前記良否判定部による判別結果
が該応答時間内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条件候補として設
定する工程と、前記設定された複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、前記撮像部を用
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いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補画像と、前
記撮像部を用いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物が取り除かれた
複数の背景候補画像を、それぞれ取得する工程と、良品画像群及び背景画像群に基づいて
、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得された良品画像と背景画像
から良品－背景差分候補画像を生成する工程と、複数の明るさ条件候補毎に生成された良
品－背景差分候補画像に応じたパターンモデルに対する背景候補画像の一致度を、それぞ
れ算出する工程と、複数の明るさ条件候補毎に算出された一致度に基づいて、複数の明る
さ条件候補の中から選択条件に従い一の明るさ条件を選択する工程と、選択された明るさ
条件で撮像された良品－背景差分候補画像を、良品－背景差分画像として登録し、該良品
－背景差分候補画像で得られた背景候補画像の一致度に基づいて、一致度閾値を算出する
工程とを含むことができる。
【００１８】
　さらにまた、第１２の側面に係る画像処理方法によれば、検査対象物の画像に対して所
定の画像処理を行うことで検査対象物が良品又は不良品であることを検出するための画像
処理方法であって、検査対象物を撮像するための撮像部の撮像視野に検査対象物が侵入し
てから、検査対象物の良否を判別する良否判定を行う良否判定部による判別結果の出力ま
でに要する時間として、予め定められた複数の異なる応答時間候補群の中から、一の応答
時間を選択させる工程と、前記選択された応答時間に基づいて、前記良否判定部による判
別結果が該応答時間内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条件候補と
して設定する工程と、前記設定された複数の明るさ条件候補の各々に基づいて、前記撮像
部を用いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物の複数の良品候補画像
と、前記撮像部を用いて良否判定部により不良品と判別されるべき検査対象物の複数の不
良品画像と、前記撮像部を用いて前記良否判定部により良品と判別されるべき検査対象物
が取り除かれた複数の背景候補画像を、それぞれ取得する工程と、良品画像群及び背景画
像群に基づいて、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得された良品
画像と背景画像から良品－背景差分候補画像を、不良品画像群及び背景画像群に基づいて
、複数の明るさ条件候補の中で同一の明るさ条件候補にて取得された不良品画像と背景画
像から不良品－背景差分画像を、それぞれ生成する工程と、複数の明るさ条件候補毎に生
成された良品－背景差分候補画像に応じたパターンモデルに対する不良品－背景差分画像
の一致度を、それぞれ算出する工程と、複数の明るさ条件候補毎に算出された一致度に基
づいて、複数の明るさ条件候補の中から選択条件に従い一の明るさ条件を選択する工程と
、選択された明るさ条件で撮像された良品－背景差分候補画像を、良品－背景差分画像と
して登録し、該良品－背景差分候補画像で得られた背景候補画像の一致度に基づいて、一
致度閾値を算出する工程とを含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１Ａ】本発明の実施形態１に係る画像処理センサを示す模式図である。
【図１Ｂ】本発明の実施形態２に係る画像処理センサを示す模式図である。
【図２】図２Ａは図２の画像処理センサの背面斜め下方から見た斜視図、図２Ｂは垂直断
面図である。
【図３Ａ】実施形態２に係る画像処理センサの表示面を示す模式図である。
【図３Ｂ】変形例に係る画像処理センサの表示面を示す模式図である。
【図３Ｃ】他の変形例に係る画像処理センサの表示面である。
【図３Ｄ】表示部を反転表示させた画像処理センサを示す模式図である。
【図４】画像処理センサのブロック図である。
【図５】画像処理センサの機能を示すブロック図である。
【図６】良品画像と不良品画像を登録する二点登録の手順を示すフローチャートである。
【図７】表示部の運転画面を示すイメージ図である。
【図８】二点登録時の第一登録画面の例を示すイメージ図である。
【図９】図８で良品画像を表示させた状態を示すイメージ図である。
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【図１０】画像の拡大縮小機能を示すイメージ図である。
【図１１】二点登録時の第二登録画面の例を示すイメージ図である。図９からワークを除
いて背景画像を表示させた例を示すイメージ図である。
【図１２】良品画像と背景画像を登録する二点登録の手順を示すフローチャートである。
【図１３】二点登録時に「検出ワークなし」画像を登録する第二登録画面を示すイメージ
図である。
【図１４】図１４Ａは良品画像から背景画像を除いて、良品ワークのみを抽出する単純差
分画像を生成する様子を示す模式図、図１４Ｂは不良品画像から背景画像を除いて、不良
品ワークのみを抽出する単純差分画像を生成する様子を示す模式図である。
【図１５Ａ】三点登録の手順の一部を示すフローチャートである。
【図１５Ｂ】図１５Ａに続く三点登録の手順を示すフローチャートである。
【図１６】三点登録時の第一登録画面の例を示すイメージ図である。
【図１７】三点登録時の第二登録画面の例を示すイメージ図である。
【図１８】三点登録時の第三登録画面の例を示すイメージ図である。
【図１９】良品画像又は背景画像を登録する一点登録の手順を示すフローチャートである
。
【図２０】背景画像を示すイメージ図である。
【図２１】図２０の背景画像に対して評価領域を設定する様子を示すイメージ図である。
【図２２】一致度閾値設定の一例を示す表である。
【図２３】二点登録時の第一登録画面の他の例を示すイメージ図である。
【図２４】二点登録時の第二登録画面の他の例を示すイメージ図である。
【図２５】二点登録時の第一登録画面のさらに他の例を示すイメージ図である。
【図２６】二点登録時の第二登録画面のさらに他の例を示すイメージ図である。
【図２７】第一登録画面を切り替えて表示させる例を示すイメージ図である。
【図２８】第二登録画面を切り替えて表示させる例を示すイメージ図である。
【図２９】第二登録画面において、登録しようとしている候補画像と、登録済みの良品画
像とを切り替えて表示させる例を示すイメージ図である。
【図３０】第二登録画面において、登録しようとしている候補画像と、並列表示とを切り
替えて表示させる例を示すイメージ図である。
【図３１】三点登録時の第二登録画面を並列表示画面とした例を示すイメージ図である。
【図３２】静止画像・ライブ画像同時表示の手順を示すフローチャートである。
【図３３】三点登録時の第三登録画面を並列表示画面とした例を示すイメージ図である。
【図３４】画像表示領域と説明表示領域を部分的にオーバーラップさせた例を示すイメー
ジ図である。
【図３５】画像表示領域と説明表示領域を完全にオーバーラップさせた例を示すイメージ
図である。
【図３６】運転モードと設定モードを切り替える様子を示す模式図である。
【図３７Ａ】運転モードの画面遷移の例を示すフロー図である。
【図３７Ｂ】運転モードの画面遷移の例を示すフロー図である。
【図３８Ａ】画像の表示倍率を調整する工程を含む設定モードの動作を示すフローチャー
トである。
【図３８Ｂ】一致度閾値を調整する工程を含む動作モードの動作を示すフローチャートで
ある。
【図３９】従来の画像処理センサの内部処理を示すブロック図である。
【図４０】実施形態に係る画像処理センサの内部処理を示すブロック図である。
【図４１】画像を低解像度化する様子を示す模式図である。
【図４２】画像データを平均化して圧縮する様子を示す模式図である。
【図４３】画像データを間引いて圧縮する様子を示す模式図である。
【図４４】図４４Ａは低解像度化処理を含む良品画像と背景画像の二点登録の設定及び運
転の手順を示すフローチャート、図４４Ｂは良品画像、図４４Ｃは背景画像、図４４Ｄは
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圧縮良品画像、図４４Ｅは圧縮背景画像、図４４Ｆは圧縮良品－背景差分画像の例をそれ
ぞれ示すイメージ図である。
【図４５】図４５Ａは低解像度化処理を含む良品画像と背景画像の二点登録の設定及び運
転の手順を示すフローチャート、図４５Ｂは良品画像、図４５Ｃは背景画像、図４５Ｄは
良品－背景差分画像、図４５Ｅは圧縮良品－背景差分画像の例をそれぞれ示すイメージ図
である。
【図４６】図４６Ａは低解像度化処理を含む良品画像と不良品画像と背景画像の三点登録
の設定及び運転の手順を示すフローチャート、図４６Ｂは良品画像、図４６Ｃは不良品画
像、図４６Ｄは背景画像、図４６Ｅは圧縮良品画像、図４６Ｆは圧縮不良品画像、図４６
Ｇは圧縮背景画像、図４６Ｈは圧縮良品－背景差分画像、図４６Ｉは圧縮不良品－背景差
分画像の例をそれぞれ示すイメージ図である。
【図４７】図４７Ａは低解像度化処理を含む良品画像と不良品画像と背景画像の三点登録
の設定及び運転の手順を示すフローチャート、図４７Ｂは良品画像、図４７Ｃは不良品画
像、図４７Ｄは背景画像、図４７Ｅは良品－背景差分画像、図４７Ｆは不良品－背景差分
画像、図４７Ｇは圧縮良品－背景差分画像、図４７Ｈは圧縮不良品－背景差分画像の例を
それぞれ示すイメージ図である。
【図４８】図４８Ａは低解像度化処理を含む背景画像を登録する一点登録の手順を示すフ
ローチャート、図４８Ｂは背景画像、図４８Ｃは圧縮背景画像をそれぞれ示すイージ図で
ある。
【図４９Ａ】応答時間を設定可能とした場合に画像の最適な明るさ条件を決定する手順を
示す模式図である。
【図４９Ｂ】応答時間を既定値とした場合に画像の最適な明るさ条件を決定する手順を示
す模式図である。
【図５０】登録設定条件の候補群から適切な登録設定条件を見出して画像登録を行う手順
を示すフローチャートである。
【図５１】図５１Ａは画像処理アルゴリズムを入れ替える前の一連の画像処理を示すフロ
ーチャート、図５１Ｂは図５１Ａから一部の画像処理アルゴリズムを入れ替えた後の一連
の画像処理を示すフローチャート、図５１Ｃは良品画像、図５１Ｄは不良品画像、図５１
Ｅは背景画像、図５１Ｆは評価画像、図５１Ｇはワークの画像、図５１Ｈは図５１Ｆの評
価画像からワークを切り出した画像、図５１Ｉは図５１Ｆの評価画像と図５１Ｅの背景画
像の差分処理でワークの領域を切り出した画像、図５１Ｊは図５１Ｈの評価画像から切り
出したワーク領域をそれぞれ示すイメージ図である。
【図５２】図５２Ａは画像処理アルゴリズムの構成要素を入れ替える前の一連の画像処理
を示すフローチャート、図５２Ｂは図５２Ａから画像処理アルゴリズムの構成要素を入れ
替えた後の一連の画像処理を示すフローチャートである。
【図５３】図５３ＡはＳｏｂｅｌフィルタのＳｏｂｅｌＸ、図５３ＢはＳｏｂｅｌＹ、図
５３ＣはＳｏｂｅｌＸ、ＳｏｂｅｌＹを掛けたエッジのＸ、Ｙ成分を示す模式図である。
【図５４】図５４ＡはＲｏｂｅｒｔｓＸ、図５４ＢはＲｏｂｅｒｔｓＹ、図５４ＣはＲｏ
ｂｅｒｔｓＸ、ＲｏｂｅｒｔｓＹを掛けたエッジのＸ、Ｙ成分を示す模式図である。
【図５５】製造ライン上を良品ワークと不良品ワークが流れる状態を示すイメージ図であ
る。
【図５６】図５６Ａはマスター画像が良品画像である場合の出力状態を説明する、ワーク
の流れを示す模式図であり、図５６Ｂは第一の一致度の時系列変化を示すグラフであり、
図５６Ｃは出力の時系列変化を示す模式図であり、図５６Ｄは図５６Ｃに示す出力の時系
列変化に対して出力論理を反転する、あるいは閾値を下回る場合に出力をＯＮにする設定
を行った場合の出力の時系列変化を示す模式図である。
【図５７】図５７Ａはマスター画像が不良品画像である場合の出力状態を説明する、ワー
クの流れを示す模式図であり、図５７Ｂは第二の一致度の時系列変化を示すグラフであり
、図５７Ｃは出力の時系列変化を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施形態は、
本発明の技術思想を具体化するための例示であって、本発明は以下のものに特定されない
。また、本明細書は特許請求の範囲に示される部材を、実施形態の部材に特定するもので
は決してない。特に実施形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対的
配置等は特に特定的な記載がない限りは、本発明の範囲をそれのみに限定する趣旨ではな
く、単なる説明例にすぎない。なお、各図面が示す部材の大きさや位置関係等は、説明を
明確にするため誇張していることがある。さらに以下の説明において、同一の名称、符号
については同一若しくは同質の部材を示しており、詳細説明を適宜省略する。さらに、本
発明を構成する各要素は、複数の要素を同一の部材で構成して一の部材で複数の要素を兼
用する態様としてもよいし、逆に一の部材の機能を複数の部材で分担して実現することも
できる。
（実施の形態１）
【００２１】
　本発明の実施の形態１に係る画像処理センサ１００を図１Ａに、実施形態２に係る画像
処理センサ２００を図１Ｂに、それぞれ示す。これらの画像処理センサは、検査対象物（
以下「ワーク（ＷＫ）」ともいう。）の画像を撮像し、この画像に対して画像処理を行う
ことで、検査対象物が良品又は不良品であることを判定乃至検出する。画像処理センサは
判定結果を外部に出力することで、検査結果の出力に基づいて、良品であることの確認、
あるいは不良品の除去といった必要な後処理を行うことができる。
【００２２】
　また画像処理センサは、良品や不良品の判定を行う運転モードの他、設定を行う設定モ
ードに切り替えることができる。設定モードにおいては、ユーザが良品を撮像した良品画
像等のモデル画像を登録することができる。ここで登録されたモデル画像に基づいて、良
品や不良品の判定に際して基準となる一致度閾値が設定される（詳細は後述）。このよう
な運転に先立って行われる設定作業はティーチング等と呼ばれる。
【００２３】
　図１Ａはヘッド部２とコントローラ部３の分離型の画像処理センサ１００であり、図１
Ｂはヘッド部とコントローラ部が一体となった一体型の画像処理センサ２００である。ま
た図１Ｂの画像処理センサ２００の背面斜め下方から見た斜視図を図２Ａに、垂直断面図
を図２Ｂに、それぞれ示す。
【００２４】
　図１Ａに示すヘッド部２はカメラ等の撮像部２１や照明部２６を備えており、一方コン
トローラ部３は、ヘッド部２の撮像された画像に対して画像処理を行う部材であり、アン
プ部等とも呼ばれる。このようなヘッド部２とコントローラ部３は、図１Ａに示すように
それぞれ異なるケーシング（筐体）に収納したり、あるいは図１Ｂに示すように共通のケ
ーシング４０に収納することもできる。またヘッド部の照明部をカメラと別体に設けるこ
ともできる。以下、主に画像処理センサの外形として、図１Ｂに示すヘッド部とコントロ
ーラ部を一体化したケーシング４０を説明するが、図１Ａに示すコントローラ部３も基本
的には同様である。
【００２５】
　なおコントローラ部は、単体でも画像処理センサとして機能する。この場合は、ヘッド
部等の外部機器で撮像された画像を取り込むための画像入力部が、画像取得部として機能
する。
（ケーシング４０）
【００２６】
　画像処理センサのケーシング４０は、上下面、左右面ならびに前後の面から構成される
六面体形状で構成されている。この内、上面を第一主面とし、上面と対向する下面を第二
主面としている。図２Ａ及び図２Ｂに示すように、下面側の第二主面には、表示部４３と
操作部５１を設けている。一方、上面側の第一主面には、表示部４３と操作部５１を設け
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ている。このように、底面側の第二主面を撮像面４０ｂとし、上面側の第一主面を表示面
４０ａとすることで、撮像面４０ｂで撮像した画像を、表示面４０ａで表示させて、画像
処理センサ２００の配置姿勢とレイアウトを合致させることができる。
【００２７】
　撮像部２１は、ワークの画像を撮像するための部材であり、カメラ等で構成される。カ
メラは、ＣＭＯＳやＣＣＤ等の撮像素子が利用できる。この場合、撮像部２１で撮像され
る画像は光学画像である。なお、高さ情報を測定可能な撮像部を用いる場合、高さ情報を
有する画像を、二次元の光学画像と同様に扱えるよう、高さ情報を輝度に変換させた高さ
画像を用いることもできる。
【００２８】
　照明部２６は、ワークの画像を撮像部２１で撮像する際に照明光を照射するための部材
である。照明光の光源としては、ＬＥＤや有機ＥＬ、白熱球やハロゲンランプ等が利用で
きる。照明光は、様々な色を利用できる。また、例えばラインの搬送速度が速い場合は、
一枚の光学画像を撮像するためにかけることのできる露光時間も短くなるため、短時間で
十分な明るさを確保できるよう、光量の大きい光源とすることが好ましい。このような観
点から、光源が安価で、光量を稼ぎ易い赤色等が好適に利用できる。また、白色光や赤外
光を使用してもよい。あるいは、判別対象のワークの色や材質によっては、判別し易い照
明色が存在する場合もある。この場合は、照明色も明るさ条件のパラメータに含めること
ができる。
【００２９】
　図２Ｂの断面図に示すように、撮像部２１は撮像面４０ｂに対して平行に配置されてお
り、撮像素子の光軸が撮像面４０ｂとほぼ直交するように構成される。これにより、画像
処理センサの下方の撮像位置にある検査対象物の正射画像を撮像できる。一方、照明部２
６は、投光面を撮像面４０ｂに対して若干傾斜させている。照明光の光軸を撮像素子の光
軸に対して斜めにすることで、自然な陰影で画像撮像できる。なお図２Ａの例では、照明
光の光源を一としているが、これを複数設けることもできる。例えば撮像部を囲むように
撮像面の四隅に照明光源を設ける。これにより、影の少ない画像を得ることが可能となる
。
（表示面４０ａ）
【００３０】
　表示面４０ａの一例を図３Ａの模式図に示す。表示面４０ａは、一方向に長い矩形状と
している。この図に示すように画像処理センサ２００の表示面４０ａには、上述した表示
部４３に加えて、操作部５１を設けている。操作部５１は、画像登録ボタン等、決定を指
示するための決定キーに相当するＳＥＴキー４２と、増減調整部５１ｈ（後述する図５）
に相当する上下キー４４と、取消指示部に相当するＢＡＣＫキー４５と、運転／設定モー
ド切替部５１ｄ（後述する図５）に相当するＭＯＤＥキー４６とを含む（詳細は後述）。
さらに表示面４０ａには、表示灯を設ける。ここでは、判定結果表示灯４１と、出力状態
表示灯４７とを備えている。
（表示部４３）
【００３１】
　表示部４３は、撮像部２１により撮像されたワークの画像を表示するための部材である
。表示部４３には、例えば有機ＥＬや液晶等のディスプレイが使用できる。
（増減調整部５１ｈ）
【００３２】
　増減調整部５１ｈは、アップ側のスイッチとダウン側のスイッチという一対の部材で構
成される。この増減調整部５１ｈは、例えば表示部４３で表示される画像の表示倍率を変
更するために用いられる。表示部４３で表示される画像は、例えば良品画像等の第一画像
や、不良品画像等の第二画像、背景画像等の第三画像等である。特に、良品画像や良品候
補画像を拡大表示させるために、増減調整部５１ｈで表示倍率を調整する。また、同じ増
減調整部５１ｈでもって、一致度閾値を調整することもできる（これらの調整作業の詳細
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については後述）。この例では、アップ側のスイッチが操作されたとき、第一画像の倍率
や一致度閾値が増加し、またダウン側のスイッチが操作されたとき、第一画像の倍率や一
致度閾値が減少するよう指示できる。このように、増減調整部５１ｈは、画像の表示倍率
の調整機能と、一致度閾値の調整機能という異なる操作を可能としている。共通の増減調
整部５１ｈでもって異なる値の調整に利用することで、表示部に設けるべき操作ボタンの
数を低減して、表示部の大型化を避け、また操作ボタンが増えることによる操作の煩雑化
を避け、構成の簡素化、操作性の向上、コストの削減等が図られる。
（増減調整部の機能の切り替え）
【００３３】
　この増減調整部の機能の切り替えは、増減調整部の機能を選択した上で行うように構成
してもよいが、この場合は増減調整部を操作する前に、増減調整部の機能を選択、切り替
える操作が必須となり、ユーザに煩わしい操作を強いることとなる。そこで、現在選択中
の動作モードに応じて、増減調整部の機能が各動作モードに適した機能となるように自動
的に機能切り替えが実行されるように構成することで、このような増減調整部の機能切り
替えの操作を不要とできる。例えば、運転／設定モード切替部５１ｄで、設定モードが選
択された状態においては、増減調整部５１ｈには、画像の表示倍率を変更する機能が割り
当てられる。一方、運転／設定モード切替部５１ｄで運転モードが選択された状態におい
ては、増減調整部５１ｈには一致度閾値を調整する機能が割り当てられる。このようにし
て、複数の機能が割り当てられた増減調整部５１ｈに対して、予めいずれかの機能を選択
することなく、操作が必要な画面において適切な機能が自動的に割り当てられ、ユーザの
操作性を向上できる。
【００３４】
　なお、上記の運転モード毎の機能割り当ては一例であり、例えば設定モードにおいて、
画像の表示倍率と一致度閾値の調整を行うよう構成している場合においては、表示倍率の
調整が可能な画面（倍率調整モード）と、一致度閾値の調整が可能な画面（閾値調整モー
ド）が表示された状態で、増減調整部に対してそれぞれの機能を選択するように構成して
もよい。
【００３５】
　増減調整部５１ｈは増減ボタンであり、一対の上下キー４４が相当する。上下キー４４
は、アップ側のスイッチである↑キー４４ａと、ダウン側のスイッチである↓キー４４ｂ
を備えており、増減の調整や上下への移動等に利用される。なお、図３Ａの例では、上下
キー４４を↑キー４４ａと↓キー４４ｂという別個のキーで構成しているが、本発明はこ
の構成に限らず、上下キーを統合して、一の上下キーで増減させることもできる。このよ
うな例を変形例として図３Ｂに示す。この図に示す上下キー４４Ｂは傾動可能なシーソー
式に構成されており、上方に倒すと増加、下方に倒すと減少するように指示することが可
能である。
【００３６】
　このように上下キー４４は、上下に並べて配置することで、ユーザは感覚的に操作でき
る。すなわち、上方に配置された↑キー４４ａを押下すれば値を増加させ、下方に配置さ
れた↓キー４４ｂを押下すれば値を減少させることができるので、ユーザは感覚的に操作
することができ、誤操作の虞を低減できる。一般に画像処理センサは光電センサに比べて
部品点数が多く、ケーシングが厚くなる傾向にあるため、↑キー４４ａや↓キー４４ｂを
縦長の形状として上下に並べても、ケーシングを大型化することなく配置できる程度の幅
を確保でき、上下キー４４の形状を、機能と合致させるように外観を構成することが可能
となる。
【００３７】
　また、一方向に延長した矩形状の表示面４０ａに、同じく矩形状の表示部４３を配置す
る場合、表示部４３の長手方向を表示面４０ａの長手方向と合致させるように配置するこ
とが、スペース効率の点で合理的となる。この場合、上下キー４４は表示部４３の長手方
向の側面に配置することが好ましい。表示部４３の上下に上下キー４４を配置すると、表
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示面４０ａの厚さが増し、画像処理センサのケーシングの大型化に繋がる。そこで、表示
部４３と上下キー４４とが、表示面４０ａの長手方向に沿って並ぶように配置することで
、画像処理センサの小型化に寄与できる。
【００３８】
　さらに上下キー４４は、表示部４３に対して同じ側に、ＳＥＴキー４２等の決定ボタン
等と一緒に纏めて配置せず、表示部４３を跨いで反対側に位置するように配置することが
好ましい。このようにすることで、表示倍率や一致度閾値を増減した後、決定の指示をＳ
ＥＴキー４２から送るという操作に際して、未だ増減の途中で上下キー４４を操作する際
に誤ってＳＥＴキー４２に触れて、意図しない決定の指示がなされる誤操作のリスクを、
物理的にこれら上下キー４４と決定キーを離間させることで低減することができる。
【００３９】
　なお、上下キー４４は必ずしも上下に並べて配置する構成に限られず、例えば図３Ｃの
変形例に示すように、上下キー４４Ｃを左右に並べて配置させてもよい。特に、従来の光
電センサは、薄型化を図るために上下キーを「＜」キーや「＞」キーで構成して、左右に
並べて配置することが行われている。そこで、画像処理センサを、このような光電センサ
での配置例に倣って上下ボタンを配置することで、光電センサと同様の操作感を提供して
、光電センサのユーザに対しても違和感なく導入、操作することが容易となる。
【００４０】
　また、図３Ａ～図３Ｃに示す例では、上下キー４４やＢＡＣＫキー４５、ＭＯＤＥキー
４６等を表示部４３の右側に配置している。このように微細な操作が必要なキー類を右側
に配置することで、右利きが多いと思われるユーザが右手で操作し易くできる。
【００４１】
　さらに、各キーの形状は、互いに異ならせることが好ましい。これによって、ユーザは
手触りでキーの種別を区別できるので、暗所や、奥まった位置に配設されてキーを直接目
視することが困難な場合でも、触感での操作が可能となる。例えば図３Ａの例では、上下
キー４４は、↑キー４４ａは上側の先端を、↓キー４４ｂは下側の先端を、それぞれ先細
りとした形状とし、ＢＡＣＫキー４５とＭＯＤＥキー４６は、横長で上下に並べて配置し
、一方、ＳＥＴキー４２は縦長に形成している。特に決定キーの形状を、ＢＡＣＫキー４
５やＭＯＤＥキー４６と異ならせることで、増減調整部５１ｈで調整後に決定キーを押下
する作業を確実に行わしめることができる。
【００４２】
　さらにまた、増減調整部５１ｈには、△や▽等のマークをキートップに刻印や印刷など
で表示させている。これにより、増加、減少を行わせるキーであることをユーザに視覚的
に把握させることができる。
（増減アイコン６１）
【００４３】
　また、後述する図７や図８等で示す通り、表示部４３で表示される増減アイコン６１は
、増減調整部５１ｈで調整可能な項目に応じて表示形態を変化させることができる。例え
ば図７に示すように一致度閾値を変更可能な画面においては、増減アイコン６１は、現在
設定中の一致度閾値の数値を表示させる一致度閾値表示領域６２と共に、数値の隣に△や
▽等のマークを表示させて、表示された値を上下、すなわち増減させることが可能である
ことを示している。一方、図８や図９に示すように、画像表示領域ＰＤに画像を表示させ
た画面においては、増減調整部５１ｈでズームインやズームアウトが可能であることを示
すよう、増減アイコン６１として「ＺＯＯＭ」の文字と、その隣に△や▽等のマークを表
示させている。
（反転表示機能）
【００４４】
　なお、表示部４３における画像や数値などの表示は、図３Ｄに示すように反転させるこ
ともできる。これにより、画像処理センサの生産ラインへの組み込み時の姿勢を、ケーブ
ル類の引き出し方向等に応じて柔軟に変化させつつ、表示部４３での表示自体はユーザが
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視認する方向に応じて変化させて、天地逆の表示となって判別し難くなる等の事態を回避
できる。このような表示部４３における表示態様の変更は、後述する表示制御部５８ｆに
て行わせることができる。
（反転表示連動増減機能）
【００４５】
　また、この場合において、表示部４３の表示を反転させた際には増減調整部５１ｈの上
下キー４４の機能を入れ替えて、表示部４３に表示される数値や画像の上下と合致させる
ように、増減の操作を変更できる。これにより、従来のように表示が逆の場合には、矢印
や天地と逆に増減しなければならなくなって誤操作が生じ易くなる環境を避け、感覚的に
判り易い、数値や画像の上方向で増加、下方向で減少という入力操作とすることで設定ミ
スを回避できる。
（判定結果表示灯４１）
【００４６】
　判定結果表示灯４１は、運転モードにおいて判定した結果を点灯で示す。例えば良品の
検出であれば青色に点灯させ、不良品の検出であれば赤色に表示させる。このような出力
表示灯には、ＬＥＤ等の発光体が利用できる。また発光色を変化可能とすることが好まし
い。例えば赤色ＬＥＤと青色ＬＥＤを設けたり、色を可変としたマルチカラーのＬＥＤが
利用できる。
【００４７】
　出力状態表示灯４７は、出力の状態を表示させるための部材であり、ＬＥＤ等が利用で
きる。その他の各部材の詳細については後述する。
【００４８】
　なお、上記の操作部５１や表示灯は、物理的なボタンやランプで構成する他、ディスプ
レイ上で仮想的に構成することもできる。例えば、表示面をタッチパネルで構成し、表示
部や操作部、表示灯を、表示面に画像で表示させて仮想的なボタンやランプとして機能さ
せることもできる。
【００４９】
　またケーシング４０の六面体形状を構成する面の内、正面又は背面のいずれか一方に、
ケーブルを接続するコネクタ部４８を配置している。図２Ａや図２Ｂ等の例では、背面側
（図において右側）に円筒状のコネクタ部４８を設けている。なお、図１Ａに示すように
、ヘッド部２と分離型の画像処理センサの場合、正面側に、ヘッド部２を接続するための
ヘッド部側コネクタ３Ａを設けている。
（カバー部３Ｂ）
【００５０】
　また、表示面４０ａにはカバー部３Ｂを設けてもよい。カバー部３Ｂを設けることで、
操作部５１に誤ってユーザの手などが触れて、一致度閾値の設定等が意図せずに変更され
る事態を回避できる。図１Ａの例では、表示部４３を覆うカバー部３Ｂを開閉自在に設け
ている。この例では、表示面４０ａの長手方向の一端に、ピボット式に旋回自在にカバー
部３Ｂを連結して開閉可能としている。またカバー部３Ｂは透光性を有する部材で構成す
ることで、カバー部３Ｂを閉じた状態でも表示部４３を視認できる。カバー部３Ｂは、樹
脂製等とできる。
【００５１】
　また、カバー部を設けない構成としてもよい。図１Ｂでは、カバー部を設けない画像処
理センサの例を示している。カバー部を設けない場合等に備えて、操作部にキーロック機
能を持たせてもよい。キーロック機能を働かせることで、操作部に触れても反応しなくな
り、意図しない設定の変更などを回避できる。操作を行う場合は、特定の解除操作を行い
、キーロック機能を解除する。このような解除操作は、例えば特定のキーの長押し等とで
きる。
（ハードウェアブロック図）
【００５２】



(16) JP 6684158 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

　次に画像処理センサのブロック図を図４に示す。この図に示すように画像処理センサの
ハードウェア構成は、主に撮像部２１と、照明部２６と、電源部３２と、主制御部３３と
、表示部４３と、操作部５１を備えている。なおこの図は、図１Ｂに示した一体型の画像
処理センサのブロック図を示している。図１Ａの分離型の画像処理センサの場合は、図４
において破線で示す右側がヘッド部２、左側がコントローラ部３に相当する。
【００５３】
　電源部３２は、各部に駆動電力を供給するための電圧変換回路等を備えている。図４の
例では、照明部２６の光源に電力を供給すると共に、その点灯のＯＮ／ＯＦＦや光量の制
御を行う照明駆動回路２４１を備えている。照明部２６の光源がＬＥＤの場合、照明駆動
回路２４１はＬＥＤドライバ回路となる。また電源部３２に、外部とのデータ通信を行う
ための外部通信回路３２１を設けてもよい。外部通信回路３２１は、例えば良品や不良品
の判定結果を外部に出力する判定結果出力部として機能する。
【００５４】
　主制御部３３は、撮像部２１の駆動制御や撮像部２１で得られた画像の画像処理や、良
否判定等を行うための部材である。図４の例では、ＤＳＰ２５１やＭＣＵ３３１、メモリ
２５２等で構成される。また主制御部３３は、モデル画像や設定を保持するための画像／
設定記憶部５４を備えている。画像／設定記憶部５４は、半導体メモリやハードディスク
等のストレージで構成される。
【００５５】
　操作部５１は、ユーザが画像処理センサに対して各種の操作を行うための部材である。
具体的には、ケーシング４０の表示面４０ａに設けられた各種ボタン類が該当する。また
表示部をタッチパネルで構成することで、表示部に操作部の機能を統合させることもでき
る。
（機能ブロック図）
【００５６】
　さらに、画像処理センサの機能面から捉えた詳細なブロック図を図５に示す。この図に
示すように画像処理センサは、操作部５１と、撮像部２１と、表示部４３と、主制御部３
３を備える。操作部５１は、ユーザからの操作指示を受け付け、この操作指示を主制御部
３３に伝えるための部材である。撮像部５２は、画像を撮像し、撮像した画像を主制御部
６１に受け渡すための部材である。表示部４３は、現在のセンサ状態の表示や、ユーザへ
の指示内容を表示するための部材である。
【００５７】
　主制御部３３は、設定管理部５８と、画像／設定記憶部５４と、条件割当部５５と、設
定画像処理部５６と、運転画像処理部５７を備える。設定管理部５８は、操作部５１及び
撮像部５２からの情報入力を基に、画像／設定記憶部５４、条件割当部５５、設定画像処
理部５６、運転画像処理部５７を制御し、表示部４３へ表示を行うための部材である。画
像／設定記憶部５４は、画像や設定を記憶するための部材である。条件割当部５５は、登
録条件パターンを変化させて、最適な登録条件を割り出す調整を行うための部材である。
設定画像処理部５６は、画像を基に画像処理登録を行い、対象画像の評価が行える状態に
するための部材である。運転画像処理部５７は、対象画像の評価を行い、一致度を算出す
るための部材である。各ブロックの役割について以下説明する。
（操作部５１）
【００５８】
　操作部５１はユーザからの操作指示を受け付け、この操作指示を主制御部３３に伝える
ための部材である。図５の例では、操作部５１は、良品画像設定部５１ａと、不良品画像
設定部５１ｂと、背景画像設定部５１ｃと、運転／設定モード切替部５１ｄと、応答時間
設定部５１ｅと、画面表示切替部５１ｇと、増減調整部５１ｈと、回転許容範囲設定部５
１ｊと、取消指示部５１ｉと、登録モード切替部５１ｋを含む。
（良品画像設定部５１ａ）
【００５９】
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　良品画像設定部５１ａは、ユーザからの良品画像を登録するための操作指示を受け付け
、この操作指示を主制御部６１に伝える部材である。設定管理部５８の誘導表示制御部５
８ａは、操作指示表示部４３ｆが、画像／設定記憶部５４の登録識別指示情報記憶部５４
ｈから読み出した良品画像登録指示を表示部４３に表示し、同時に、ライブ画像表示部４
３ａが、撮像部５２で撮像して繰り返し更新されるライブ画像を表示部４３に表示する。
良品画像設定部５１ａは、この状況下で、ＳＥＴキー４２が押下されると、設定管理部５
８の画像アクセス部にこの操作指示を伝える。画像アクセス部は、この操作指示に基づい
て、該押下された際のライブ画像を良品画像として画像／設定記憶部５４の良品画像記憶
部５４１ａに保存する。
（不良品画像設定部５１ｂ）
【００６０】
　不良品画像設定部５１ｂは、ユーザからの不良品画像を登録するための操作指示を受け
付け、この操作指示を主制御部６１に伝える部材である。設定管理部５８の誘導表示制御
部５８ａは、操作指示表示部４３ｆが、画像／設定記憶部５４の登録識別指示情報記憶部
５４ｈから読み出した不良品画像登録指示を表示部４３に表示し、同時に、ライブ画像表
示部４３ａが、撮像部５２で撮像して繰り返し更新されるライブ画像を表示部４３に表示
する。不良品画像設定部５１ｂは、この状況下で、ＳＥＴキー４２が押下されると、設定
管理部５８の画像アクセス部にこの操作指示を伝える。画像アクセス部は、この操作指示
に基づいて、該押下された際のライブ画像を不良品画像として画像／設定記憶部５４の不
良品画像記憶部５４２ａに保存する。
【００６１】
　この不良品画像の設定の際には、表示部４３の静止画像表示部４３ｂが、設定管理部５
８の画像アクセス部を介して、画像／設定記憶部５４の良品画像記憶部５４１ａに保存さ
れた良品画像を表示部４３に表示する。これにより、ユーザは不良品画像の設定の際に、
良品画像と対比しながら不良品画像を設定することができる。
（背景画像設定部５１ｃ）
【００６２】
　背景画像設定部５１ｃは、ユーザからの背景画像を登録するための操作指示を受け付け
、この操作指示を主制御部６１に伝える部材である。設定管理部５８の誘導表示制御部５
８ａは、操作指示表示部４３ｆが、画像／設定記憶部５４の登録識別指示情報記憶部５４
ｈから読み出した背景画像登録指示を表示部４３に表示する。背景画像設定部５１ｃは、
この状況下で、ＳＥＴキー４２が押下されると、設定管理部５８の画像アクセス部にこの
操作指示を伝える。画像アクセス部は、この操作指示に基づいて、該押下された際のライ
ブ画像を背景画像として画像／設定記憶部５４の背景画像記憶部５４３ａに保存する。
（登録モード切替部５１ｋ）
【００６３】
　登録モード切替部５１ｋは、後述する画面遷移部５８ｂにより第一登録画面、第二登録
画面、及び第三登録画面の間で状態を遷移させる三点ティーチングモードと、画面遷移部
５８ｂにより第一登録画面及び第三登録画面の間で状態を遷移させる二点ティーチングモ
ードとを切り替える選択するための部材である。なお、登録モード切替部５１ｋにて、例
えば一の画像のみを取得して、その対象物の存否を判別する一点ティーチングモードに切
替可能になっていてもよい。後述するように、例えばＳＥＴキー４２の短押しした場合、
図５７Ｂに示すように、画面表示４３の全面を使用して、２点のティーチングの設定モー
ドを起動するためのプログレスバーが表示され、２点のティーチングの設定モードに切り
替わる。また、例えばＳＥＴキー４２を長押しした場合、図５７Ｃに示すように、画面表
示４３の全面を使用して、３点のティーチングの設定モードを起動するためのプログレス
バーが表示され、３点のティーチングの設定モードに切り替わる。
（画面表示切替部５１ｇ）
【００６４】
　画面表示切替部５１ｇは、第一の表示形式による画面表示と第二の表示形式による画面



(18) JP 6684158 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

表示とを切り替えるための部材である。表示制御部５８ｆは、表示部４３において、画面
表示切替部５１ｇによって切り替えられた第一の表示形式または第二の表示形式にて種々
の表示を行う。なお、画面表示切替部５１ｇが切り替え対象とする画面表示は、第一の表
示形式、第二の表示形式の他、例えば第三～第五の表示形式でもよく、また、これらに限
定されることもない。
（増減調整部５１ｈ）
【００６５】
　増減調整部５１ｈは、表示部に表示される画像の表示倍率を変更するための部材である
。上述の通り、増減調整部５１ｈは一致度閾値を調整する部材としても兼用できる。ここ
では、アップ側のスイッチとダウン側のスイッチの一対の部材で構成される。
（回転許容範囲設定部５１ｊ）
【００６６】
　回転許容範囲設定部５１ｊは、所定の画像処理に含まれる画像の姿勢位置決め処理にお
いて参照される、回転許容範囲を示す回転許容パラメータを設定するための部材である。
また回転許容範囲設定部５１ｊは、増減調整部５１ｈと兼用することもできる。図３Ａ等
の表示面４０ａの例では、↑キーや↓キーに回転許容範囲設定部５１ｊの機能を割り当て
ている。
（取消指示部５１ｉ）
【００６７】
　取消指示部５１ｉは、ユーザ操作により取消指示を行うための部材である。図３Ａ等の
表示面４０ａの例ではＢＡＣＫキー４５が取消指示部５１ｉに該当する。
（操作部５１の具体例）
【００６８】
　図３Ａに示す画像処理センサは、操作部５１を、ハードウェアとしては上述したＳＥＴ
キー４２、ＢＡＣＫキー４５、ＭＯＤＥキー４６等で構成している。ＳＥＴキー４２のボ
タン操作によって、動作状態すなわち表示部４３の表示画面に応じて、対応する各種の操
作指示を、主制御部３３に指示する。例えば後述する図９に示す第一登録画面においては
、操作部５１であるＳＥＴキー４２を押下することで、この時点で画像表示領域ＰＤで表
示されるライブ画像（表示内容を随時更新するリアルタイム表示）を良品画像として登録
する良品画像登録指示が与えられる。また図１３に示す第二登録画面においては、ＳＥＴ
キー４２を押下することで、画像表示領域ＰＤで表示される静止画像を背景画像として登
録する背景画像登録指示が与えられる。
【００６９】
　さらに操作部５１は、複数の操作指示を与えることもできる。例えば図９の第一登録画
面において、ＳＥＴキー４２を押下すると、上述した良品画像を登録する良品画像登録指
示に加えて、表示部４３の表示を第一登録画面から第二登録画面に遷移させる画面遷移指
示を主制御部３３に指示する。このような複数の操作指示の割り当てを操作部５１に行う
ことで、ユーザの操作性が向上される。すなわち、ＳＥＴキー４２の押下という操作部５
１の一動作で、複数の動作を実行させることにより、ユーザは登録画面の切り替え等を意
識することなく、登録作業をスムーズに行える利点が得られる。
【００７０】
　本実施例では、ＳＥＴキー４２は良品画像、不良品画像、背景画像の登録に用いられる
。↑キー４４ａ、↓キー４４ｂは一致度閾値調整、倍率設定、項目選択等に用いられる。
ＭＯＤＥキー４６は表示切替や各種設定の切替に用いられる。設定の切替には、応答時間
、回転許容角、登録モード変更等が挙げられる。
（撮像部２１）
【００７１】
　撮像部２１は画像を撮像し、撮像した画像を主制御部３３に受け渡す部材である。本実
施例では、撮像部２１の撮像素子としてＣＭＯＳを利用している。撮像素子には、ＣＣＤ
等、他の撮像素子も利用できる。また、既に撮像した画像データを外部記憶デバイスから
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読み出したり、外部の撮像素子で撮像された画像を転送する等の方法で画像を取得する態
様も、本明細書でいう撮像部に含まれる。また撮像部の動作を制御するため、画像群取得
部５２ａを設けている。画像群取得部５２ａは、撮像部を用いて複数枚の良品候補画像、
不良品候補画像、背景候補画像を取得することができる（詳細は後述）。
（表示部４３）
【００７２】
　表示部４３は現在のセンサ状態の表示や、ユーザへの指示内容を表示する部材である。
表示部４３には、有機ＥＬ（ＯＬＥＤ）の他、液晶（ＬＣＤ）等が利用できる。あるいは
、図３Ａ等のようにケーシング４０の表示面４０ａに表示部４３を組み込む他、表示部を
外付けとしてもよい。また、このような外部表示デバイスへの映像信号出力とすることも
できる。
（設定管理部５８）
【００７３】
　図５の説明に戻ると、設定管理部５８は、表示制御部５８ｆと、誘導表示制御部５８ａ
と、画像登録部５８ｇと、画面遷移部５８ｂと、画像アクセス部５８ｃと、一致度統計値
アクセス部５８ｄと、バンク切替制御部５８ｅとを備える。
【００７４】
　画像／設定記憶部５４は、画像記憶部５４ｉと、設定保存部５４ｄと、一致度統計値記
憶部５４ｅと、バンク設定記憶部５４ｆと、閾値（第１、第２）記憶部５４ｇと、登録識
別指示情報記憶部５４ｈとを備える。画像記憶部５４ｉは、静止画像記憶部５４ａと、ラ
イブ画像記憶部５４ｂと、一致度統計時画像記憶部５４ｃを備える。静止画像記憶部５４
ａは、良品画像記憶部５４１ａと、不良品画像記憶部５４２ａと、背景画像記憶部５４３
ａを備える。
【００７５】
　条件割当部５５は、撮像条件割当部５５ｄと、画像圧縮度設定部５５ｈと、画像処理条
件割当部５５ｉを備える。撮像条件割当部５５ｄは、明るさ条件割当部５５ｅを含む。明
るさ条件割当部５５ｅは、明るさ条件候補設定部５５ｆと、明るさ条件選択部５５ｇを備
える。
【００７６】
　設定画像処理部５６は、差分画像生成部５６ａと、特徴量抽出部５６ｂと、閾値算出部
５６ｃと、画像圧縮部５６ｄを備える。
【００７７】
　運転画像処理部５７は、特徴量抽出部５７ａと、一致度算出部５７ｃと、一致度統計値
算出部５７ｅと、良否判定部５７ｄとを備える。以下、これらの関係について説明する。
（表示制御部５８ｆ）
【００７８】
　表示制御部５８ｆは、表示部における画像やテキストなどの表示を制御するための部材
である。例えば第一登録画面において良品画像をライブ画像として、第二登録画面におい
て不良品画像をライブ画像として、第三登録画面において背景画像をライブ画像として、
それぞれ表示させる。
（誘導表示制御部５８ａ）
【００７９】
　表示制御部５８ｆは、誘導表示制御部５８ａを含む。誘導表示制御部５８ａは、上述の
通り、操作指示表示部４３ｆが、画像／設定記憶部５４の登録識別指示情報記憶部５４ｈ
から読み出した良品画像登録指示を表示部４３に表示し、同時に、ライブ画像表示部４３
ａが、撮像部５２で撮像して繰り返し更新されるライブ画像を表示部４３に表示する。
（画像登録部５８ｇ）
【００８０】
　画像登録部５８ｇは、撮像部で撮像された画像を登録するための部材である。また画像
登録部５８ｇは、設定モードにおいて、画像群取得部により取得された複数の画像群を候
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補画像として保持し、これらの中から選択された画像を登録する機能も果たす。例えば複
数の良品画像を良品画像群として一時的に登録し、また複数の背景画像を背景画像群とし
て、あるいは複数の不良品画像を不良品画像群として、それぞれ一時的に登録することも
できる。登録される画像は、画像／設定記憶部５４に保持される。この意味で、画像の登
録機能は、画像登録部５８ｇと画像／設定記憶部５４によって実現されているといえる。
ただ、画像登録部のみ、または画像／設定記憶部のみで画像の登録機能を実現することも
できる。例えば設定管理部側に画像保持用のメモリを設けたり、あるいは画像／設定記憶
部側に画像の登録処理を行う制御部を設けることができる。
【００８１】
　表示部４３の表示例を図７～図１１に示す。これらの図に示す表示部４３は、表示領域
を二分割して、画像を表示させるための画像表示領域ＰＤと、説明を表示させるための説
明表示領域ＥＤを設けている。図９等の例では、横長の表示部４３の左側に画像表示領域
ＰＤを、右側に説明表示領域ＥＤを設けている。もちろん、左右を入れ替えたり、あるい
は縦長として上下に二分割するなど、様々な態様にて表示させることができる。
（登録誘導情報）
【００８２】
　表示制御部５８ｆは、画像表示領域ＰＤにライブ画像や静止画像を表示させることがで
きる。また説明表示領域ＥＤには、説明やガイダンスのための文字や図形を表示させるこ
とができる。具体的には、画像表示領域ＰＤで表示される画像や、この画像と対応して行
うべき手順を、文字や図形等で表示させることができる。また説明のための文字や図形を
動画で表示させてもよい。例えば、表示制御部５８ｆの誘導表示制御部５８ａにより、説
明表示領域ＥＤに登録誘導情報を表示させる。登録誘導情報は、画像を登録するようにユ
ーザを誘導するための情報である。例えば、文字情報や画像情報を登録誘導情報に利用で
きる。画像情報には、静止画像の他、動画像を用いてもよい。また、これら文字情報と画
像情報を組み合わせることもできる。ここでは、登録誘導情報として、第一登録画面にお
いて、一方の画像の登録を誘導するための第一登録誘導情報と、第二登録画面において、
他方の画像の登録を誘導するための第一登録誘導情報とを含む。これらの詳細については
後述する。
（閾値算出部５６ｃ）
【００８３】
　閾値算出部５６ｃは、表示部４３に表示された、良品とすべき検査対象物を含む第一画
像と、表示部４３に表示された、良品とすべき検査対象物を含まない第二画像との特徴量
の一致度合いを示す一致度に対する一致度閾値を算出するための部材である。ここで第一
画像は例えば良品画像、第二画像は例えば背景画像や不良品画像とできる。
（画面遷移部５８ｂ）
【００８４】
　画面遷移部５８ｂは、閾値算出部５６ｃによる一致度閾値算出に用いられる画像として
、第一画像又は第二画像のうち一方の画像を登録するための第一登録画面から、閾値算出
部５６ｃによる一致度閾値算出に用いられる他方の画像を登録する第二登録画面に遷移さ
せるための部材である。
（表示制御部５８ｆ）
【００８５】
　表示制御部５８ｆは、表示部４３における表示内容を制御するための部材である。表示
制御部５８ｆは、誘導表示制御部５８ａを含む。
（誘導表示制御部５８ａ）
【００８６】
　誘導表示制御部５８ａは、第一登録画面において、撮像部２１により撮像された一方の
画像をライブ画像として表示部４３に表示させる。さらに誘導表示制御部５８ａは、この
一方の画像の登録を誘導するための第一登録誘導情報を、表示部４３に表示させる。誘導
制御部は、ライブ画像を表示部４３の画像表示領域ＰＤに表示させ、第一登録誘導情報を
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説明表示領域ＥＤに表示させる。
【００８７】
　また誘導表示制御部５８ａは、第二登録画面においても、他方の画像をライブ画像とし
て画像表示領域ＰＤに表示させると共に、この他方の画像の登録を誘導するための第二登
録誘導情報を説明表示領域ＥＤに表示させることもできる。
（画像／設定記憶部５４）
【００８８】
　画像／設定記憶部５４は画像や設定を記憶する部材である。画像／設定記憶部５４には
、内部ＳＲＡＭや外部ＦｌａｓｈＲＯＭ等が利用できる。例えば、登録誘導情報は常に記
憶されている必要があるため、その記憶するための登録識別指示情報記憶部５４ｈには不
揮発性メモリであるＦｌａｓｈＲＯＭ等が用いられる。なお、画像／設定記憶部５４は、
個々のデータ毎に別のデバイスとして設けてもよく、また揮発・不揮発のいずれのメモリ
を用いてもよい。また、個々のデータ毎に各部材や別のデバイスに保存してもよい。
（静止画像記憶部５４ａ）
【００８９】
　静止画像記憶部５４ａは、登録画像を記憶するための部材である。操作部５１における
、良品画像設定部５１ａ、不良品画像設定部５１ｂ、背景画像設定部５１ｃを介して入力
時のタイミング、あるいは、入力直後のタイミングで、画像／設定記憶部５４に保存され
ているライブ画像を画像／設定記憶部５４の静止画像記憶部５４ａ（良品画像記憶部５４
１ａ、不良品画像記憶部５４２ａ、背景画像記憶部５４３ａ）に保存する。
（ライブ画像記憶部５４ｂ）
【００９０】
　ライブ画像記憶部５４ｂは、ライブ画像を記憶するための部材である。ライブ画像記憶
部５４ｂは、撮像部５２から得られる画像を常に画像／設定記憶部５４に保存する。ライ
ブ画像は、繰り返し更新され、一時的に記憶されるよう非常に高速に動作することが求め
られるため、それを記憶するためのライブ画像記憶部５４ｂにはＳＲＡＭが使用される。
（一致度統計時画像記憶部５４ｃ）
【００９１】
　一致度統計時画像記憶部５４ｃは、一致度の最大値・最小値を含むＯＮ時ピーク最大値
などの一致度の統計値の全般である一致度統計値が算出された時のライブ画像を一致度統
計時画像として記憶するための部材である。一致度統計時画像は、一致度統計時画像記憶
部５４ｃから読み出され、第二の表現形式や第四の表現形式またはそれらの変形例の表現
形式におけるライブ画像の代わりに表示されるよう構成できる。
（設定保存部５４ｄ）
【００９２】
　設定保存部５４ｄは、各種の設定内容を保存するための部材である。
（一致度統計値記憶部５４ｅ）
【００９３】
　一致度統計値記憶部５４ｅは、一致度の最大値・最小値を含むＯＮ時ピーク最大値など
の一致度の統計値の全般である一致度統計値を記憶するための部材である。
（バンク設定記憶部５４ｆ）
【００９４】
　バンク設定記憶部５４ｆは、バンク切替部５１ｌにて切り替えて読み出す複数の設定を
記憶するための部材である。ＭＯＤＥボタン６４と上下キー４４とが同時に押下されると
、ＢＮＫ１～ＢＮＫ４の間でＢＮＫが切り替わり、表示部４３に表示されたＢＮＫと対応
付けて、バンク設定記憶部５４ｆに記憶される。
（閾値（第１、第２）記憶部５４ｇ）
【００９５】
　閾値（第１、第２）記憶部５４ｇは、出力チャンネル設定部５１ｍにて、第一の判定結
果及び第二の判定結果を出力するチャンネルを設定する際に、入力画像の一致度と比較さ
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れる第一の閾値及び第二の閾値とを記憶するための部材である。
（登録識別指示情報記憶部５４ｈ）
【００９６】
　登録識別指示情報記憶部５４ｈは、良品画像や不良品画像、背景画像等の、登録すべき
画像の登録を誘導するための登録誘導情報を記憶するための部材である。登録誘導情報は
、誘導表示制御部５８ａの管理下において、操作指示表示部４３ｆによって、説明表示領
域ＥＤに表示される。不揮発性メモリ、半導体メモリやハードディスク等が利用できる。
（条件割当部５５）
【００９７】
　条件割当部５５は登録設定条件を変化させて、最適な登録設定条件を決定する調整を行
うための部材である。具体的には、設定モードにおいて、応答時間設定部５１ｅから与え
られた応答時間に従って、設定可能な複数の異なる登録設定条件の候補を設定し、これら
の登録設定条件候補で得た候補画像に対して評価を行い、良否判定に適した候補画像を登
録画像として登録すると共に、このときの登録設定条件を保持して、運転モードにおいて
この登録設定条件で画像を撮像して良否判定を行うようにする。
【００９８】
　この条件割当部５５は、撮像条件割当部５５ｄと、画像圧縮度設定部５５ｈと、画像処
理条件割当部５５ｉを備えている。撮像条件割当部５５ｄは、応答時間設定部により設定
された応答時間内に良否判定を行うための所定の画像処理が可能となるように、画像の撮
像条件を調整可能としている。また撮像条件割当部５５ｄは、画像の明るさに関する条件
、すなわち明るさのパラメータを調整可能な明るさ条件割当部５５ｅを含んでいる。明る
さのパラメータには、露光時間や照明強度等が挙げられる。明るさ条件割当部５５ｅはさ
らに、明るさ条件候補設定部５５ｆと、明るさ条件選択部５５ｇを備える。
（明るさ条件候補設定部５５ｆ）
【００９９】
　明るさ条件候補設定部５５ｆは、与えられた応答時間内に判別結果が出力されるように
、複数の明るさ条件の各々を明るさ条件候補として設定するための部材である。
（明るさ条件選択部５５ｇ）
【０１００】
　明るさ条件選択部５５ｇは、一致度算出部５７ｃにより複数の明るさ条件候補毎に算出
された一致度に基づいて、複数の明るさ条件候補の中から選択条件に従い明るさ条件を選
択するための部材である。
【０１０１】
　以上の条件割当部５５は、例えば、良品画像及び背景画像と、不良品画像及び背景画像
とから、背景を取り除いた良品画像と、背景を取り除いた不良品画像とをそれぞれ切り出
し、それらの背景を取り除いた画像に基づいて、良品と不良品とを判別するのに最適な登
録条件を割り出すための評価方法を決定する。例えば、画像圧縮度設定部５５ｈが画像の
解像度を変更し、画像処理条件割当部５５ｉが画像処理の処理フローを変更し、明るさ条
件割当部５５ｅが画像を撮像する際の明るさを変更する。あるいは条件割当部５５が、内
部的な特徴量の抽出方法を変更する特徴量抽出処理割当部を備えてもよい。このようにし
て条件割当部５５は登録条件パターンを変えていき、設定画像処理部５６の閾値算出部５
６ｃで算出される一致度が最適となる登録条件パターンを最適な登録条件とする。なお、
この機能ブロックは、例えば設定管理部５８が担うようにしてもよい。
（設定画像処理部５６）
【０１０２】
　設定画像処理部５６は、画像を基に画像処理登録を行い、対象画像の評価が行える状態
にするための部材である。この設定画像処理部５６は、与えられた良品画像、不良品画像
、背景画像のうち少なくとも１枚の画像を基に画像処理アルゴリズムの登録を行い、内部
の特徴量の重みパラメータの決定すると共に、登録処理中に、運転画像処理部５７にて、
対象画像の評価を行い、一致度を算出して、良品画像と不良品画像とを判別するための閾
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値を算出する。なお設定モードにおける登録処理中に、運転動作を行い一致度閾値を算出
することもあるため、図５においては設定画像処理部５６が運転画像処理部５７と跨がる
ように図示されている。
（差分画像生成部５６ａ）
【０１０３】
　差分画像生成部５６ａは、良品画像から背景画像を除いて、良品ワークのみを抽出する
単純差分画像を生成する、あるいは、不良品画像から背景画像を除いて、不良品ワークの
みを抽出した単純差分画像を生成するための部材である。これらの差分画像は、２枚の画
像の対応する画素同士を減算して、差分を得ている。ただ本明細書において「差分」とは
、このような対応画素同士を減算する単純差分処理に限定されない。例えば、背景との共
通要素を除外することで、ワーク領域を特定することも含む意味で使用する。
（特徴量抽出部５６ｂ）
【０１０４】
　特徴量抽出部５６ｂは、画像データから特徴量を抽出するための部材である。特徴量は
、特徴点や単に特徴などとも呼ばれ、輪郭（エッジ）、エッジピクセル数、輝度平均／分
散等が挙げられる。またこのような特徴量を画像データから抽出するアルゴリズムとして
は、例えばエッジ特徴であればＳｏｂｅｌフィルタ等、既知のアルゴリズムが利用できる
。
（閾値算出部５６ｃ）
【０１０５】
　閾値算出部５６ｃは、表示部４３に表示された、良品とすべき検査対象物を含む良品画
像又は該良品画像に基づき生成される良否判定の基準となる画像（特許請求の範囲におけ
る「第一画像」の一例に該当する。）と、表示部４３に表示された、良品とすべき検査対
象物を含まない背景画像（特許請求の範囲における「第二画像」の一例に該当する。）ま
たは不良品画像（特許請求の範囲における「第二画像」の他の一例に該当する。）との特
徴一致度合いを示す一致度に対する閾値を算出するための部材である。この閾値算出部５
６ｃが、良品画像と背景画像または不良品画像との特徴一致度合いを示す一致度に対する
閾値を自動的に算出する。良品画像と背景画像との２点からティーチングを行う場合、良
品画像及び背景画像の特徴量をそれぞれ算出し、その特徴量の間に閾値を引く。また、良
品画像、不良品画像、背景画像の３点からティーチングを行う場合、良品画像及び背景画
像と、不良品画像及び背景画像とから、背景を取り除いた良品画像と、背景を取り除いた
不良品画像とをそれぞれ切り出し、背景が取り除かれた良品画像及び不良品画像の特徴量
を算出し、その特徴量の間に閾値を引く。
（画像圧縮部５６ｄ）
【０１０６】
　画像圧縮部５６ｄは、画像を圧縮して低解像度化するための部材である。画像の圧縮方
法としては、Lanczos法、平均画素法、バイキュービック法など、既知の手法が利用でき
る。また画像圧縮部５６ｄは、圧縮対象の入力画像を、与えられた応答時間に基づいて、
所定の画像処理がこの応答時間内で処理可能なデータサイズとなるように圧縮するように
も機能する。
（運転画像処理部５７）
【０１０７】
　運転画像処理部５７は、対象画像の評価を行い、一致度を算出するための部材である。
この運転画像処理部５７は、設定画像処理部５６によって、画像処理アルゴリズムの登録
ができた状態で、評価対象の画像に対して、登録された画像処理アルゴリズムを動作させ
、運転画像に対して、良品画像との一致度を算出する。また運転画像処理部５７は、運転
画像に対して算出した一致度と設定画像処理部５６の閾値算出部５６ｃで算出した閾値と
を比較して、ワークＷＫが良品か不良品かを判定する。
（特徴量抽出部５７ａ）
【０１０８】
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　特徴量抽出部５７ａは、画像データから特徴量を抽出するための部材である。特徴量は
、特徴点や単に特徴などとも呼ばれ、輪郭（エッジ）、エッジピクセル数、輝度平均／分
散等が挙げられる。またこのような特徴量を画像データから抽出するアルゴリズムとして
は、例えばエッジ特徴であればＳｏｂｅｌフィルタ等、既知のアルゴリズムが利用できる
。なお、後述する設定画像処理部５６の特徴量抽出部５６ｂと共通化することもできる。
この場合、登録時において特徴量抽出部５７ａで特徴量を算出して設定画像処理部５６に
送出したり、逆に運転時において設定画像処理部５６の特徴量抽出部５６ｂで特徴量を算
出して運転画像処理部５７に送出することができる。あるいは、設定画像処理部５６と運
転画像処理部５７を統合してもよい。
（一致度算出部５７ｃ）
【０１０９】
　一致度算出部５７ｃは、対象画像の評価を行い、一致度を算出するための部材である。
ここで、一致度とは、良品画像との一致する度合いを意味し、例えば、対象画像が良品画
像である場合を１００％とした時に、背景画像と良品画像との一致する度合いが７０％だ
とすると、背景画像の一致度は７０％ということになり、良品画像の一致度と背景画像の
一致度との間の８５％を閾値とする。このように、割合として一致度を算出してもよいし
、特徴量毎に点数を配分し、度合いではなく、特徴量毎に配分された点数を合算した値を
一致度としてもよい。また、前述の実施形態では、一致度は、良品画像との一致の度合い
、あるいは、特徴量をスコア化した値として定義しているが、不良品画像との一致の度合
いと定義してもよいし、さらには、第一画像を適宜選択することでユーザが所望する対象
画像との一致の度合いと定義することもできる。
（一致度統計値算出部５７ｅ）
【０１１０】
　一致度統計値算出部５７ｅは、一致度算出部５７ｃにて算出された一致度の、運転開始
時から、または一致度統計値がホールドクリアされてからの一致度統計値を算出するため
の部材である。この一致度統計値算出部５７ｅは、一致度の最大値、最小値、設定閾値と
紐づいたＯＮ時ピーク値、ＯＮ時ピーク最大／最小値、ＯＦＦ時ボトム値、ＯＦＦ時ボト
ム最大／最小値を算出する。例えば３ｍｓ毎に更新される一致度が過去最大値を上回れば
、該一致度の値を最大一致度として算出する。同様に、一致度統計値算出部５７ｅは、例
えば３ｍｓ毎に更新される一致度が過去最小値を下回れば、この時の一致度の値を最小一
致度として算出する。
【０１１１】
　また一致度統計値算出部５７ｅは、一致度が閾値を上回り良品と判定するＯＮ時であっ
て、現在のサンプリング期間の終了時に、該サンプリング期間のＯＮ時ピーク値がそれま
でのＯＮ時ピーク最大値を上回れば、該ＯＮ時ピーク値をＯＮ時ピーク最大値として算出
し、該サンプリング期間のＯＮ時ピーク値がそれまでのＯＮ時ピーク最小値を下回れば、
該ＯＮ時ピーク値をＯＮ時ピーク最小値として算出する。さらにまた、一致度統計値算出
部５７ｅは、一致度が閾値を下回り不良品と判定するＯＦＦ時であって、現在のサンプリ
ング期間の終了時に、該サンプリング期間のＯＦＦ時ボトム値がそれまでのＯＦＦ時ボト
ム最大値を上回れば、該ＯＦＦ時ボトム値をＯＦＦ時ボトム最大値として算出し、該サン
プリング期間のＯＦＦ時ボトム値がそれまでのＯＦＦ時ボトム最大値を下回れば、該ＯＦ
Ｆ時ボトム値をＯＦＦ時ボトム最小値として算出する。
（設定管理部５８）
【０１１２】
　設定管理部５８は、各機能ブロックを統括するための部材である。設定管理部５８は、
操作部５１及び撮像部５２によって入力された情報に基づいて、画像／設定記憶部５４、
条件割当部５５、設定画像処理部５６、運転画像処理部５７を制御し、必要な画像や情報
を表示部４３に表示する。例えば設定モードにおいて、ライブ画像の設定待ち状態では、
撮像部２１から得られる画像を常にメモリ（揮発性又は不揮発性）に保存している。そし
て操作部５１から画像登録命令を受け取ったタイミングで、メモリに保存されているライ
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ブ画像を良品画像／不良品画像／背景画像として登録する。あるいは、メモリに保存され
ている画像データを経由させず、操作部５１が押下された直後のライブ画像を、良品画像
／不良品画像／背景画像に登録させる。そして条件割当部５５に登録画像を転送し、登録
結果を表示部４３に表示させる。一方、運転モードにおいては、撮像部２１から評価対象
のライブ画像を受けて、運転画像処理部５７に送出し、運転画像処理部５７の評価結果を
、表示部４３に表示させる。
【０１１３】
　設定時には、設定管理部５８は、撮像部５２から得られる画像を常に画像／設定記憶部
５４に保存しており、操作部５１における、良品画像設定部５１ａ、不良品画像設定部５
１ｂ、背景画像設定部５１ｃを介して入力時のタイミング、あるいは入力直後のタイミン
グで、画像／設定記憶部５４に保存されているライブ画像を画像／設定記憶部５４の静止
画像記憶部５４ａ（良品画像記憶部５４１ａ、不良品画像記憶部５４２ａ、背景画像記憶
部５４３ａ）に保存し、登録結果として、表示部４３の静止画像表示部４３ｂに表示する
。
【０１１４】
　運転時には、設定管理部５８は、撮像部５２から得られる画像を対象画像として運転画
像処理部５７に出力し、運転画像処理部５７による評価結果を表示部４３の判定結果表示
部に表示する。
（表示制御部５８ｆ）
【０１１５】
　表示制御部５８ｆは、上述の通り表示部４３における表示内容を制御するための部材で
ある。表示制御部５８ｆは、誘導表示制御部５８ａを包含してもよい。表示制御部５８ｆ
は、表示部４３において、画面表示切替部５１ｇによって切り替えられた第一の表示形式
～第五の表示形式にて種々の表示を行う。
（誘導表示制御部５８ａ）
【０１１６】
　誘導表示制御部５８ａは、表示部４３における表示内容を制御するための部材である。
誘導表示制御部５８ａは、画面遷移部５８ｂを含んでもよい。また、第二登録画面におけ
るライブ画像と前回登録済みの良品画像との並列表示機能を画像アクセス部５８ｃに持た
せているが、誘導表示制御部５８ａがこの機能を担ってもよい。
（画面遷移部５８ｂ）
【０１１７】
　画面遷移部５８ｂは、閾値算出部５６ｃによる閾値算出に用いられる画像として、第一
画像又は第二画像のうち一方の画像を登録するための第一登録画面から、閾値算出部５６
ｃによる閾値算出に用いられる他方の画像を登録する第二登録画面に遷移させるための部
材である。画面遷移部５８ｂは、第一登録画面において、撮像部５２により撮像された一
方の画像をライブ画像として表示部４３に表示させる。さらに画面遷移部５８ｂは、この
一方の画像の登録を誘導するための第一登録誘導情報を、表示部４３に表示させる。画面
遷移部５８ｂは、ライブ画像を表示部４３の画像表示領域ＰＤに表示させ、第一登録誘導
情報を説明表示領域ＥＤに表示させる。
【０１１８】
　また画面遷移部５８ｂは、第二登録画面においても、他方の画像をライブ画像として画
像表示領域ＰＤに表示させると共に、この他方の画像の登録を誘導するための第二登録誘
導情報を説明表示領域ＥＤに表示させることもできる。
（画像アクセス部５８ｃ）
【０１１９】
　画像アクセス部５８ｃは、良品画像、不良品画像、背景画像、ライブ画像、一致度統計
時画像などの保存、削除、読出しを行うための部材である。画像アクセス部５８ｃは、例
えばティーチング時の第二登録画面において、ライブ画像表示部４３ａを介して表示部４
３の左側にライブ画像を表示させ、静止画像表示部４３ｂを介して右側に前回登録済みの
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良品画像を表示させる。これにより、ユーザは、例えば、良品画像の登録画像を見ながら
、不良品画像を登録することができるので、意図しない登録を防止できる。
【０１２０】
　画像アクセス部５８ｃは、良品画像と背景画像との２点のティーチングの際の図９に示
す第一登録画面においては、操作部５１であるＳＥＴキー４２が押下されると、この時点
で画像表示領域ＰＤで表示されるライブ画像を良品画像として良品画像記憶部５４１ａに
保存する。また図８に示す第二登録画面においては、ＳＥＴキー４２が押下されると、画
像表示領域ＰＤで表示されるライブ画像を背景画像として背景画像記憶部５４３ａに保存
する。
【０１２１】
　また画像アクセス部５８ｃは、良品画像、不良品画像、背景画像との３点のティーチン
グの際の図１７に示す第二登録画面においては、ＳＥＴキー４２が押下されると、画像表
示領域ＰＤで表示されるライブ画像を不良品画像として不良品画像記憶部５４２ａに保存
する。また図１８に示す第三登録画面においては、ＳＥＴキー４２が押下されると、画像
表示領域ＰＤで表示されるライブ画像を背景画像として背景画像記憶部５４３ａに保存す
る。
（一致度統計値アクセス部５８ｄ）
【０１２２】
　一致度統計値アクセス部５８ｄは、一致度統計値の保存、削除、読出しを行うための部
材である。一致度統計値アクセス部５８ｄは、例えば運転時に、一致度統計値算出部５７
ｅにて算出させ、一致度統計値記憶部５４ｅに保存すると共に、一致度統計値記憶部５４
ｅにて保存された一致度統計値を読み出して、表示部４３に表示させる。
（バンク切替制御部５８ｅ）
【０１２３】
　バンク切替制御部５８ｅは、複数のＢＮＫを切替可能とすると共に、ＢＮＫと対応付け
て設定をバンク設定記憶部５４ｆに記憶させたり、ＢＮＫと対応付けて設定を読み出し、
読み出された設定にて運転させる制御を行う部材である。
（設定モードにおける画像の登録）
【０１２４】
　この画像処理センサでは、設定モードにおいて画像を登録する方法として、以下の４つ
が挙げられる。
１．三点登録
【０１２５】
　三点登録においては、良品画像と、不良品画像と、背景画像を登録する。三点登録は、
良品と不良品の識別を目的としている。三点登録した後に運転モードに切り替えると、入
力画像が如何に良品画像に近いかを評価する一致度が算出される。
２．二点登録（良品画像と不良品画像を登録）
【０１２６】
　二点登録では、良品画像と、不良品画像を登録する。二点登録も、良品と不良品の識別
を目的としており、二点登録した後に運転モードに切り替えると、入力画像が如何に良品
画像に近いかを評価する一致度が算出される。
【０１２７】
　なお二点登録と三点登録との相違点は、背景画像の有無により、ワーク特定の可否が異
なる点である。すなわち、背景画像が登録されていない状況では差分処理が行えないため
、良品ワークと不良品ワークとを良好に特定できない。ワークが特定できないため、登録
時の良品／不良品の情報は、「背景を含む良品」と、「背景を含む不良品」となる。背景
とワーク領域の識別ができないことから、良品画像に含まれる背景と不良品画像に含まれ
る背景が異なる場合（例えば良品ワークと不良品ワークの大きさが異なる場合等）では、
本来評価対象外とすべき背景の差により識別をしようとしてしまい、誤検出に繋がる。
【０１２８】
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　また、登録時のみならず運転時においても、入力画像に対して良品あるいは不良品の切
出しができないため、背景を含んだワークにより良否判別を行うことになる。この場合、
良品と不良品とは無関係な背景が変化した場合であっても、その変化に基づき一致度が変
化してしまうことになる。このように、良品と不良品だけに着目した識別に対して不安定
な要素（すなわち背景）が識別に含まれるため、最良な識別結果が期待できない。このこ
とから、背景画像の有無により検出性能に差が生じ、ワーク特定が可能な三点登録の方が
判別性能が良いと見込まれる。
３．二点登録（良品画像と背景画像を登録）
【０１２９】
　一方、別の二点登録として、良品画像と、不良品画像に代えて背景画像を登録する例を
考える。この二点登録では、良品のワークの有無の判別を目的としており、二点登録した
後に運転モードに切り替えると、良品のワークと思しきものが存在する確率が０～１００
％の一致度で算出される。
【０１３０】
　また、良品画像と背景画像を登録する二点登録を、識別用途に用いることも可能である
。この場合、登録時に良品ワークが特定されるため、運転画面に対しても良品ワークが存
在するかを識別することで識別動作が可能となる。しかし不良品ワークが存在しないため
、良品ワーク全体で一致度を評価する必要が生じる。この場合、仮に不良品ワークとして
良品ワークの一部が欠けたワークを想定すると、欠けの大きさに基づき一致度を変化させ
ざるをえず、小さい欠けに対しては大きな一致度差を出すことができず、良品／不良品の
判別感度が不十分となる虞がある。
【０１３１】
　一方、三点登録では良品ワークと不良品ワークが登録されているため、事前に差のある
領域を特定することができる。そのためワークや差の大小によらず、差のある部分で一致
度判定を行うことで、小さな欠けに対しても大きな一致度差を出すことが可能となる。こ
のことから、不良品画像の有無により識別性能に差が生じ、不良品特定ができる三点登録
の方が識別性能が良いと見込まれる。また、これら複数枚の画像登録により、従来のよう
に１枚の画像で登録処理を行う方法に比べて高識別性、高安定性が実現される。
４．一点登録（良品画像又は背景画像を登録）
【０１３２】
　一点登録では、良品画像又は背景画像を登録する。この一点登録では、登録状態から何
か違うかを評価することを目的としている。例えば、背景画像を登録することで、背景状
態を把握させ、何らかのワークが搬送されてきた場合に反応するといった態様で用いられ
る。
（良品画像と不良品画像を登録する二点登録の手順）
【０１３３】
　次に、具体的なティーチングとして、二点登録の手順を、画像処理センサ側から見た図
６のフローチャート、及び図７～図１１に基づいて説明する。ここでは二点登録の例とし
て、良品画像と、不良品画像の２つの画像を登録する例について説明する。
【０１３４】
　まずステップＳ６００において処理を開始し、ステップＳ６０１において、二点登録モ
ードへの切り替えの有無を判定する。ここでは、操作部５１の一形態であるＳＥＴキー４
２の短押しの有無を判定する。具体的には図７に示す運転モードで動作中の表示部４３の
運転画面から、ＳＥＴキー４２が押下された時間を計測し、所定の秒数（例えば３秒）以
下の場合は短押しと判定する。短押しが検出された場合は、ステップＳ６０２に進み、検
出されない場合は二点登録モードの処理を中止する。図６の例ではステップＳ６００に戻
る。なお、ステップＳ６００に戻る代わりに、後述する三点登録モードに移行させてもよ
い。
【０１３５】
　次にステップＳ６０２において、第一登録画面において第一画像の登録を行う。ここで
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は、撮像した画像を表示部４３において表示させる。具体的には、まず登録情報指示情報
記憶部から、良品画像を登録するための指示情報である第一登録誘導情報を読み出し、表
示部４３に表示させる。表示部４３における第一登録画面の表示例を図８に示す。表示部
４３は画像表示領域ＰＤ（図８において左側）と説明表示領域ＥＤ（右側）を設けており
、画像表示領域ＰＤにライブ画像を、説明表示領域ＥＤに登録誘導情報を、それぞれ表示
させている。ここでは、登録誘導情報は、第一画像として良品画像を登録するよう指示す
るガイダンスをユーザに示している。この例では、「検出ワークあり（良品）」状態での
画像の登録を指示するよう、「ＳＥＴ　ＰＲＥＳＥＮＳＥ」を表示させている。このよう
にして、ユーザに対して良品画像として登録すべき良品ワークを画面視野内に置き、撮像
部２１に撮像させるように、表示制御部５８ｆは第一登録誘導情報を表示部４３に表示さ
せて促す。ユーザはこのような表示により、良品ワークを置く動作がこのタイミングで必
要なことを理解でき、この誘導に従って良品ワークを置くよう案内される。
【０１３６】
　次に撮像部２１で撮像した現在の画像を、表示部４３の第一登録画面に表示させる。上
述の通り画像表示領域ＰＤは、リアルタイムに表示内容を更新させるライブ画像の表示状
態となっている。上記の第一登録誘導情報に従い、ユーザが良品ワークを画面視野内に置
いた場合は、ライブ画像表示機能により、図９に示すようにユーザはリアルタイムで良品
ワークを表示部４３上で確認できる。この段階で表示部４３に表示されるライブ画像は、
良品画像の候補となる。このように第一画像の候補となる画像の表示形態をライブ画像表
示としたことで、ユーザが良品ワークを置く位置や回転角度を変更すると、直ちに表示部
４３の表示内容が反映されるので、ユーザは良品ワークを撮像した良品画像として登録す
る画像を、所望の状態に調整し易い利点が得られる。すなわち、良品画像として登録する
上で、大きさや視野等が適切であるかをユーザは表示部４３上から目視により確認し、問
題がない場合は現在表示部４３に表示されている画像の登録を行う。
（表示倍率調整機能）
【０１３７】
　また、画像表示領域ＰＤで表示されるライブ画像の表示倍率を調整して、画像を拡大あ
るいは縮小表示させることもできる。このような拡大縮小機能により、表示面積の限られ
た表示部４３を有効に活用できる。拡大、縮小は、撮像した光学画像のデジタルズームと
する他、撮像部２１に設けた光学レンズの倍率調整としてもよい。
【０１３８】
　図９の例では、このような拡大縮小操作が可能であることを示すため、説明表示領域Ｅ
Ｄには拡大縮小可能表示情報として「ＺＯＯＭ」の文字を示したアイコンと、上下の矢印
を示した増減アイコン６１を表示している。このような視覚的な表示によってユーザは、
この画面において画像の拡大等が可能であることが促される。具体的には、図３Ａ等の表
示面４０ａに設けられた増減調整部５１ｈの一形態である上下キー４４を操作して、画像
の拡大又は縮小操作が可能となる。例えば図１０に示すように、上下キー４４の↑キー４
４ａを押下すると画像が拡大されて表示され、↓キー４４ｂを押下すると画像が縮小され
て表示される。なお、増減アイコン６１のマークと、増減調整部５１ｈである上下キー４
４に付されたマークを一致させることで、これらの対応関係を視覚的にユーザに把握させ
、よりスムーズな操作を促すこともできる。図３Ａや図９の例では、上下キー４４に△や
▽を表示させ、増減アイコン６１に△や▽を表示させて、これらの表示を一致させること
で、対応関係を視覚的に示している。
【０１３９】
　また、表示部をタッチパネルとして、「ＺＯＯＭ」アイコンに並べて設けられた増減ア
イコン６１を増減調整部５１ｈとして機能させることもできる。例えば、△アイコンをタ
ッチすると画像が拡大され、▽アイコンをタッチすると縮小されるように構成してもよい
。
【０１４０】
　このように、画像の拡大縮小表示が可能な画面では増減アイコン６１の一例である「Ｚ
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ＯＯＭ」アイコンを表示させ、画像の拡大縮小機能が無効となっている画面では「ＺＯＯ
Ｍ」アイコンを表示させないことで、画像の拡大縮小機能が利用可能であることをユーザ
に対し告知できる。
【０１４１】
　なお図９の例では、説明表示領域ＥＤに拡大縮小可能表示情報を表示させた例を示して
いるが、この構成に限られず、例えば画像表示領域に拡大縮小可能表示情報を表示させた
り、あるいは画像表示領域と説明表示領域に跨がって拡大縮小可能表示情報を表示させて
もよい。
【０１４２】
　このようにして、ユーザは必要に応じて視野や倍率を適切に調整した良品画像を画像表
示領域ＰＤに表示させた状態で、操作部５１の一形態であるＳＥＴキー４２を押下するこ
とで、画像表示領域ＰＤで表示されるライブ画像を、良品画像として登録する。この処理
の具体的な流れを、図６のフローチャートに戻って説明する。
【０１４３】
　まずステップＳ６０３において、操作部５１からの操作指示の有無を検出する。ここで
は、ユーザが操作部５１の一形態であるであるＳＥＴキー４２を操作したか否かを判定す
る。操作指示がない場合、すなわちユーザがＳＥＴキー４２を押下していない場合は、ス
テップＳ６０４に進み、倍率変更指示の有無を検出する。ここでは、増減調整部５１ｈの
操作の有無を検出する。図３Ａ等に示す表示面４０ａの例では、増減ボタンである上下キ
ー４４が増減調整部５１ｈに該当する。
【０１４４】
　ステップＳ６０４において増減調整部５１ｈの操作が検出された場合は、ステップＳ６
０５に進み、表示部４３における表示倍率を変更する。図３Ａ等の例では、上下キー４４
の内、↑キー４４ａが押下された場合は表示倍率を高め、拡大表示される（ズームイン又
はテレ）。一方、↓キー４４ｂが押下された場合は表示倍率を低下させ、撮像領域を広く
する（ズームアウト又はワイド）。その後、ステップＳ６０６に進む。あるいはステップ
Ｓ６０２に戻って表示を繰り返してもよい。
【０１４５】
　一方、ステップＳ６０４において増減調整部５１ｈの操作が検出されない場合は、ステ
ップＳ６０６に進み、取消指示の有無を判定する。取消指示は取消指示部から行い、図３
Ａ等の表示面４０ａの例ではＢＡＣＫキー４５が取消指示部に該当する。ＢＡＣＫキー４
５は、ユーザが画像の登録処理等を中止する場合に操作するキーである。取消指示が検出
された場合は、処理を中止する（例えばステップＳ６００に戻ったり、二点登録を中止し
て図７の運転画面に戻る）。
【０１４６】
　ステップＳ６０３において、操作指示があった場合、すなわちユーザがＳＥＴキー４２
を押下した場合は、ステップＳ６０７に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中のライブ画
像を良品画像として登録する。
【０１４７】
　さらにステップＳ６０８において、第二登録画面から第二画像の登録を行う。このため
、新たに画像を撮像して表示部に表示させる必要がある。ここでは、登録情報指示情報記
憶部から、不良品画像を登録するための指示情報乃至誘導情報である第二登録誘導情報を
読み出し、表示部４３に表示させて第二登録画面を構成する。具体的には、図１１に示す
ように表示制御部５８ｆが第二登録誘導情報を表示部４３に表示させて、ユーザに対して
不良品画像として登録すべき不良品ワークを画面視野内に置くように促す。これにより、
ユーザはこのタイミングで不良品ワークを置く作業が必要なことが理解でき、ユーザが行
うべき作業を案内される。言い換えると、表示部４３を通じた視覚的な誘導により、良品
ワークを置くタイミングと、不良品ワークを置くタイミングを取り違えるリスクを回避で
きる。
【０１４８】
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　このようにして表示部４３の第二登録画面に表示された第二登録誘導情報に従い、ユー
ザが不良品ワークを置くと、撮像部２１で新たに撮像した画像が表示部４３に表示される
。具体的には、不良品画像の候補となる現在の画像を、表示部４３にライブ画像として表
示させる。この状態でユーザは、図１１に示すように、不良品ワークを撮像した不良品画
像の候補となるライブ画像を表示部４３上で確認できる。具体的には、不良品画像として
登録する前に、大きさや視野等が問題無いかを視覚的に確認でき、登録可能と判断した上
で不良品画像を登録できる。図１１の例では、第二登録誘導情報として「検出ワークあり
（不良品）」状態の登録を指示するよう、「ＳＥＴ　ＮＧ」を説明表示領域ＥＤに表示し
ている。一方、画像表示領域ＰＤには、不良品画像の候補となる画像をライブ画像で表示
する。
【０１４９】
　次にステップＳ６０９において、操作部５１からの操作指示があったか否かを検出する
。操作指示がない場合、すなわちユーザがＳＥＴキー４２を押下していない場合は、ステ
ップＳ６１０に進み、取消指示の有無を判定する。ＢＡＣＫキー４５の押下が検出された
場合は、ステップＳ６０２に戻る。ＢＡＣＫキー４５の操作が検出されない場合は、ステ
ップＳ６０８に戻って処理を繰り返す。
【０１５０】
　なお不良品画像の登録に際しては、表示倍率変更機能を実施していない。なぜなら、後
述する差分の取得等の画像処理に際して、良品画像と不良品画像の倍率を一致させる必要
があるからである。このため、良品画像の登録時に設定された表示倍率を、不良品画像の
登録時に維持することで、同じ倍率の画像をそのまま登録でき、後の画像作業をスムーズ
に行える。また、良品画像と不良品画像のスケールは概ね同程度のことが多いため、良品
画像で設定された倍率のままで不良品画像も適切に撮像できる場合が多いと考えられる。
【０１５１】
　ただし、不良品ワークが良品ワークより大きい場合等、倍率を変更したい場合も考えら
れる。この場合は、不良品画像の候補に対しても、上述した良品画像の候補と同様、表示
倍率の変更を追加してもよい。例えば図１１に示す表示部４３において、「ＺＯＯＭ」ア
イコンのような拡大縮小可能表示情報を表示させる。なお、この場合は、登録済みの良品
画像の表示倍率を不良品画像の表示倍率と一致させるため、良品画像を再登録することが
好ましい。ただ、デジタルズーム等を用いて、良品画像や不良品画像の倍率を一致させる
ように拡大縮小させてもよい。この場合は、良品画像を再撮像する手間を省くことができ
る。
【０１５２】
　一方で、ステップＳ６０９において、操作指示があった場合、すなわちユーザがＳＥＴ
キー４２を押下した場合は、ステップＳ６１１に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中の
ライブ画像を不良品画像として登録する。
【０１５３】
　さらにステップＳ６１２に進み、登録された良品画像及び不良品画像を、画像／設定記
憶部５４に保存する。そしてステップＳ６１３に進み、良品画像と不良品画像から、一致
度閾値を算出し、さらに演算された一致度閾値を設定する。このようにして、二点登録を
行い、良品画像と不良品画像から適切な一致度閾値を自動的に演算して、一致度閾値の設
定までを行うことができる。設定された一致度閾値は、表示部４３上に表示させてもよい
。また、設定モードの登録画面から、運転時の運転画面に切り替えることで、一致度閾値
を確認できるようにしてもよい。例えば二点登録の設定モード終了後に、運転モードに戻
るようにすることで、図７に示す運転画面において、設定された一致度閾値を表示部４３
に表示させ、ユーザが数値を確認できるようにしてもよい。また、新たに設定あるいは更
新された一致度閾値を、表示部４３上で点滅表示させる等して、一致度閾値が設定乃至更
新されたことを示すように構成してもよい。
【０１５４】
　以上のように、操作部５１の一回の操作で、良品画像の登録（ステップＳ６０７）と、
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不良品画像の登録用画面への切り替え（ステップＳ６０８）が同時に行われる。また不良
品画像の登録（ステップＳ６１１）と、登録処理から一致度閾値の算出（ステップＳ６１
２以降）も、操作部５１の一回の操作で同時に行われる。これによってユーザはＳＥＴキ
ー４２を押すだけで、二点登録の設定作業を進めることができる。言い換えると、複雑な
操作を必要とせず、表示部４３の画面に表示された誘導に従って、ワークを置く作業とＳ
ＥＴキー４２の押下とによって、良否判定に適した一致度閾値を設定することが可能とな
る。
【０１５５】
　なお、これらの動作は、一回の操作で纏めて行えるようにすることで省力化が図られる
が、その一方で、各動作を個別に指示するように構成することもできる。例えば操作部を
操作して良品画像の登録を行い、さらに操作部を操作して、不良品画像の登録用画面への
切り替えを行うように構成してもよい。
【０１５６】
　以上のようにして、良品画像と不良品画像との差が顕著に表れるような特徴量の選択が
可能となる。すなわち、差分を利用して良品と不良品のワーク領域を抽出するため、その
領域内で特徴差が最大化するような調整が可能となる。また登録作業を簡単に行える利点
が得られる。すなわち画像を見ながらＳＥＴキー４２を押すだけで済み、従来の画像処理
センサのようなツール枠やパラメータ設定を不要とできる。
（良品画像と背景画像を登録する二点登録の手順）
【０１５７】
　以上の例では、良品画像と不良品画像の２つの画像を登録する二点登録について説明し
た。ただ、二点登録はこれらの画像の組み合わせに限らず、他の画像とすることもできる
。例えば良品画像と、ワークの存在しない背景画像の２つの画像を、二点登録してもよい
。このような例を、図１２のフローチャートに基づいて説明する。
【０１５８】
　まずステップＳ１２００において処理を開始し、ステップＳ１２０１において、二点登
録モードへの切り替えの有無を判定する。ここでは、ＳＥＴキー４２の短押しの有無を判
定する。短押しが検出された場合は、ステップＳ１２０２に進み、検出されない場合は二
点登録モードの処理を中止する。
【０１５９】
　次にステップＳ１２０２において、第一登録画面において第一画像の登録を行う。ここ
では、撮像した画像を表示部４３において表示させる。具体的には、まず登録情報指示情
報記憶部から、良品画像を登録するための指示情報である第一登録誘導情報を読み出し、
表示部４３に表示させる（図８）。ここで、ユーザに対して良品画像として登録すべき良
品ワークを画面視野内に置き、撮像部２１に撮像させるように、表示制御部５８ｆは第一
登録誘導情報を表示部４３に表示させて促す。ユーザはこのような表示により、良品ワー
クを置く動作が必要なことが理解でき、この誘導に従って良品ワークを置くよう案内され
る。
【０１６０】
　次にステップＳ１２０３において、撮像部２１で撮像した現在の画像を、表示部４３に
表示させる。ここでは表示部４３はリアルタイムに表示内容を更新させるライブ画像の表
示状態となっている。この状態で、ユーザは良品ワークを撮像した良品画像の候補となる
ライブ画像を、図９に示すように表示部４３上で確認できる。具体的には、良品画像とし
て登録する上で、大きさや視野等が問題無いかを確認し、問題がない場合は、操作部５１
（ＳＥＴキー４２）を操作する。
【０１６１】
　次にステップＳ１２０４において、操作部５１からの操作指示があったか否かを検出す
る。操作指示がない場合、すなわちユーザが操作部５１を操作していない場合は、ステッ
プＳ１２０５に進み、「戻る」指示があったか否かを判定する。戻る指示は、例えば図３
Ａ等の操作部５１の例においてＢＡＣＫキー４５が該当する。ＢＡＣＫキー４５は、ユー
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ザが良品画像の登録を中止する場合に操作するキーであり、ＢＡＣＫキー４５の操作が検
出された場合は、ステップＳ１２００に戻る。ＢＡＣＫキー４５の操作が検出されない場
合は、ステップＳ１２０３に戻って処理を繰り返す。
【０１６２】
　一方で、ステップＳ１２０４において、操作指示があった場合、すなわちユーザが操作
部５１を操作した場合は、ステップＳ１２０６に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中の
ライブ画像を良品画像として登録する。ここまでの手順は、上述した図６に示す良品画像
と不良品画像を登録する二点登録の手順と同じである。
【０１６３】
　さらにステップＳ１２０７において、第二登録画面において第二画像の登録を行う。具
体的には、登録情報指示情報記憶部から、背景画像を登録するための指示情報である第二
登録誘導情報を読み出し、表示部４３に表示させる。ここでは、図１３に示すように表示
制御部５８ｆが第二登録誘導情報を表示部４３に表示させて、ユーザに対して背景画像と
して登録すべき、良品ワークを撮像位置から除くように促す。ユーザは表示された第二登
録誘導情報に従い、ワークを除去する動作が必要なことが理解でき、この段階で必要な動
作が誘導される。言い換えると、表示部４３を通じた視覚的な誘導により、良品ワークを
置くタイミングと、良品ワークを除くタイミングを取り違えるリスクを回避できる。
【０１６４】
　次にステップＳ１２０８において、撮像部２１で撮像した現在の画像（背景画像の候補
）を、表示部４３に表示させる。ここでは表示部４３は、背景画像をライブ画像で表示さ
せる他、静止画像で表示させてもよい（図１３）。すなわち、背景画像はワークと異なり
、視野や大きさの調整が不要なため、ワークがないことのみが確認されれば足りるので、
ライブ画像とせずとも目的を達成でき、また静止画像の表示とすることで処理を簡素化で
きる利点が得られる。背景画像として登録する上で問題がない場合は、操作部５１（ＳＥ
Ｔキー４２）を操作する。なお、背景画像の表示を省略してもよい。
【０１６５】
　次にステップＳ１２０９において、操作部５１からの操作指示があったか否かを検出す
る。操作指示がない場合、すなわちユーザが操作部５１を操作していない場合は、ステッ
プＳ１２１０に進み、「戻る」指示があったか否かを判定する。ＢＡＣＫキー４５の操作
が検出された場合は、ステップＳ１２０１に戻る。ＢＡＣＫキー４５の操作が検出されな
い場合は、ステップＳ１２８に戻って処理を繰り返す。
【０１６６】
　一方で、ステップＳ１２０９において、操作指示があった場合、すなわちユーザが操作
部５１を操作した場合は、ステップＳ１２１１に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中の
画像を背景画像として登録する。
【０１６７】
　さらにステップＳ１２１２において、登録された２枚の画像を、画像／設定記憶部５４
に保存する。そしてステップＳ１２１３において、良品画像と背景画像から、一致度閾値
を算出して設定する。このようにして二点登録を行い、良品画像と背景画像から適切な一
致度閾値を自動的に演算して、一致度閾値の設定までを行うことができる。
【０１６８】
　以上のようにして、背景の影響を除去した判別処理が可能となる。すなわち、背景画像
を登録しておくことで、背景要素に影響を受け難いような評価が可能となる。
【０１６９】
　なお以上の例では、まず第一登録画面として良品画像を登録し、次に第二登録画面とし
て背景画像を登録する手順を説明した。このように、ティーチング時に画像を登録する順
序は、予め規定しておく。また、登録すべき画像や順序をユーザが間違わないように、上
述した登録誘導情報が利用される。ただ、画像を登録する順序は、上記例に限らず、例え
ば背景画像を先に登録して、次いで良品画像を登録するなど、任意の順序として規定する
ことも可能であることはいうまでもない。



(33) JP 6684158 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

（三点登録）
【０１７０】
　以上は、良品画像とそれ以外の画像の二点を登録する二点登録について説明した。ただ
本発明は、登録する画像を二枚に限定せず、三枚以上の画像を登録することもできる。従
来の画像処理センサは、一枚の画像のみを登録し、この画像に対して複数の画像処理ツー
ルを設定可能としたものが多く、いいかえると、複数枚の画像を登録する画像処理センサ
は殆ど存在していない。ここで、ユーザ側の作業として、一枚の画像に対して複数の画像
処理ツールを設定する作業を考えると、予め用意された複数の画像処理ツールの中から、
ユーザが望む画像処理の検出に必要なツールを選択し、さらにこのツールを適用する領域
としてウィンドウを設定したり、画像処理のパラメータを選択して、これらを設定、ある
いは微調整する等の作業が必要であった。このような作業は、用意された各画像処理ツー
ルの効用や用途を理解した、ある程度の知識を持ったユーザでないと、適切に行うことが
困難であり、かつ作業自体も面倒という問題があった。
【０１７１】
　また、画像処理センサ側から見ても、良品画像を１枚登録すると、画像全体として登録
されることから、背景も含めた画像として登録されてしまう。このため、背景も含めて画
像処理されて良否判定が行われる。背景部分は良品画像のみならず不良品画像にも存在す
るため、背景部分が大きいと、不良品画像と良品画像の差が小さくなって、不良品の検出
がなされ難くなる。その一方で、日中と夜間で太陽光の光量が変化して、照明光の光量や
色合いが変化すると、良品であっても背景部分の照明光の違いによって不良品と判定され
る虞が生じる。このように、従来の画像処理センサでは、対象となるワークの領域と背景
との境界が判断できないことから、良否判定や不良否判定に際して本来は不要な背景の部
分も含めて画像処理が行われる結果、良品と不良品の差が背景や照明光によっても左右さ
れ、検出したい良品と不良品の差に基づいた画像処理を適切に行えないことがあるという
問題が生じていた。
【０１７２】
　これに対して本実施の形態では、良品画像、不良品画像、背景画像の３枚を登録するこ
とで、背景を除外した良品ワークや不良品（ＮＧ）ワークを抽出でき、良否判定の精度を
向上させることができる。具体的には、良品画像のみならず背景画像を登録することで、
背景など不要な部分を抽出してこれを判定対象から除外することができる。さらに、これ
らの画像の登録に際しても、３枚の画像を順次登録するだけで、適切な一致度閾値を演算
、設定できるようにして、従来のようにウィンドウを設定したり画像処理パラメータを設
定する等の面倒な作業を不要とでき、設定作業自体の大幅な省力化が実現される。
【０１７３】
　より具体的には、本実施の形態においては、三点登録として、良品画像、不良品画像、
背景画像の３枚を登録し、これら３枚の画像により、良品画像と背景画像の差分、及び不
良品画像と背景画像の差分を抽出する。これにより、背景を除外した良品ワーク、不良品
ワークワークが抽出できる。
【０１７４】
　図１４Ａに、良品画像ＧＤＩから背景画像ＢＧＩを除いて、良品ワークのみを抽出する
単純差分画像を生成する例を示す。また図１４Ｂには、不良品画像ＮＧＩから背景画像Ｂ
ＧＩを除いて、不良品ワークのみを抽出した単純差分画像を生成する例を示している。こ
のような差分画像は、２枚の画像の対応する画素同士を減算して、差分を得ている。
【０１７５】
　ただ本明細書において「差分」とは、このような対応画素同士を減算する単純差分処理
に限定されない。例えば、背景との共通要素を除外することで、ワーク領域を特定するこ
とも含む意味で使用する。
（三点登録の手順）
【０１７６】
　ここで、設定モードにおいて、良品画像、不良品画像、背景画像の三枚の画像を登録す
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る三点登録を行う手順について、以下図１５Ａ～図１５Ｂのフローチャートと図１６～図
１８に基づいて説明する。
【０１７７】
　まずステップＳ１５００において処理を開始し、ステップＳ１５０１において、三点登
録モードへの切り替えの有無を判定する。ここでは、ＳＥＴキー４２の長押しの有無を判
定する。具体的には図７に示す表示部４３の運転画面から、ＳＥＴキー４２が押下された
時間を計測し、所定の秒数（例えば３秒）以上の場合は長押しと判定する。長押しが検出
された場合は、ステップＳ１５０２に進み、検出されない場合は三点登録モードの処理を
中止する。図１５Ａ～図１５Ｂの例ではステップＳ１５００に戻る。なお、短押しの場合
に上述した二点登録モードに移行させてもよい。
【０１７８】
　次にステップＳ１５０２において、第一登録画面において第一画像の登録を行う。ここ
では、撮像した画像を表示部４３において表示させる。具体的には、まず登録情報指示情
報記憶部から、良品画像を登録するための指示情報である第一登録誘導情報を読み出し、
表示部４３に表示させる。ここで、ユーザに対して良品画像として登録すべき良品ワーク
を画面視野内に置き、撮像部２１に撮像させるように、表示制御部５８ｆは第一登録誘導
情報を表示部４３に表示させて促す。ユーザはこのような表示により、良品ワークを置く
動作が必要なことが理解でき、この誘導に従って良品ワークを置くよう案内される。
【０１７９】
　さらに撮像部２１で撮像した現在の画像を、表示部４３に表示させる。ここでは表示部
４３はリアルタイムに表示内容を更新させるライブ画像の表示状態となっている。この状
態で、ユーザは良品ワークを撮像した良品画像ＧＤＩの候補となるライブ画像を、図１６
に示すように表示部４３上で確認できる。具体的には、良品画像ＧＤＩとして登録する上
で、大きさや視野等が問題無いかを確認し、問題がない場合は、操作部５１（ＳＥＴキー
４２）を操作する。
【０１８０】
　なお図１６の例では、登録すべき画像の順序を示す登録順序情報６３を説明表示領域Ｅ
Ｄ上に表示させている（詳細は後述）。また、拡大縮小可能表示情報として「ＺＯＯＭ」
アイコンも設けている。ここでは登録順序情報６３を説明表示領域ＥＤの上段に、拡大縮
小可能表示情報を下段に、それぞれ配置しているが、この配置例に限定されるものでない
。さらに画像表示領域ＰＤにおいて、ワークの相違点を収めるガイド線ＧＤＬを表示させ
ている（詳細は後述）。
【０１８１】
　次にステップＳ１５０３において、操作部５１からの操作指示があったか否かを検出す
る。操作指示がない場合、すなわちユーザがＳＥＴキー４２を押下していない場合は、ス
テップＳ１５０４に進み、倍率変更指示の有無を検出する。ここでは、増減調整部５１ｈ
の操作の有無、図３Ａ等に示す表示面４０ａの例では、増減ボタンである上下キー４４の
押下の有無を検出する。ステップＳ１５０４において増減調整部５１ｈの操作が検出され
た場合は、ステップＳ１５０５に進み、表示倍率を変更する。その後、ステップＳ１５０
６に進む。あるいはステップＳ１５０２に戻って表示を繰り返してもよい。一方、ステッ
プＳ１５０４において増減調整部５１ｈの操作が検出されない場合は、ステップＳ１５０
６に進み、取消指示の有無を判定する。ここでは「戻る」指示があったか否かを判定し、
ＢＡＣＫキー４５の操作が検出された場合は、ステップＳ１５００に戻る。ＢＡＣＫキー
４５の操作が検出されない場合は、ステップＳ１５０２に戻って処理を繰り返す。あるい
は三点登録を中止して図７の運転画面に戻ってもよい。
【０１８２】
　一方で、ステップＳ１５０３において、操作指示があった場合、すなわちユーザが操作
部５１を操作した場合は、ステップＳ１５０７に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中の
ライブ画像を良品画像ＧＤＩとして登録する。
【０１８３】
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　さらにステップＳ１５０８において、第二登録画面において第二画像の登録を行う。具
体的には、登録情報指示情報記憶部から、不良品画像を登録するための指示情報である第
二登録誘導情報を読み出し、表示部４３に表示させる。ここでは、表示制御部５８ｆが第
二登録誘導情報を表示部４３に表示させて、ユーザに対して不良品画像として登録すべき
、不良品ワークを画面視野内に置くように促す。
【０１８４】
　さらに撮像部２１で撮像した現在の画像（不良品画像の候補）を、表示部４３に表示さ
せる。このような第二登録画面の例を図１７に示す。ここでは不良品画像ＮＧＩの候補を
、画像表示領域ＰＤにライブ画像として表示させている。ユーザは不良品画像ＮＧＩとし
て登録すべく、必要に応じて撮像位置や姿勢、倍率の調整を行い、ライブ画像上で登録で
きると判断した場合は、操作部５１（ＳＥＴキー４２）を操作する。
【０１８５】
　次にステップＳ１５０９において、操作部５１からの操作指示があったか否かを検出す
る。操作指示がない場合、すなわちユーザが操作部５１を操作していない場合は、ステッ
プＳ１５１０に進み、取消指示があったか否かを判定する。ここで「戻る」指示、例えば
ＢＡＣＫキー４５の押下が検出された場合は、処理を中止してステップＳ１５００に戻る
等、所定の動作を行う。ＢＡＣＫキー４５の押下が検出されない場合は、ステップＳ１５
０８に戻って処理を繰り返す。
【０１８６】
　一方で、ステップＳ１５０９において、操作指示があった場合、すなわちユーザが操作
部５１を操作した場合は、ステップＳ１５１１に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中の
ライブ画像を不良品画像ＮＧＩとして登録する。
【０１８７】
　さらにステップＳ１５１２において、第三登録画面において第三画像の登録を行う。具
体的には、背景画像を登録するための指示情報である第三登録誘導情報を読み出し、表示
部４３に表示させる。ここでは、表示制御部５８ｆが第二登録誘導情報を表示部４３に表
示させて、ユーザに対して背景画像を撮像すべく、不良品ワークを撮像位置から除くよう
に促す。ユーザは表示された第三登録誘導情報に従い、ワークの除去が必要なことを指示
され、必要な作業、すなわちワークのない背景画像を撮像するよう誘導される。これによ
って撮像された背景画像ＢＧＩが画像表示領域ＰＤに表示される。このような第三登録画
面の例を図１８に示す。なお背景画像は、ライブ画像とする他、上述の通り静止画像とし
て表示させることができる。すなわち、背景画像はワークと異なり、視野や大きさの調整
が不要なため、ワークがないことのみが確認されれば足りるので、ライブ画像とせずとも
目的を達成でき、また静止画像の表示とすることで処理を簡素化できる利点が得られる。
あるいは、背景画像の表示を省略してもよい。背景画像として登録する上で問題がない場
合は、操作部５１（ＳＥＴキー４２）を操作する。
【０１８８】
　さらにステップＳ１５１３において、操作部５１からの操作指示があったか否かを検出
する。操作指示がない場合、例えばユーザがＳＥＴキー４２を押下していない場合は、ス
テップＳ１５１４に進み、取消指示があったか否かを判定する。「戻る」指示として、例
えばＢＡＣＫキー４５の操作が検出された場合は、ステップＳ１５１２に戻る等の所定の
処理を行う。ＢＡＣＫキー４５の操作が検出されない場合は、ステップＳ１５１２に戻っ
て処理を繰り返す。
【０１８９】
　一方で、ステップＳ１５１３において、操作指示があった場合、例えばユーザがＳＥＴ
キー４２を押下した場合は、ステップＳ１５１５に進み、現在画像表示領域ＰＤに表示中
の画像を背景画像ＢＧＩとして登録する。
【０１９０】
　さらにステップＳ１５１６において、登録された３枚の画像を、画像／設定記憶部５４
に保存する。そしてステップＳ１５１７において、良品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩと
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背景画像ＢＧＩから、一致度閾値を算出して設定する。このようにして、三点登録を行い
、良品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩと背景画像ＢＧＩから適切な一致度閾値を自動的に
演算して、一致度閾値の設定までを行うことができる。
【０１９１】
　この三点登録の例では、第一登録画面において良品画像ＧＤＩを登録する際にのみ、拡
大縮小機能を機能させ、第二登録画面や第三登録画面では拡大縮小機能を働かせていない
。すなわち、第一登録画面で設定した倍率で固定したまま、第二画像と第二画像を登録す
ることとし、このような拡大縮小機能を自動でＯＮ／ＯＦＦさせる制御によってユーザの
設定作業の繁雑さや混乱を避け、操作の簡略化を図っている。ただ、第二登録画面や第三
登録画面で拡大縮小機能をＯＮさせてもよい。
【０１９２】
　また以上説明した三点登録の例では、まず第一登録画面として良品画像ＧＤＩを登録し
、次に第二登録画面として不良品画像ＮＧＩを、さらに第三登録画像として背景画像ＢＧ
Ｉを登録する手順を説明した。ここでも、画像を登録する順序は上記に限定されず、例え
ば背景画像を先に第二登録画像として登録して、次いで不良品画像を登録するなど、任意
の順序として規定することも可能であることはいうまでもない。
（良品画像又は背景画像を登録する一点登録の手順）
【０１９３】
　さらに、良品画像又は背景画像を登録する一点登録の手順を、図１９に基づいて説明す
る。まずステップＳ１９０１において、背景画像を取得する。例えば図２０に示すような
背景画像ＢＧＩを取得し、画像記憶部５４ｉに保存する。なお、後述するように予め設定
された応答時間設定に基づいて、背景画像を低解像度化してもよい。
【０１９４】
　次にステップＳ１９０２において、画面全体を評価領域として設定する。例えば図２０
の背景画像ＢＧＩに対して、図２１において枠状で示すように評価領域ＥＶＤが自動的に
設定される。
【０１９５】
　さらにステップＳ１９０３において、特徴量を抽出する。具体的には、まずステップＳ
１９０３－１において、評価領域ＥＶＤ内の背景画像ＢＧＩの特徴量を抽出する。例えば
、図２１の背景画像ＢＧＩに対して、エッジ点数が０点、輝度平均が７０等の特徴量が得
られる。
【０１９６】
　次にステップＳ１９０３－２において、各特徴量に対し、評価の重み付けを決定する。
例えばエッジ点数の５０％、輝度平均の５０％を、良否判定の特徴量として選択する。
【０１９７】
　さらにステップＳ１９０３－３において、一致度閾値を設定する。例えばエッジ点数と
輝度平均に対して、一致度閾値を自動的に設定する。
【０１９８】
　このようにして設定モードが終了すると、運転モードに移行する。運転モードにおいて
、ステップＳ１９０４では、入力画像の評価を行う。なお、ワークの特定やワークの切出
しといった処理は行わず、画面全体を１つのワークと見なして判別処理を行う。
（好ましい登録状態）
【０１９９】
　設定モードにおいて画像を画像／設定記憶部５４に登録するにあたっては、好ましい登
録設定条件にて登録を行う。ここで好ましい登録設定条件とは、運転モードにおいて良否
判定部５７ｄが良否判定を行う際、良品と不良品を安定して判別できるような条件である
。この判定に際しては、良品と不良品とをいかにして安定して区別できるかが重要となる
。良否判定部５７ｄは、運転モードにおいて、入力される入力ライブ画像と良品画像との
一致度を評価値として、良否判定を行う。入力ライブ画像に対して、一致度算出部５７ｃ
で算出される一致度は、０％～１００％の評価値が算出されることになる。入力ライブ画
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だし入力ライブ画像が不良品を撮像した不良品画像の場合、一致度は一般に０％とならな
い。なぜなら、不良品画像は多くの場合、良品画像の一部が欠けや割れなどによって異な
るため、良品画像と一致している部分を含んでいるからである。
（一致度閾値）
【０２００】
　良否判定の基準となる一致度閾値は、不良品の一致度と良品の一致度に基づいて決定さ
れる。例えば、閾値算出部が、一般に高くなる良品の一致度と、一般に低くなる不良品の
一致度との中間の値を、一致度閾値に設定する。ここで、良品と不良品とを安定的に区別
、すなわち判定結果を安定させるためには、良品の一致度と不良品の一致度との差が大き
くなるように、両者を極力分離させることが好ましい。このことから、良品に対する一致
度のばらつきが一定とみなせる条件下では、不良品の一致度が低く算出される程、良品と
不良品の一致度の差が大きくなるように分離されて、安定した良否判定が期待できるので
、よい登録状態と考えられる。よって、良品と不良品が分離され安定した判定結果が得ら
れるように、撮像する画像の明るさや解像度、画像処理の条件を求めることが必要となる
。これによって良否判定の基準となる一致度閾値を適切に設定できるようになる。
【０２０１】
　なお一致度算出部５７ｃと閾値算出部５６ｃは、図５のブロック図の例では別部材とし
たが、本発明はこの構成に限られず、例えば一致度算出部と閾値算出部を同一の部材で構
成してもよい。
（閾値算出部が一致度閾値を設定する方法）
【０２０２】
　良否判定の基準となる一致度閾値の設定は、閾値算出部５６ｃで行われる。閾値算出部
５６ｃは、一致度算出部５７ｃで算出された不良品画像の一致度と、良品画像の一致度と
の間に一致度閾値を設定する。一致度閾値は、良品画像と不良品画像の一致度の中間に設
定されることが望ましい。一例として、良品画像の一致度を１００％とした場合、不良品
画像の一致度に応じて一致度閾値を設定する例を図２２の表に示す。例えば、不良品画像
の一致度が８０％である場合は、一致度閾値は、（１００％＋８０％）／２＝９０％に設
定される。同様に不良品画像の一致度が７０％である場合は、一致度閾値は（１００％＋
７０％）／２＝８５％に設定される。また不良品画像の一致度が６０％である場合は、一
致度閾値は（１００％＋６０％）／２＝８０％に、一致度が５０％である場合は、一致度
閾値は（１００％＋５０％）／２＝７５％に、それぞれ設定される。
【０２０３】
　このように、不良品画像の一致度が低いほど、良品画像と不良品画像が分離されて良否
判定の安定性がよくなると考えられる。よって、画像／設定記憶部５４における画像の登
録に際しては、このように不良品画像の一致度が低くなるような画像の登録状態を目指す
。図２２の例では、一致度閾値の最も低い５０％が、良品画像と不良品画像の一致度の差
が最も大きく、好ましい。
（登録時における特徴量の決定）
【０２０４】
　その一方で、一致度閾値の差が最も低い特徴量のみで良品判定を行うと、特定の場合に
誤判定を生じることがある。例えば、良品画像と不良品画像の一致度が表１に示すような
値を示す特徴量Ａ～Ｄにおいては、特徴量Ｄが最も良品画像と不良品画像で一致度の差が
大きく、好ましいといえるが、特定のノイズ耐性が低下することがある。
【０２０５】
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【表１】

【０２０６】
　そこで、一の特徴量で良否判定を行うのでなく、他の特徴量も参酌して良否判定の評価
を行うことで、良品判定結果を安定させることができる。例えば表１の場合、特徴量Ｄの
みで良否判定を行うのでなく、良品と不良品を判別できている他の特徴量Ａ、Ｂも評価す
る。
（重み付け設定部５６ｅ）
【０２０７】
　ここで画像処理センサは、設定モードにおいて、複数の異なる画像処理アルゴリズムご
との一致度に応じて、閾値算出部５６ｃにより一致度閾値を算出する際に用いる重み付け
を画像処理アルゴリズムごとに設定するための重み付け設定部５６ｅを備えることもでき
る。
【０２０８】
　このように複数の特徴量を組み合わせた評価を行うため、例えば複数の特徴量に対して
重み付けを行う。重み付けは、良品と不良品との一致度の差が大きいものほど重み付けを
大きく、逆に一致度の差が小さいものほど重み付けを小さくする。例えば、表１の例では
、特徴量Ａに対して４０％、特徴量Ｂに対して１０％、特徴量Ｃに対して０％、特徴量Ｄ
に対して５０％の重み付けを行う。この場合、特徴量Ｃは重み付けが０％であって算出し
ても評価されないことから、良否判定の評価実行時には処理を行わなくてもよい。このよ
うに重み付け設定部５６ｅは、例えば一致度算出部５７ｃにより算出された画像の一致度
が低い処理フローに対しては大きい重み付けを設定し、逆に画像の一致度が高い処理フロ
ーに対しては小さい重み付けを設定するよう構成する。画像の一致度が低い場合は良品と
不良品との分離性が優れると考えられるので、重み付けを大きくし、逆に画像の一致度が
大きい場合は良品と不良品との分離性に劣ると考えられるので、重み付けを小さくするよ
うに調整することで、全体としての良否判定の精度を向上できる。
【０２０９】
　なお図５の例では、一致度の算出は、設定モード、運転モードのいずれにおいても、一
致度算出部５７ｃで行われる。設定モードにおいては、設定画像処理部５６で画像の登録
動作を行った後、運転画像処理部５７を動作させて一致度算出部５７ｃで良品／不良品の
一致度を算出し、その結果から閾値を算出する。一方運転モードにおいては、一致度算出
部５７ｃは、設定時に算出した重み付けに基づき、入力画像に対して一致度を算出する。
この際、一致度算出部５７ｃは、複数の異なる処理フロー毎に算出した画像の一致度に対
して、重み付け設定部５６ｅにより設定された重み付けを加味した、重み付け加算一致度
を算出する。例えば、表１の特徴量Ａ～Ｄを、上述した重み付けで評価する場合の一致度
の最終スコアは、
（特徴量Ａのスコア）ｘ（特徴量Ａの重み）＋（特徴量Ｂのスコア）ｘ（特徴量Ｂの重み
）＋（特徴量Ｃのスコア）ｘ（特徴量Ｃの重み）＋（特徴量Ｄのスコア）ｘ（特徴量Ｄの
重み）で算出できる。
【０２１０】
　さらに運転モードにおいて、一致度算出部５７ｃにより算出された画像の一致度が、所
定の禁止閾値に達した場合、処理フローの実行を禁止するよう構成してもよい。
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（ガイド線ＧＤＬ）
【０２１１】
　上述した図１６等の例では、画像表示領域ＰＤにおいて、ワークの位置決めの指標とな
るガイド線ＧＤＬを示している。これらのガイド線ＧＤＬは、四隅をＬ字状に囲む枠状に
表示されている。このようにすることで、例えば検査対象物であるワークの内、不良品で
あることが現れる部位等、特徴的な部分がガイド線ＧＤＬの枠内に含まれるように配置す
るよう、ユーザに位置合わせを促すことができる。いいかえると、重要な画像が中心近傍
に配置されるようにユーザに意識させる効果が得られ、この結果、特徴差に重みを付けた
評価が期待され、一致度の判定を安定的に行わせ、信頼性の高い判定結果を得ることがで
きる。またガイド線ＧＤＬは、このような枠状に限られず、他の態様、例えば画像表示領
域ＰＤの中央を通る十字線や的状とするなど、ワークを中心に配置させるように誘導する
表示を適宜採用できる。なおガイド線ＧＤＬの表示は、ＯＮ／ＯＦＦを切り替え可能とし
てもよい。
【０２１２】
　なお、上述した図９、図１３の例では、第一登録誘導情報として文字情報を二列で表示
させる例を説明したが、文字情報を一列で表示させてもよい。このような例を図２３、図
２４に示す。図２３は、第一登録画面において良品画像ＧＤＩを登録させるための第一登
録誘導情報として、「ＯＫ　ＳＥＴ」を説明表示領域ＥＤに表示させている。また図２４
は、第二登録画面において背景画像ＢＧＩを登録させるための第二登録誘導情報として、
「ＢＧ　ＳＥＴ」を説明表示領域ＥＤに表示させている。
（登録順序情報６３）
【０２１３】
　さらに、登録誘導情報として、登録順序を示す登録順序情報６３を含めてもよい。例え
ば図２３の第一登録画面では「１」、図２４の第二登録画面では「２」を、ぞれぞれ表示
させており、これらの表示からユーザは画像登録の段階を視覚的に把握することができる
。このように登録誘導情報には、文字列のみならず、数字を用いることもできる。また数
字は、画像の登録順序の他、表示画面の種類を示してもよく、例えば第一登録画面で「１
」、第二登録画面で「２」、第三登録画面で「３」を表示させてもよい。
（誘導情報）
【０２１４】
　また以上の例では、表示制御部５８ｆが誘導情報として文字情報を表示部４３に表示さ
せた例を説明したが、本発明は文字による案内に限られず、図形や音声、あるいはこれら
の組み合わせ等、他の態様でユーザに対して、登録の手順を誘導することもできる。一例
として、文字に図柄を組み合わせて登録指示を行う例を、図２５及び図２６に示す。図２
５は、「検出ワークあり」状態での登録を指示する第一登録誘導情報として、ワークを画
面視野内に置く様子を図形で示しており、上述した図９や図２３に対応する。この図にお
いても、表示領域で表示されるライブ画像の拡大縮小表示が可能であることを示すために
、説明表示領域ＥＤに拡大縮小可能表示情報として「ＺＯＯＭ」アイコンを表示させても
よい。またこのような拡大縮小可能表示情報は、図９の例のように横書きにする場合に限
られず、図２５のように縦書きで示すこともできる。これにより、限られた面積の表示領
域を有効に活用することができる。
【０２１５】
　また図２６は「検出ワークなし」状態の登録を指示するための第二登録誘導情報として
、ワークを撮像位置から除く様子を図形で示しており、図１３等に対応する。このように
図形を表示部４３に示すことで、行うべき動作を視覚的に指示して、操作に不慣れなユー
ザに対しても判り易い操作環境を提供できる。また、図形は静止画に限らず、動画像で表
示させることもできる。例えば手でワークを置く様子やワークを除去する様子を、動画像
やアニメーションで表示させることで、ユーザに対して行うべき操作を一層判り易く指示
できる。
（表示切り替え）
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【０２１６】
　さらに表示部４３は、複数の表示画面を切り替えて表示可能としてもよい。例えば、上
記の図２５、図２６の例では画像表示領域ＰＤと説明表示領域ＥＤを、一画面で同時に表
示させているが、図２７、図２８に示すように、画像表示領域ＰＤと説明表示領域ＥＤと
を切り替えて表示させることもできる。あるいは、画像表示領域ＰＤと説明表示領域ＥＤ
との切り替えに限られず、画像を切り替えて表示させてもよい。例えば図２９に示すよう
に、第二登録画面において、登録しようとしている候補画像と、登録済みの良品画像ＧＤ
Ｉとを切り替えて表示させる。これにより、画像と共に説明も表示させることができるの
で、どの画像が何を表示させているのかを一層把握し易くなり、さらに切り替えて表示さ
せることにより、両画像の対比も行うことができる。あるいは図３０に示すように、第二
登録画面において、登録しようとしている候補画像と、後述する並列表示（ここでは良品
画像ＧＤＩと候補画像）とを切り替えて表示させることもできる。このようにして、限ら
れた表示部４３の表示面積を更に有効に活用でき、特に表示部４３の表示面積が狭い場合
に、表示される画像や文字が小さくなったり、高解像度の表示部４３を用意する必要が生
じるといった問題を回避できる。画面の切り替えは、一定周期で交互に表示を自動的に切
り替えることができる。または、このような自動的な交互表示機能の他、ユーザが切り替
えボタン等を操作して手動で行うようにしてもよい。
（並列表示機能）
【０２１７】
　また二点登録や三点登録において、複数の画像を一画面で並べて表示させることもでき
る。例えば、設定モードにおいて一方の画像を登録した後、他方を登録する際に、登録済
みの画像を静止画像として表示し、現在登録中の画像をライブ画像として表示する。この
ような並列表示の例を図３１に示す。この図は、二点登録の第二登録画面を示している。
ここでは、予め二点登録の第一登録画面において、第一画像として良品画像ＧＤＩを登録
しているものとする。この状態で第二画像として不良品画像ＮＧＩを登録する第二登録画
面において、図３１に示すように表示部４３の画像表示領域ＰＤに、第一画像を表示させ
る第一画像表示領域ＰＤと、第二画像を表示させる第二画像表示領域ＰＤを設ける。これ
により、登録済みの良品画像ＧＤＩを参酌しながら、ユーザは不良品画像ＮＧＩを登録す
ることができる。このような第二登録画面は、上述した図１１や図１３等に代えて利用で
きる。また第二登録画面に限らず、第三登録画面に際しても、このような並列表示機能を
適用できる。
（静止画像・ライブ画像同時表示機能）
【０２１８】
　さらに並列表示に際して、一部の画像を静止画像として表示させ、他の画像をライブ画
像として表示させることもできる。すなわち、登録済みの画像は静止画として表示させつ
つ、これから登録しようとする画像をライブ画像として表示させることで、ワークの位置
や照明などを変化させた状態をリアルタイムで確認しながら、最適な状態に調整すること
が容易となる。例えば図３１の例では、右側の第一画像表示領域ＰＤに第一画像として良
品画像ＧＤＩを静止画像として表示させ、左側の第二画像表示領域ＰＤにおいては第二画
像として登録する不良品画像ＮＧＩのライブ画像を表示させている。ユーザは、右側の良
品画像ＧＤＩを見ながら、不良品の姿勢や大きさなどが良品画像ＧＤＩのそれと一致する
ように、置き方を調整することができる。また、照明の光量なども合わせて調整できる。
これにより、良品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩを、同じ部分が合致しやすいよう、いい
かえると差分を抽出する際に相違点が浮き彫りになりやすい状態として登録することがで
きるので、より高精度な一致度の算出が容易となり、またこれらを区別する一致度閾値の
設定に際しても有利となる。また、既に登録済みの良品画像ＧＤＩに対しても、これを表
示させることでユーザは先に登録した良品画像ＧＤＩが正しく登録されているかを確認す
ることができる。例えば、良品画像に対する意図せぬ背景の見切れなどが発生している場
合にはこれに気付くことができ、撮像し直しなどの判断材料となる。さらに表示部４３の
画面上で良品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩを並べて表示させることで、ワークの実物が
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画面上ではどのような差異として映るかを比較することが可能となる。このように登録さ
れた画像の様子をユーザが意識できる状態とすることで、良好な登録状況を作り出し易く
なり、検出の安定化に繋げることができる。
【０２１９】
　このような静止画像・ライブ画像同時表示機能を実現する手順の一例を図３２のフロー
チャートに示す。ここでは、図６の二点登録におけるステップＳ６０８の詳細なフローに
該当する。まずステップＳ３２０１において、ライブ画像を取得する。ここでは、第二画
像として不良品画像の候補となる光学画像を撮像部２１でライブ画像を撮像する。次にス
テップＳ３２０２において、ライブ画像を保持するメモリの内容を更新する。具体的には
、前回ライブ画像を撮像してライブ画像メモリに収納されたデータを、新たに取得したラ
イブ画像のデータで上書き保存する。なお、メモリはライブ画像用の専用メモリとしても
よいし、共通のメモリとしてもよい。次にステップＳ３２０３において、保存されたライ
ブ画像と、第一登録画面で登録済みの良品画像とを読み出す。そしてステップＳ３２０４
において、これらの画像を表示画面に転送する。ここでは、良品画像を静止画像で、不良
品画像の候補をライブ画像で、第二登録画面にて表示させる。以下、これらのステップを
繰り返して、表示部４３の表示内容を更新させるリアルタイム表示を実現している。この
ようにして、不良品画像の登録に際してライブ画像で表示させつつ、静止画像の良品画像
を参酌しながら、不良品のワークを置く位置や姿勢等を調整し、調整後の画像をリアルタ
イムで表示部４３上で確認できるようにして、所望の画像の登録作業を容易に行える環境
が提供される。
【０２２０】
　以上の例では、第一登録画面において登録された良品画像を、第二登録画面において静
止画として表示し、不良品画像をライブ画像として表示させる例を説明したが、本発明は
この構成に限られず、例えば第一登録画面において登録された良品画像を、第二登録画面
において静止画として表示し、背景画像をライブ画像として表示させることもできる。あ
るいは逆に、第一登録画面において背景画像や不良品画像を登録し、第二登録画面に置い
てこれら登録済み画像を静止画で表示させながら、良品画像をライブ画像で表示させなが
ら登録することもできる。さらに、この静止画像・ライブ画像同時表示機能は二点登録に
限らず、三点登録において用いることもできる。すなわち、第一登録画面において登録さ
れた良品画像を、第二登録画面において静止画として表示し、不良品画像をライブ画像と
して表示させ、さらに第三登録画面においても良品画像を静止画として表示させつつ、背
景画像をライブ画像として表示させることもできる。または、第三登録画面において不良
品画像を静止画として表示させつつ、背景画像をライブ画像として表示させてもよい。
【０２２１】
　あるいは、三点登録において並列表示や静止画像・ライブ画像同時表示を、単独表示と
組み合わせてもよい。例えば不良品画像を第二登録画面で登録する際には、静止画像の良
品画像とライブ画像の不良品候補画像との並列表示を行わせつつ、第一登録画面で良品画
像を登録する際、及び第三登録画面で背景画像を登録する際には、単独の画像表示とする
。特に背景画像は、一般にはそのまま撮像すれば足りることが多いため、並列表示を不要
とすることで処理の簡素化が図られる。
【０２２２】
　このような並列表示画面として、例えば登録済みの画像と、現在のライブ画像とを並べ
て表示させる。一例として図３１に示す表示部４３は、登録済みの良品画像ＧＤＩ（ＯＫ
画像）と、不良品画像ＮＧＩの候補として現在のライブ画像（ＮＧ画像）とを並べて表示
させている。この場合において、通常の登録画面と並列表示画面とを切り替えて表示させ
てもよい。例えば上述した三点登録に際して、図１７に示す第二登録画面と、図３１に示
す並列表示画面とを切り替え表示可能とすることができる。これにより、不良品画像の登
録に際して、良品画像と対比しながら登録することができる。同様に、背景画像の登録に
際しても、例えば図１８に示す第三登録画像を表示する際、図３３に示す、登録済み不良
品画像ＮＧＩと、現在登録中の、背景画像ＢＧＩの候補としての画像（静止画像又はライ
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ブ画像）とを並べて表示させた並列表示画面とを切り替えて表示させてもよい。あるいは
、並列表示画面は、不良品画像と背景画像の組み合わせでなく、良品画像と背景画像の組
み合わせとしてもよい。さらに並列表示画面は、二枚の画像を並列表示させる構成に限ら
れず、３枚以上の画像を一画面に表示させてもよい。
【０２２３】
　なお、以上の例では画像表示領域ＰＤと説明表示領域ＥＤを分けているが、これらを部
分的に重ね合わせて表示させたり、オーバーラップさせてもよい。例えば図３４の例では
、画像表示領域ＰＤと説明表示領域ＥＤを部分的にオーバーラップさせて、第一登録誘導
情報である文字情報を表示させている。あるいは図３５に示すように、画像表示領域ＰＤ
と説明表示領域ＥＤを完全にオーバーラップさせて文字情報を表示させてもよい。また、
画像表示領域と説明表示領域とに区別することなく、これらを統合して、画像の表示中に
第一登録誘導情報を組み込んで表示させることもできる。このようにして、限られた表示
部の領域を有効に活用できる。このように、本実施形態においては画像表示領域と説明表
示領域とを排他的に設けたり、境界を明確に区切る必要は必ずしもなく、一部あるいは全
部が重なるように配置したり、これらを渾然一体に統合する等して、画像上に文字情報を
重ねるような態様も含む。
【０２２４】
　なお、これらの例では、表示部における文字列やアイコンの表記は英語としているが、
言語は英語に限られず、日本語やその他の言語としてもよいことはいうまでもない。
【０２２５】
　このように、設定モードにおける設定作業を、ＳＥＴキー４２の押下で進められるよう
に案内することで、画像処理センサの動作原理等を理解していない初心者であっても簡単
に利用できるという優れた利便性を発揮する。特に、従来の画像センサでは設定登録が煩
雑である一方、従来の光電センサではワークのある状態、ない状態の２度ＳＥＴキー操作
を行うだけで登録作業が完了するため、従来の光電センサと画像センサとでは設定の難度
には大きな開きがあり、従来の光電センサでは設定ができても、画像センサの設定ができ
ないユーザは多数いた。これに対して本実施形態に係る画像センサでは、光電センサと同
様の感覚で画像処理センサの設定を行えるようにして、画像処理センサを導入するにあた
っての障壁を緩和できる。
（運転モード）
【０２２６】
　以上のようにして画像の一致度に対する一致度閾値の設定が終了すると、設定モードか
ら運転モードに移行させることができる。運転モードにおいては、実際に搬送ライン上を
搬送されるワークの画像を撮像し、得られた入力画像に対して一致度を算出し、一致度閾
値と比較して良品や不良品の判定を行う。
（判別対象の選択機能と動作原理）
【０２２７】
　ここで、判別対象の選択機能と動作原理について、図５５、図５６、図５７に基づいて
説明する。図５５は、製造ライン上に、良品ワークＷＫと不良品ワークＷＫとが流れてい
る状態を示すイメージ図である。図５５に示すように、画像処理センサ１００の検出領域
は幅を持っている。画像処理センサ１００のスポット径は、例えば、大きなサイズでは６
ｃｍ×６ｃｍ程度あり、小さいサイズでも２ｍｍ×２ｍｍ程度ある。これは、通常の光電
センサのスポット径が１．２ｍｍφ程度であることに鑑みると、画像処理センサ１００の
スポット径は通常の光電センサのそれよりも大きいといえる。
【０２２８】
　このため、撮像部５２で撮像している検出領域では、例えば、図５６Ａに示すように、
ワークＷＫは、（Ａ）～（Ｆ）の順で変わっていく。このとき、通常の運転状態、すなわ
ち、マスター画像が良品画像である場合には、第一の一致度の時系列変化のイメージ図で
ある図５６Ｂに示すように、第一の一致度は、（Ｂ）の辺りから徐々に増加して行き、（
Ｃ）の時点でピークを迎え、（Ｄ）では次第に減少して行く。第一の一致度が、（Ｅ）で
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若干増加しているのは、不良品画像に良品画像の特徴と一致する要素があることを意味す
る。この場合の出力状態を示すイメージ図を図５６Ｃに示す。この図に示すように、第一
の一致度が第一閾値を超えたところで、出力をＯＮにする。すなわち、良品ワークＷＫが
来たときにだけ出力がＯＮになる。
【０２２９】
　図５６Ｃに示す出力の時系列変化に対して、例えば光電センサの負出力のように、出力
論理を反転する、あるいは閾値を下回る場合に出力をＯＮにする、という設定を行った場
合の出力の時系列変化を図５６Ｄに示す。この図に示すように、いずれの場合でも、（１
）検出領域内にワークＷＫがない（（Ａ）の状態）、若しくは、中途半端に検出領域内に
入った状態（（Ｂ）、（Ｄ）、（Ｆ）の状態）と、（２）不良品ワークＷＫが来ている状
態（（Ｅ）の状態）とを出力により分離することができない。
【０２３０】
　したがって、不良品ワークＷＫが検出領域に入って来ていることを認知するためには、
「検出領域内にワークＷＫが来ており、判定すべきタイミングである」（（Ｃ）、（Ｅ）
の状態）ことを、別の手段によりセンサに通知する必要がある。すなわち、「判定すべき
タイミングであり」、かつ、「判定出力がＯＦＦ」であれば、不良品ＷＫが来ていると認
知することができる。
【０２３１】
　ここで、不良品画像をマスター画像として動作させる設定を選択した場合、例えば図５
７Ａの（Ａ）～（Ｆ）の順で変わっていくワークＷＫの流れに対して、図５７Ｂに示す第
二の一致度の時系列変化、及び、図５７Ｃに示す出力の時系列変化が得られる。
【０２３２】
　すなわち、不良品出力設定時には、第二の一致度は、（Ｄ）の辺りから徐々に増加して
行き、（Ｅ）の時点でピークを迎え、（Ｆ）では次第に減少して行く。この場合、図５７
Ｃに示すように、第二の一致度が第三閾値を超えたところで、出力をＯＮにする。すなわ
ち、不良品ワークが来たときにだけ出力がＯＮになる。
【０２３３】
　このように不良品画像をマスター画像として動作させる設定を選択した場合、この出力
をトリガとして不良品を排出する制御をかけることが可能になる。ここで、本実施形態に
係る画像処理センサ１００は、良品画像をマスター画像として動作させるか、あるいは不
良品画像をマスター画像として動作させるかを選択することができるので、不良品が来た
際に排出制御など行うユーザ（不良品が来たことを知りたいユーザ）、及び、良品が来た
際に計数などを行うユーザ（良品が来たことを知りたいユーザ）の両方のユーザに対して
、一の設定変更により対応することが可能となる。
【０２３４】
　また、運転モードにおける判定結果に応じて、所望の判定結果が得られていない場合、
あるいはより精度を高めた設定に調整したい場合等は、再度設定モードに移行して、設定
の更新を行うことができる。あるいは、運転モードの最中において、一時的に登録設定条
件を変更することも可能である。例えば、良否判定の結果に応じて、一致度閾値を微調整
する（詳細は後述）。
【０２３５】
　このような運転モードと設定モードの切り替えは、運転／設定モード切替部５１ｄから
行う。運転／設定モード切替部５１ｄの一例として、図３Ａ等の画像処理センサではＳＥ
Ｔキー４２を用いている。ここでは、図３６に示すように、ＳＥＴキー４２を押下するこ
とで運転モードと設定モードとを切り替え可能としている。例えば上述した設定モードに
おいて、必要な画像の登録が終了した状態でＳＥＴキー４２を押下すると、運転モードに
切り替わる。ここで、上述した設定モードにおいては、第一登録画面から第二登録画面に
移行する等、画面遷移を指示するためにＳＥＴキー４２を用いていた。そして最終の設定
が終了した段階でＳＥＴキー４２を押下することで、設定モードから運転モードに切り替
えることができる。このように、設定モードにおける画面遷移の手段と、設定モードから
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運転モードへの切替手段を、共通の操作、ここではＳＥＴキー４２の押下とすることで、
ユーザにおいては、ＳＥＴキー４２を押す作業の繰り返しで、必要な設定を行い、さらに
設定モードから運転モードへの切り替えも行え、スムーズな設定作業が実現される。さら
に、設定モードから運転モードへの切り替えは、設定モードにおける最終作業と狭通過す
ることもできる。例えば図３６に示す三点登録において、第一登録画面においてＳＥＴキ
ー４２を押下することで良品画像を登録し、第二登録画面においてＳＥＴキー４２を押下
することで不良品画像を登録し、さらに第三登録画面においてＳＥＴキー４２を押下する
ことで、背景画像を登録すると共に、設定モードから運転モードへの切り替え作業も同時
に実行される。これによって、必要な設定が終了後に自動的に運転モードに切り替わるた
め、ユーザは戸惑うことなく、設定作業から運転モードへの切り替えをスムーズに行うこ
とが可能となる。
（運転モード画面）
【０２３６】
　また運転モードにおいて表示部４３に表示される運転モード画面では、画像表示領域Ｐ
Ｄと説明表示領域ＥＤを設けている。図３６の例では、表示部４３の左側に画像表示領域
ＰＤを、右側に説明表示領域ＥＤを配置している。
（共通位置表示機能）
【０２３７】
　ここで、表示部４３の表示内容は、設定モードと運転モードにおいて、画像表示領域Ｐ
Ｄと説明表示領域ＥＤのレイアウトを共通にすることが好ましい。特に画像を表示させる
領域を設定モードと運転モードで共通の位置とすることで、ユーザは戸惑うことなく画像
を確認できる。より具体的には、ライブ画像を表示させる領域を一定位置に固定すること
で、対象となる画像がいずれであるかをユーザは把握し易くなる。図３６の例では、設定
モードと運転モードにおいて、いずれも画像表示領域ＰＤを表示部４３の左側に固定して
いる。このように、相対的な位置関係を設定時と運転時で共通にしたことで、ユーザに対
して操作の安心感を与えることができる。また第二登録画面においては、登録済みの第一
画像と、第二画像の候補となるライブ画像を一画面で表示させているが、ライブ画像は左
側に固定することで、ユーザは登録対象のライブ画像が共通位置の左側であることを認識
でき、いずれの画像が登録すべき画像であるのか、戸惑うことが少ない。
【０２３８】
　また運転モード画面には、一致度と一致度閾値を表示させている。これによりユーザは
、逐次撮像されるワークの入力画像と、この画像で算出される良品画像との一致度、及び
設定モードで設定された一致度閾値とを一画面で確認できる。
【０２３９】
　良否判定の結果は、外部に出力される。例えばＯＫ信号やＮＧ信号等の判定結果を示す
信号を送出する。また、外部に判定結果を表示させてもよい。例えば図３Ａ等に示す画像
処理センサの表示面４０ａに設けた判定結果表示灯４１を、判定結果に応じて点灯させる
。
【０２４０】
　なお、本明細書において良否判定とは、検査対象物が良品であるかどうかを判定する動
作のみならず、検査対象物が不良品であるかどうかを判定する動作も含む意味で使用する
。例えば不良品を検出した際に良否判定部５７ｄが出力を行い、不良品を検出しない間は
出力を行わない態様の他、良品を検出した際に出力を行い、良品を検出しない間は出力を
行わない態様も含む。運転モードの動作の流れの一例を、図３７Ａ及び図３７Ｂのフロー
図に示す。
【０２４１】
　なお、運転モードにおいて表示部の表示をＯＦＦとしてもよい
【０２４２】
　一方で、運転モードの最中において、良否判定の結果等に応じて、登録設定条件を変更
することも可能である。例えば、設定された一致度閾値を微調整して、誤判定を低減する
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。この場合において、一致度閾値を調整するための部材を、画像の表示倍率の調整に用い
た増減調整部５１ｈで兼用させることができる。これにより、表示部４３に設けられた共
通の部材でもって、画像の表示倍率の調整と一致度閾値の調整を行わせて、構成の簡素化
や操作環境の統一が図られる。このような手順を、図３８Ａ及び図３８Ｂのフローチャー
トに基づいて説明する。これらの図において、図３８Ａは画像の表示倍率を調整する工程
を含む設定モードの動作を示すフローチャートであり、図３８Ｂは図３８Ａに続いて動作
モードで一致度閾を調整する工程を含んだフローチャートである。まずステップＳ３８０
０において設定モードを選択し、次にステップＳ３８０１において登録対象の候補となる
画像の撮像を行い、さらにステップＳ３８０２において表示部４３において表示される画
像の更新を行う。
【０２４３】
　ここで、ユーザ側の動作としては、撮像された候補画像を表示部４３で確認し、登録画
像として適切かどうかを判断する。姿勢や視野の調整が必要な場合は、これに応じて適切
な処理を行う。例えば、画像の表示倍率の調整が必要と判断した場合は、増減調整部５１
ｈを操作して、表示倍率を調整する。
【０２４４】
　この結果、画像処理センサ側の動作として、ステップＳ３８０４において、増減調整部
５１ｈである上下キー４４が操作されたか否かを判定し、操作があった場合はステップＳ
３８０５に進み、画像の表示倍率を操作に従い変更するよう、設定を変更する。ここでは
、アップ側のスイッチである↑キー４４ａが操作されたときは、画像の倍率を増加させ、
逆にダウン側のスイッチである↓キー４４ｂが操作されたときは、画像の倍率を減少させ
るように、設定を変更する。そしてステップＳ３８０１に戻り、変更された倍率にて画像
で画像を撮像し直し、変更後の倍率の画像が表示部４３に表示されるようにする。なお、
必ずしも画像の撮像をやり直す必要は無く、例えば倍率を拡大させる場合は、撮像済みの
画像のデジタルズームさせて表示させてもよい。逆に画像を縮小させる場合は、画像で表
示される視野が広くなるため、再度画像を取得する必要がある。ただ、過去に撮像した画
像を保存している場合、該当する倍率の画像を呼び出すように構成してもよい。
【０２４５】
　このようにして、所望の表示倍率の画像が得られ、これ以上倍率調整の必要がない場合
は、ステップＳ３８０３において上下キー４４の操作がなくなるので、ステップＳ３８０
５に進み、決定キーの操作の有無を判定する。ここでは決定キーの一態様であるＳＥＴキ
ー４２の押下の有無を判定し、押下が無い場合はステップＳ３８０４に戻って処理を繰り
返し、押下が検出された場合はステップＳ３８０６に進み、表示画像を登録画像として登
録し、さらにステップＳ３８０７において画像登録処理を行う。続いて図３８Ｂに示すよ
うにステップＳ３８０８に進み、運転モードに切り替える。そしてステップＳ３８０９に
おいて、画像処理、すなわち良否判定の対象となるワークの画像を撮像する。次にステッ
プＳ３８１０において所定の画像処理を行い、一致度を算出する。そしてステップＳ３８
１１において算出された一致度を一致度閾値と比較し、判定結果を出力して、算出された
一致度の値を表示させると共に、表示部４３において表示されるライブ画像の表示内容も
更新する（ステップＳ３８１２）。そしてステップＳ３８１３において、増減調整部５１
ｈである上下キー４４の操作の有無を判定する。
【０２４６】
　ここで、ユーザ側の動作としては、得られた判定結果と、表示部４３で表示された当該
入力ライブ画像、及びこの入力ライブ画像に対して算出された一致度を確認し、判定結果
が妥当かどうか、また一致度閾値の設定が適切かどうかを検討する。そして、一致度閾値
の変更が必要と判断した場合は、増減調整部５１ｈを操作して、一致度閾値を微調整する
。
【０２４７】
　この結果、画像処理センサ側の動作として、上下キー４４の操作が検出された場合は、
ステップＳ３８１４に進み、一致度閾値を変更する。ここでも、アップ側のスイッチであ



(46) JP 6684158 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

る↑キー４４ａが操作されたときは、一致度閾値を増加させ、逆にダウン側のスイッチで
ある↓キー４４ｂが操作されたときは、一致度閾値を減少させる。そしてステップＳ３８
０９に戻り、変更された一致度閾値にて、判定を行う。これらの動作を必要に応じて繰り
返し、適切な一致度閾値が設定されていると判断された場合は、ステップＳ３８１３にお
いて上下キー４４の操作が検出されず、ステップＳ３８１５に進み、運転の停止操作の有
無を判定する。ここでは、決定キーの操作の有無を検出し、検出されない場合はステップ
Ｓ３８０９に戻って上記の処理を繰り返す。一方、決定キーの操作が検出された場合は、
ステップＳ３８１６に進み、運転モードを停止する。このようにして、適切な表示倍率や
一致度閾値に微調整して、画像の登録や良品判定の精度を高めることができる。また、こ
れらの調整に共通の増減調整部５１ｈを用いることができる。特に、設定モードにおいて
は増減調整部５１ｈには画像の表示倍率の調整機能が自動的に割り当てられ、一方運転モ
ードにおいては、増減調整部５１ｈには一致度閾値の調整機能に変更され、ユーザは増減
調整部５１ｈの機能の切り替えのための操作を行うことなく、またこれらの切り替えを意
識することなく、増減調整部５１ｈの操作に注力するのみで必要な設定を行える利点が得
られる。
（低解像度化の設定）
【０２４８】
　以上説明した二点登録、三点登録、一点登録などの設定モードにおけるティーチングに
おいて、演算処理を高速化するために、画像データを低解像度化することができる。また
設定モードのみならず、運転モードにおいても同様に画像データを低解像度化して、処理
の高速化を図ることができる。画像の低解像度化によって、データサイズを縮小して画像
処理等の処理の軽負荷、高速化を図ることができる。また、画像によっては画像の圧縮や
スムージングなどの処理によってノイズを低減できることもある。このような処理を行う
に際して、画像の低解像度化の程度をどのように設定するかが問題となる。
【０２４９】
　従来より、光電センサにおいては応答時間を設定することがあるのに対し、画像処理セ
ンサにおいて、このような応答時間を設定するという行為は想定されていなかった。ここ
で応答時間とは、撮像部の撮像視野に検査対象物が侵入してから、良否判定部による判別
結果の出力までに要する時間を指す。また、応答時間を規定する画像処理センサであって
も、ユーザが設定する視野領域に基づいて応答時間が変化するなど、他に設定された条件
の結果として応答時間が決まるという性質のものであり、任意に応答時間を設定するもの
とは異なっていた。一方、工場の製造ラインなどでは、ラインの搬送速度等の観点から、
検査対象物の存在や良否判定に費やすことのできる応答時間の制約を受けることが多いも
のの、視野や応答時間を直接的に設定することができなかった。これは、例えばユーザの
視野の設定に依存して、撮像される光学画像の解像度が直接的に変化し、応答時間にジッ
タ（振れ）が発生するため、画像処理センサが応答時間を規定することが難しかったこと
に起因する。これに対して本実施形態に係る画像処理センサでは、拡大縮小倍率とは無関
係に応答時間を設定可能とし、設定された応答時間に基づいて、内部で処理する画像解像
度を決定するよう構成している。以下、図３９及び図４０に基づいて詳述する。
【０２５０】
　従来より画像処理センサの設定には、ユーザが、光量を設定する；視野を調整する；検
出目的となる画像処理を設定する（検出設定）；等の必要があった。このような光量設定
、視野調整、検出設定のユーザ指定に対して、画像処理センサの内部で処理される動作の
状態を図３９のブロック図に示す。この図に示すように、ユーザが光量を設定した結果、
撮像部２１の露光時間が決定される。また視野の調整の結果、検査対象の光学画像の解像
度が決定される。さらに検出条件の設定の結果、設定された画像処理に用いるアルゴリズ
ムが決定される。この結果、撮像部２１の露光時間と解像度から、光学画像の読み出しに
要する時間を含めた撮像に必要な時間、すなわち撮像時間が決定される。一方で画像の解
像度と画像処理アルゴリズムから画像処理に要する時間、すなわち画像処理時間が決定さ
れる。これら撮像時間と画像処理時間の和が、処理に要する応答時間となる。以上のよう



(47) JP 6684158 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

な順序に従い、応答時間が決定される。
【０２５１】
　その一方で、製造ラインの搬送速度等の関係から、許容可能な応答時間が予め決まって
いる場合があり、この場合には設定内容によっては設定すること自体が不可能となるとい
う問題があった。例えば、ユーザの視野設定により解像度が自ずと決まるところ、解像度
が変化すると応答時間にジッタが発生し、応答時間を規定することが難しくなる。
【０２５２】
　これに対して本実施形態に係る画像処理センサでは、視野や検出設定に加え、応答時間
を設定できるようにしている。これを実現するため、画像処理センサの内部処理で適切な
画像解像度や画像処理アルゴリズム等の登録設定条件を決定している。これによって視野
設定によらず処理画像のデータサイズが抑えられ、応答時間が既定できることとなった。
この様子を、図４０のブロック図に基づいて説明する。この図に示すように、ユーザが指
定可能な項目として、図３９と同様の光量設定、視野調整、検出目的に加えて、応答時間
も設定可能としている。このようなユーザの指定に対して、条件割当部５５は、最適な割
り振りを行って、指定された応答時間内で処理が終了するように露光時間を決定し、解像
度を決定し、適切な画像処理アルゴリズムを選択する。
（画像の低解像度化）
【０２５３】
　ここで、画像の解像度を低解像度化するための方法について説明する。規定の視野範囲
に対して、例えば図４１に示すように解像度を低く変更するための方法として、図４２に
示すように画像データを圧縮する方法が挙げられる。図４２の例では、２Ｘ２画素で平均
した画素値を用いて、縦横を１／２に圧縮している。あるいは図４３に示すように、画像
データを間引く方法も利用できる。図４３の例では、縦方向及び横方向でそれぞれ、一つ
おきの画像値を採用することで、縦横を１／２に圧縮している。本発明においては、画像
を低解像度化する手法をこれらに限定せず、既知の低解像度化の手法を適宜採用できる。
また、低解像度化を実現するため、専用のＧＰＵのようなハードウェアを用いる方法や、
ソフトウェアで実現する方法が挙げられるが、いずれの方法も本発明では利用でき、ある
いはこれらの組み合わせを利用してもよい。本明細書においては、便宜上画像の低解像度
化を、圧縮や間引きなど、手法によらず包括的に圧縮と呼ぶことがある。
（３’．低解像度化処理を含む良品画像と背景画像の二点登録）
【０２５４】
　ここで、設定された応答時間に基づいて、条件割当部５５がこの応答時間内に画像の撮
像から良否判定までを終えることができるように、画像の撮像条件、圧縮度、画像処理ア
ルゴリズム等の登録設定条件を設定する手順について説明する。ここでは、条件割当部５
５の画像圧縮度設定部５５ｈが、登録設定条件の内で、光学画像を低解像度化させる圧縮
率を調整する場合について説明する。まずは、上記で３．として説明した良品画像と背景
画像の二点登録において、低解像度化処理を含む場合の二点登録での設定と、その後の運
転モードにおける処理の手順を、図４４Ａのフローチャートに基づいて説明する。
（応答時間の設定）
【０２５５】
　まずステップＳ４４０１において、応答時間を設定する。具体的には応答時間設定部５
１ｅから、所望の応答時間をユーザが設定する。ここで応答時間設定部５１ｅは、予め複
数の異なる応答時間の候補をユーザに提示し、ユーザに選択させるように促すことが好ま
しい。予め設定可能な応答時間を応答時間候補群として提示することで、応答時間毎に設
定可能な露光時間や解像度（圧縮率）、画像処理アルゴリズム等の検出条件の組み合わせ
を準備しておくことができ、条件割当部５５での演算などの処理を低減化できる。いいか
えると、選択された応答時間に応じて、登録設定条件の内で設定不可能な露光時間などの
検出条件を速やかに排除することが可能となる。例えば表示部４３において、応答時間を
設定する設定モードで画像処理センサの設定を行う画面として「ＳｅｎｓｏｒＳｅｔｔｉ
ｎｇ」を表示させ、設定可能な項目の内で応答時間を設定する画面である「Ｒｅｓｐｏｎ
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ｓｅＴｉｍｅ」を選択して、具体的な応答時間として、例えば「２０ｍｓ」を選択する。
また、応答時間などの設定項目として、予め選択肢を与える他、ユーザが所望の応答時間
を数値等で直接入力させるように構成することもできる。この場合は、入力された応答時
間に基づいて、条件割当部５５が、選択可能な露光時間、解像度、画像処理アルゴリズム
等の検出条件の組み合わせを演算する。
【０２５６】
　次にステップＳ４４０２において、良品画像と背景画像を取得し、画像記憶部５４ｉに
保存する。ステップＳ４４０２で得られた良品画像ＧＤＩと背景画像ＢＧＩの光学画像の
イメージの例を、それぞれ図４４Ｂ、図４４Ｃに示す。
【０２５７】
　次にステップＳ４４０３において、ステップＳ４４０１で設定された応答時間設定に基
づいて、良品画像ＧＤＩと背景画像ＢＧＩを低解像度化する。低解像度化は、例えば画像
圧縮部５６ｄで行われる。ここで、各画像の圧縮度は、共通とする。画像圧縮部５６ｄで
良品画像ＧＤＩと背景画像ＢＧＩがそれぞれ圧縮される結果、図４４Ｄ、図４４Ｅに示す
ように各画像が圧縮されて画像サイズが縮小された圧縮良品画像ＣＧＤＩと圧縮背景画像
ＣＢＧＩが得られる。
【０２５８】
　次にステップＳ４４０４において、圧縮良品画像ＣＧＤＩと圧縮背景画像ＣＢＧＩから
、圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－ＣＢＤＩを生成する。圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－Ｃ
ＢＤＩの生成は、例えば差分画像生成部５６ａで行われる。差分画像生成部５６ａで得ら
れた圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－ＣＢＤＩは、図４４Ｆに示すようになる。
【０２５９】
　そしてステップＳ４４０５において、評価領域を設定する。評価領域は、例えば画像の
全体としたり、中央近辺、あるいは差分画像の存在する領域などを、画像処理センサ側で
自動的に設定してもよいし、ユーザが手動で指定するよう構成してもよい。ユーザが手動
で行う場合は、例えば評価領域設定部を図４の操作部５１に設ける。
【０２６０】
　次にステップＳ４４０６において、最適な良品画像の特徴量を抽出する。特徴量の抽出
は、例えば特徴量抽出部５６ｂで行われる。
【０２６１】
　さらにステップＳ４４０７において、一致度閾値を決定する。例えば閾値算出部が、抽
出された良品画像の特徴量に基づいて、背景画像との一致度を評価することで一致度閾値
を決定する。
（運転モード）
【０２６２】
　以上のようにして設定モードでの設定作業が終了すると、運転モードに切り替えられる
。続いて運転モードにおいての動作手順を引き続き図４４Ａに基づいて説明すると、ステ
ップＳ４４０８において、評価対象となるワークの入力ライブ画像を撮像部２１で取得す
る。次にステップＳ４４０９において、評価対象の入力ライブ画像を低解像度化する。こ
こで入力ライブ画像の圧縮度は、設定モードにおける画像の圧縮度と等しくする。さらに
ステップＳ４４１０において、設定モードで登録した良品画像の特徴量に基づき、ワーク
の一致度を算出し、さらに一致度閾値と比較して良否判定を行う。このようにして、設定
した応答時間に従い、解像度を低下させて、運転モードにおいては指定した応答時間内に
処理を行えるように設定できる。
（３”．低解像度化処理を含む良品画像と背景画像の二点登録の変形例）
【０２６３】
　以上の例では、設定時において先に低解像度化を行った上で差分画像を生成する順序で
一致度閾値を設定する方法を説明した。ただ本発明は、一致度閾値を設定する順序を上記
に限定するものでなく、例えば、先に差分画像を生成した上で、画像を圧縮させてもよい
。以下、このような例を変形例として図４５Ａのフローチャートに基づいて説明する。ま
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ずステップＳ４５０１において、応答時間を設定し、次にステップＳ４５０２において、
良品画像ＧＤＩと背景画像ＢＧＩを取得し、画像記憶部５４ｉに保存する。これらの手順
は上述した図４４ＡのステップＳ４４０１～ステップＳ４４０２と同様であり、図４５Ｂ
、図４５Ｃに示すような良品画像ＧＤＩ、背景画像ＢＧＩがそれぞれ取得される。
【０２６４】
　次にステップＳ４５０３において、良品画像ＧＤＩと背景画像ＢＧＩから良品－背景差
分画像を生成する。この結果、図４５Ｄに示すような良品－背景差分画像Ｇ－ＢＤＩが差
分画像生成部５６ａで生成される。そしてステップＳ４５０４において、応答時間設定に
従って良品－背景差分画像Ｇ－ＢＤＩを低解像度化する。画像圧縮部５６ｄで低解像度化
する際の各画像の圧縮度は、共通とする。この結果、図４５Ｅに示すような良品－背景差
分画像Ｇ－ＢＤＩの低解像度化画像である圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－ＣＢＤＩが画像
圧縮部５６ｄにより得られる。
【０２６５】
　以下、上述した図４４ＡのステップＳ４４０５～ステップＳ４４１０と同様に、ステッ
プＳ４５０５において評価領域を設定し、ステップＳ４５０６において適切な良品画像の
特徴量を抽出し、ステップＳ４５０７において一致度閾値を設定する。また設定モードの
終了後に運転モードに切り替えて、ステップＳ４５０８において評価対象となる入力ライ
ブ画像を取得し、ステップＳ４５０９において入力ライブ画像を低解像度化する。入力ラ
イブ画像の圧縮度は、設定モードにおける画像の圧縮度と等しくする。ステそしてップＳ
ｅ１０において良否判定を行う。この方法でも、差分画像を低解像度化して画像処理時間
を、設定された応答時間に応じて調整することができる。
（１’．低解像度化処理を含む良品画像と不良品画像と背景画像の三点登録の手順）
【０２６６】
　以上、二点登録において低解像度化処理を追加した例を説明した。ここでは良品画像と
背景画像を登録する例を説明したが、良品画像と不良品画像を登録する二点登録において
も、同様に低解像度化処理を追加できる。さらに、三点登録においても低解像度化処理を
追加してもよい。以下、良品画像と不良品画像と背景画像を登録する三点登録において低
解像度化処理を追加した例を、図４６Ａのフローチャートに基づいて説明する。まずステ
ップＳ４６０１において、応答時間を設定する。次にステップＳ４６０２において、良品
画像と不良品画像と背景画像を取得する。ここでは撮像部２１で各画像を撮像し、図４６
Ｂ、図４６Ｃ、図４６Ｄに示すような良品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩと背景画像ＢＧ
Ｉを取得し、画像記憶部５４ｉに保存する。次にステップＳ４６０３において、これら良
品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩと背景画像ＢＧＩを、応答時間設定に従ってそれぞれ低
解像度化する。画像圧縮部５６ｄで圧縮された圧縮良品画像ＣＧＤＩと圧縮不良品画像Ｃ
ＮＧＩと圧縮背景画像ＣＢＧＩは、それぞれ図４６Ｅ、図４６Ｆ、図４６Ｇに示すように
なる。ここで、各画像の圧縮度は、共通とする。
【０２６７】
　次いでステップＳ４６０４において、圧縮良品画像ＣＧＤＩと圧縮背景画像ＣＢＧＩの
差分画像である圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－ＣＢＤＩ、及び圧縮不良品画像ＣＮＧＩと
圧縮背景画像ＣＢＧＩの差分画像である圧縮不良品－背景差分画像ＣＮ－ＣＢＤＩを、そ
れぞれ生成する。差分画像生成部５６ａで生成された圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－ＣＢ
ＤＩと圧縮不良品－背景差分画像ＣＮ－ＣＢＤＩは、それぞれ図４６Ｈ、図４６Ｉに示す
ようになる。
【０２６８】
　そしてステップＳ４６０５において、このようにして得られた差分画像に対して、評価
領域をそれぞれ設定する。さらにステップＳ４６０６において、各差分画像の評価領域中
から、特徴量をそれぞれ抽出する。具体的には圧縮良品－背景差分画像ＣＧ－ＣＢＤＩか
らは良品画像の特徴量を、また圧縮不良品－背景差分画像ＣＮ－ＣＢＤＩからは不良品画
像の特徴量を、それぞれ特徴量抽出部５６ｂで抽出する。そしてステップＳ４６０７にお
いて、一致度閾値を設定する。ここでは閾値算出部が、良品画像の特徴量に基づいて、不
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良品画像の一致度を評価することにより、一致度閾値を設定する。
【０２６９】
　このようにして設定が終了すると、設定モードから運転モードに移行される。運転モー
ドにおいては、ステップＳ４６０８において、評価対象の入力ライブ画像が取得され、ス
テップＳ４６０９において、取得された入力ライブ画像を低解像度化する。ここで入力ラ
イブ画像の圧縮度は、設定モードにおける画像の圧縮度と等しくする。そしてステップＳ
４６１０において良否判定を行う。ここでは、良品画像の特徴量に基づいて、入力ライブ
画像の一致度を算出し、これを一致度閾値と比較することで良否判定部５７ｄが良否判定
を行い、判定結果を出力する。
【０２７０】
　このようにして、三点登録においても低解像度化処理を追加することで、設定した応答
時間内に画像処理を終えることができ、インライン処理に対応した画像処理センサを実現
できる。
（１”．低解像度化処理を含む良品画像と不良品画像と背景画像の三点登録の変形例）
【０２７１】
　以上、三点登録において低解像度化処理を追加した例を説明した。この例では、設定時
において先に低解像度化を行った上で差分画像を生成する順序で一致度閾値を設定する場
合を説明したが、本発明は二点登録において説明した通り、一致度閾値を設定する順序を
この順に限定するものでなく、三点登録においても同様に、先に差分画像を生成した上で
、画像を圧縮させてもよい。以下、このような例を図４７Ａのフローチャートに基づいて
説明する。まずステップＳ４７０１において、応答時間を設定し、次にステップＳ４７０
２において、良品画像と不良品画像と背景画像を取得し、画像記憶部５４ｉに保存する。
これらの手順は上述した図４６ＡのステップＳ４６０１～ステップＳ４６０２と同様であ
り、図４７Ｂ、図４７Ｃ、図４７Ｄに示すような良品画像ＧＤＩ、不良品画像ＮＧＩ、背
景画像ＢＧＩがそれぞれ取得される。
【０２７２】
　次にステップＳ４７０３において、良品画像ＧＤＩと背景画像ＢＧＩから良品－背景差
分画像Ｇ－ＢＤＩを、また不良品画像ＮＧＩと背景画像ＢＧＩから不良品－背景差分画像
Ｎ－ＢＤＩを、それぞれ生成する。この結果、図４７Ｅ、図４７Ｆに示すような良品－背
景差分画像Ｇ－ＢＤＩ、不良品－背景差分画像Ｎ－ＢＤＩが得られる。そしてステップＳ
４７０４において、応答時間設定に従って良品－背景差分画像Ｇ－ＢＤＩ、不良品－背景
差分画像Ｎ－ＢＤＩをそれぞれ低解像度化する。画像圧縮部５６ｄで低解像度化する際の
各画像の圧縮度は、共通とする。この結果、図４７Ｇ、図４７Ｈに示すような良品－背景
差分画像Ｇ－ＢＤＩ、不良品－背景差分画像Ｎ－ＢＤＩの低解像度化画像である圧縮良品
－背景差分画像ＣＧ－ＣＢＤＩ、圧縮不良品－背景差分画像ＣＮ－ＣＢＤＩがそれぞれ得
られる。
【０２７３】
　以下、上述した図４６ＡのステップＳ４６０５～ステップＳ４６１０と同様に、ステッ
プＳ４７０５において評価領域を設定し、ステップＳ４７０６において適切な良品画像の
特徴量、不良品画像の特徴量をそれぞれ抽出し、ステップＳ４７０７においてこれらに基
づき一致度閾値を設定する。また設定モードの終了後に運転モードに切り替えて、ステッ
プＳ４７０８において評価対象となる入力ライブ画像を取得し、ステップＳ４７０９にお
いて入力ライブ画像を低解像度化する。入力ライブ画像の圧縮度は、設定モードにおける
画像の圧縮度と等しくする。そして、ステップＳ４７１０において良否判定を行う。以上
の方法でも、差分画像を低解像度化して画像処理時間を設定された応答時間に応じて調整
することができる。
（１’．低解像度化処理を含む背景画像の一点登録の手順）
【０２７４】
　さらに、一点登録においても低解像度化処理を追加できる。このような例を図４８Ａの
フローチャートに基づいて説明する。まずステップＳ４８０において、応答時間を設定す
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る。次にステップＳ４８０２において、背景画像を取得する。これにより図４８Ｂに示す
ような背景画像ＢＧＩが撮像され画像記憶部５４ｉに保存される。次にステップＳ４８０
３において、応答時間設定に従って背景画像ＢＧＩを低解像度化する。これにより図４８
Ｃに示すような圧縮背景画像ＣＢＧＩが得られる。次にステップＳ４８０４において、評
価領域を設定する。ここでは、圧縮背景画像ＣＢＧＩのすべての領域を評価領域とする。
そしてステップＳ４８０５において、圧縮背景画像ＣＢＧＩの特徴量を抽出する。さらに
ステップＳ４８０６において、一致度閾値を算出する。例えば、閾値算出部が一致度閾値
を一致度５０％に一律に設定する。
【０２７５】
　このようにして設定が終了すると、設定モードから運転モードに切り替えられる。運転
モードにおいては、まずステップＳ４８０７において、評価対象の入力ライブ画像を取得
する。次にステップＳ４８０８において、入力ライブ画像を低解像度化する。入力ライブ
画像の圧縮度は、設定モードにおける画像の圧縮度と等しくする。そしてステップＳ４８
０９において、良否判定を行う。ここでは、背景画像の特徴量に基づいて、入力ライブ画
像の一致度を一致度算出部５７ｃで算出し、これを一致度閾値と比較して良否判定部５７
ｄが良否判定を行う。このようにして、一点登録においても低解像度化処理を追加して、
設定された応答時間内に画像処理を行うことができるようになる。
【０２７６】
　以上の例では、設定された応答時間内に処理を終えられるように、条件割当部の画像圧
縮度設定部が、登録設定条件として画像を低解像度化させる圧縮度を調整する例について
説明した。ただ、本発明は条件割当部が調整する登録設定条件を画像の圧縮度に限定せず
、他の条件、例えば撮像部で撮像する画像の撮像条件や、画像処理の条件等とすることも
できる。次に、条件割当部が撮像条件を調整する例について説明する。
（撮像条件候割当部）
【０２７７】
　設定された応答時間により、登録設定条件として採用し得る登録設定条件の範囲が決定
される。ここでは、応答時間に対して画像の撮像条件を調整することを考える。この場合
、条件割当部５５は、応答時間内に良否判定を行うための所定の画像処理が可能となるよ
うに、撮像部で撮像する画像の撮像条件を調整可能な撮像条件割当部５５ｄとして機能す
る。
（撮像条件）
【０２７８】
　ここで撮像条件には、例えば画像の明るさを調整するため、撮像部による撮像時の露光
時間や、照明光の光量（照明強度）を調整することが挙げられる。また、撮像部の利得（
例えば撮像素子であるＣＭＯＳの明るさを何倍にするかを規定するデジタルゲイン値）や
、偏光フィルタの有無、照明色の変更等を含めてもよい。あるいは、撮像部が輝度領域の
ダイナミックレンジを変更して撮像した複数の低階調画像を合成し、高階調画像としたハ
イダイナミックレンジ画像（High Dynamic Range Image：ＨＤＲ）生成機能を有する場合
は、ＨＤＲ機能のＯＮ／ＯＦＦが挙げられる。その他、自動明るさ調整機能や、フレーム
レートを高速化するための画素の読み飛ばしや間引き機能、近傍画素合算出力機能等のＯ
Ｎ／ＯＦＦ、回転や傾斜の角度（±１８０°等）等、撮像時のパラメータの他、得られた
画像データを処理する際のパラメータなども撮像条件に含めることができる。
【０２７９】
　以下では、撮像条件割当部５５ｄの一形態として、明るさ条件割当部５５ｅ、すなわち
明るさ条件候補設定部５５ｆ及び明るさ条件選択部５５ｇが、画像の明るさを調整して、
最適な明るさ条件を決定する手順について、図４９Ａに基づいて説明する。まず、応答時
間設定部５１ｅで応答時間を設定する。
（明るさ条件の決定）
【０２８０】
　明るさ条件候補設定部５５ｆ及び明るさ条件選択部５５ｇは、設定された応答時間に応
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じて登録設定条件として、明るさ条件を決定する。図４９Ａの例では、良品画像と背景画
像の二点登録の例を示している。まず明るさ条件候補設定部５５ｆは、応答時間設定部５
１ｅから設定された応答時間に基づいて、良否判定部５７ｄによる判別結果が該応答時間
内に出力されるように、複数の明るさ条件の各々を明るさ条件候補として割り当てる。す
なわち、撮像部２１で設定可能な、画像一枚あたりの撮像に要する撮像時間は、装置の性
能や仕様等で上限と下限が決まる。一方、応答時間設定部５１ｅで設定された応答時間か
ら、この応答時間内で許容される撮像時間の上限が決定される。このようにして、撮像部
２１の物理的な仕様と、与えられた応答時間とから、許容される撮像時間が決まる。撮像
時間の内、画像の転送や処理能力は一定と考えると、露光時間が設定可能なパラメータと
なる。また、設定可能な露光時間の下限も、仕様等から決定されるので、露光時間として
取り得る範囲は決定されることになる。よって、許容される露光時間を変化させて、複数
の明るさ条件を明るさ条件候補として設定する。具体的には、許容される露光時間の範囲
内で取り得る明るさ条件候補を、明るさ条件候補設定部５５ｆが抽出する。例えば、許容
される露光時間の範囲を所定の個数（例えば５個）で均等に分割して、露光時間を設定す
る。あるいは、規定可能な幅（例えば１０ｍｓなど）で設定できる露光時間をすべて、明
るさ条件候補として抽出する。図４９Ａの例では、明るさ条件候補設定部５５ｆが明るさ
条件候補１～ｎまで、ｎ個の明るさ条件候補を設定している。なお、明るさ条件候補は、
必ずしも等間隔に設定する必要は無い。例えば、適切な明るさが期待できる範囲には密に
明るさ条件候補を設定してもよい。
（候補画像群の取得）
【０２８１】
　次に、複数の異なる明るさ条件候補毎に、候補画像を取得する。ここでは、画像群取得
部５２ａが撮像部２１を制御して、複数枚の候補画像を撮像する。撮像する候補画像は、
設定モードに応じて決定される。例えば良品画像と背景画像を用いた二点登録では良品候
補画像と背景候補画像を、あるいは良品画像と不良品画像を用いた二点登録では良品候補
画像と不良品候補画像を、また三点登録では良品候補画像と不良品候補画像と背景候補画
像を、さらに一点登録では背景候補画像を、それぞれ撮像する。ここで、ユーザに対して
は上述の通り、撮像する画像毎に、ワークを配置するように促す。例えば表示部４３にガ
イダンス表示を行う。そしてワークがセットされると、画像処理センサは、明るさ条件を
変化させて、明るさ条件候補毎に候補画像を撮像する。なお、複数の異なる明るさ条件候
補の設定や、各明るさ条件候補毎に候補画像を撮像する作業は、自動的に行われる。ユー
ザは、このような設定作業を意識することなく、単に設定モードにおいて、ガイダンスに
従い、ワークを画面視野内にセットしたり、排除したりするだけで足りる。図４９Ａの例
では、良品画像と背景画像の二点登録を行うため、良品ワークを画面視野内に置くように
ユーザに指示し、この指示に従い良品ワークが置かれた状態で異なる明るさ条件候補毎に
良品候補画像が複数枚撮像される。そして良品候補画像の撮像後に、ユーザに良品ワーク
を取り除くよう指示し、この指示に従ってユーザが良品ワークを取り除いた状態で、背景
候補画像が複数枚撮像される。なお、三点登録の場合は、これに加えて不良品ワークを画
面視野内に置くように指示するガイダンスと、これに従い画面視野内に置かれた不良品ワ
ークを、明るさ条件候補毎に撮像して不良品候補画像を撮像する作業が追加される。
（差分候補画像の生成）
【０２８２】
　次に、取得された候補画像から、差分候補画像が生成される。ここでは、差分画像生成
部５６ａが、同じ明るさ条件候補で撮像された候補画像のペアから、差分候補画像を生成
する。図４９Ａの例では、良品候補画像と背景候補画像から良品－背景差分候補画像を生
成する。なお、三点登録の場合は、これに加えて、不良品候補画像と背景候補画像から不
良品－背景差分候補画像を生成する作業が加わる。
【０２８３】
　なお、差分画像や、差分画像生成前の元画像を圧縮することもできる。この場合、画像
圧縮度設定部５５ｈが与えられた条件内で画像圧縮度を調整する。
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（画像処理の実行：任意）
【０２８４】
　そして、各差分候補画像に対して、必要に応じて所定の画像処理を行う。この画像処理
は、登録設定条件に含まれる画像処理として、予め設定される。画像処理は、画像処理実
行部にて行われる。
（画像処理内容の割り当て）
【０２８５】
　また、検査対象物の良否判定を行うために行う所定の画像処理の処理フローは、一の処
理フローに限らず、複数の異なる処理フローで構成できる。複数の異なる処理フローのそ
れぞれに対して、後述する画像処理条件割当部５５ｉは所定の画像処理の条件を割り当て
る。例えば、画像処理フローについて、画像処理の条件を振ることで、画像処理後の各候
補画像から算出された一致度を評価することで、最適な画像処理を選択することもできる
。ここで、画像処理の条件には、所定の画像処理の処理フローを構成する処理モジュール
の種別、及び／又はこの処理フローで参照される画像処理パラメータ等が挙げられる。画
像処理の条件を振る際には、画像処理条件割当部５５ｉにより、画像処理条件候補が生成
される。画像処理条件割当部５５ｉは、処理モジュールや画像処理パラメータの少なくと
も一部を変更して、所定の画像処理の条件を割り当てるよう構成している。
（一致度の算出）
【０２８６】
　このようにして、必要に応じて画像処理がなされた差分候補画像に対して、それぞれ一
致度が一致度算出部５７ｃにより算出される。一致度算出部５７ｃは、複数の異なる処理
フロー毎に一致度を算出するよう構成できる。図４９Ａの例では、得られた良品－背景差
分候補画像に応じたモデル画像に対する背景候補画像の一致度を、それぞれ算出する。な
お三点登録の場合は、良品－背景差分候補画像に応じたモデル画像に対する不良品－背景
差分候補画像の一致度を、それぞれ算出する。
（明るさ条件の選択）
【０２８７】
　このようにして明るさ条件候補毎に一致度が得られた状態で、選択条件に従って適切な
明るさ条件を明るさ条件選択部５５ｇで選択する。選択条件として、図４９Ａの例では、
良品－背景差分候補画像と背景候補画像の一致度を評価値として、明るさ条件を評価する
。なお三点登録の場合は、良品－背景差分候補画像と不良品－背景差分候補画像の一致度
を評価値として、明るさ条件を評価する。明るさ条件選択部５５ｇは、例えば複数の明る
さ条件候補の中から、一致度が最も低い明るさ条件候補を、最適な明るさ条件として選択
する。最も低い一致度の明るさ条件を選択することで、運転モードにおいては良品画像と
の高い一致度とより分離されることとなって、一致度閾値を設定し易くなる。
【０２８８】
　ただし、選択条件は一致度が最小であることに限定されない。すなわち、一致度が最小
のものを最適な明るさ条件として常に選択する必要は無く、隣接する一致度との差を考慮
して決定することもできる。例えば表２に示すように、明るさ条件候補毎に一致度が算出
された場合、最も低い一致度に従えば、明るさ条件７のときの一致度４０％である。ただ
し、この場合は隣接する明るさ条件候補との間で、一致度の差が大きい。このことは、照
明の明るさが少しでも変わると、評価値が変動することを示している。いいかえると、周
囲の明るさの変動に対する耐性が弱いことが想定される。一方、二番目に低い一致度であ
る明るさ条件候補３のときの一致度４５％であれば、隣接する明るさ条件候補との間で差
が比較的少ない。このことから、明るさの変動に対する耐性に優れていると評価でき、適
切な明るさ条件として採用に値すると評価される。このように、明るさ条件候補の一致度
が少ないことに加えて、その近傍の明るさ条件候補の一致度との差が相対的に小さいこと
も、明るさ条件候補を選択する選択条件として考慮することが好ましい。
【０２８９】
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（画像処理条件割当部５５ｉ）
【０２９０】
　以上の例では、撮像条件として画像の明るさ条件を変化させて、最適な明るさ条件を選
択する手順について説明した。上述の通り条件割当部は、このような撮像条件や画像の圧
縮度に加えて、画像処理条件を調整することもできる。ここで画像処理の条件には、選択
する画像処理アルゴリズムの種別や、選択した画像処理アルゴリズムの画像処理パラメー
タの調整等が含まれる。画像処理アルゴリズムの条件を変更あるいは調整する場合、条件
割当部は、画像処理で実行される画像処理アルゴリズムの条件を、良否判定部５７ｄによ
る判別結果が応答時間内に出力されるように変更するための画像処理条件割当部５５ｉと
して機能する。これにより、ユーザが望む応答時間内に、良否判定に用いる画像処理の処
理負荷を適切な負荷に変更することができ、所与の時間内に画像処理を終えられるように
してインライン処理等に対応できる。
【０２９１】
　次に、条件割当部５５が、応答時間設定部５１ｅから設定された応答時間に応じて登録
設定条件として、画像処理条件を調整する手順について、説明する。ここで、設定モード
において撮像部で光学画像を一枚だけ撮像し画像を登録する構成とする他、登録設定条件
を異ならせた複数の候補登録設定条件毎に、画像を候補画像として撮像してこれらを保持
し、これらの複数枚の候補画像中から、登録するのに適した画像を選択し、登録画像とす
ることもできる。ここでは、条件割当部５５が、複数の異なる候補登録設定条件で候補画
像を複数枚撮像し、この内、良否判定に適した最適な登録設定条件を選択して、この条件
で得た候補画像を登録画像として登録する手順について、表３、表４に基づいて説明する
。
【０２９２】
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【表３】

【０２９３】

【表４】

【０２９４】
　光学画像の撮像にかけることのできる時間は、応答時間設定部５１ｅで応答時間が設定
された段階で自ずと定まる。すなわち、応答時間内に画像を撮像し、圧縮し、必要に応じ
て差分処理し、特徴量を算出して良品判定を行うことから、撮像に割り当てられる時間は
、与えられた応答時間の内の一定の時間に制限される。よって、応答時間に従って撮像時
間にかけることのできる上限が決定され、すなわち撮像時の露光時間の上限も決定される
。また、撮像部２１で用いる撮像素子やカメラ等のハードウェア、ソフトウェアの仕様に
よっても設定可能な露光時間の範囲が決まることから、これらを勘案して、予め撮像部２
１側で設定可能な露光時間の内で、与えられた応答時間に従って、この応答時間において
選択可能な露光時間が決定されることになる。条件割当部５５は、このようにして、応答
時間に従って選択可能な露光時間の組み合わせを決定する。例えば、露光時間が予め複数
の組みで提供されている場合、選択可能な露光時間の組み合わせを条件割当部５５が抽出
する。
【０２９５】
　また、応答時間設定部５１ｅが、応答時間を任意の数値でなく、予め用意された複数の
応答時間候補群から、ユーザに選択させるように構成されている場合は、応答時間候補毎
に選択可能な露光時間の組み合わせが決定されることから、応答時間候補の選択に応じて
自動的に露光時間の候補群を抽出するよう、予めテーブル等で用意しておくこともできる
。この方法であれば、条件割当部５５側で行うべき処理を軽減でき、より安価、軽負荷、
あるいは高速な処理が実現できる。
【０２９６】
　応答時間に対する露光時間の組み合わせの例を表３の表に示す。このように、応答時間
が長いほど、選択可能な露光時間の数も多くなる。なお、画像の撮像後にも画像の圧縮、
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差分処理、判定処理等、他の処理が必要なことから、応答時間のすべてを露光時間に費や
すことができないことは上述の通りである。
【０２９７】
　また、登録設定条件には、露光時間といった画像の撮像条件の他、これに代えて、ある
いはこれに加えて、画像処理の条件や、画像の圧縮度（解像度）も適用できる。一例とし
て、応答時間に対する画像処理アルゴリズムと解像度の組み合わせを、表４の表に示す。
この表に示すように、背景画像との差分処理により特定した良品ワークが運転画像中に存
在するかもしくは一致するかを評価する際の評価方法には、Ｓｅａｒｃｈ（サーチ）とＨ
ｏｌｉｓｔｉｃ（ホリスティック）がある。Ｓｅａｒｃｈは、良品ワークを運転画像中か
ら、パターンサーチによりワークの画面中の位置を特定して、一致度を評価する方法であ
る。一方、Ｈｏｌｉｓｔｉｃは、運転画像中からワークの位置特定処理を行わず、画像全
体から抽出した特徴量（例えば輝度平均やコントラスト、エッジピクセル数等）の比較に
より識別する方法であり、全体評価とも呼ばれる。
【０２９８】
　Ｓｅａｒｃｈには、画素値によりサーチを行う正規化相関サーチであるＳｅａｒｃｈ［
Ａ］と、輪郭等の幾何情報によるサーチを行うＳｅａｒｃｈ［Ｂ］がある。またＨｏｌｉ
ｓｔｉｃにおいて具体的な特徴の１つとしてエッジ特徴による比較を行う場合、Ｒｏｂｅ
ｒｔｓオペレータによりエッジを抽出するＨｏｌｉｓｔｉｃ［Ａ］、Ｓｏｂｅｌオペレー
タによりエッジを抽出するＨｏｌｉｓｔｉｃ［Ｂ］がある。いずれも同じ「解像度かつＳ
ｅａｒｃｈ」や同じ「解像度かつＨｏｌｉｓｔｉｃ」であっても、内部の処理の違いから
処理時間、識別性能、動作特性等に差が生じる。また画像処理には、画像サーチ時に回転
許容角度に相当するパラメータを含めることもできる。
【０２９９】
　表４の例では、応答時間に対して画像処理アルゴリズムと解像度を共に調整する例を説
明したが、本発明はこれに限らず、応答時間に対して露光時間、画像処理アルゴリズム、
解像度を調整することもできる。一例として表５に、応答時間が与えられた場合（例えば
２０ｍｓ）、露光時間と画像処理アルゴリズム種別、解像度の、選択可能な組み合せを示
す。この表において、○は選択可能、×は応答時間上、選択不可能な組み合わせ、網掛け
の×は露光時間と画像処理アルゴリズム、解像度の組み合わせで選択不可な組み合わせを
、それぞれ示している。
【０３００】
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【表５】

【０３０１】
　以上のように、応答時間に応じて、選択可能な登録設定条件の候補群が決定され、この
内から、好ましい登録設定条件を条件割当部５５で選択する。ここで、好ましい登録設定
条件とは、上述の通り、運転モードにおいて良否判定を行う際、良品と不良品を確実に判
別できるような条件である。そして良否判定部５７ｄは、良品に対する一致度を評価値と
して、良否判定を行うところ、良品と不良品とを安定して分離するためには、すなわち両
者を可能な限り分離して、中間に一致度閾値を閾値算出部で設定するためには、不良品に
対する一致度が極力低く算出されるような条件とすることが好ましい。したがって条件割
当部５５は、このようなよい登録状態を達成できるような登録設定条件、例えば露光時間
、解像度、画像処理アルゴリズムの組み合わせを得ることが肝要となる。
【０３０２】
　なお、以上の例ではユーザが応答時間を応答時間設定部から指定できるように構成して
いる。ただ、本発明はこの構成に限らず、応答時間を固定値とすることもできる。この場
合、応答時間は既定の固定値として与えられるので、図４０において応答時間が規定応答
時間となる。この既定応答時間に基づいて、撮像時間の上限すなわち最大撮像時間は一義
的に決まるため、この最大撮像時間の範囲内で、画像の撮像条件、撮像された画像の圧縮
度、画像処理アルゴリズム等の登録設定条件を条件割当部５５が割り当てる。このような
手順を、図４９Ｂに基づいて説明すると、図４９Ａと比べて応答時間設定部がない状態と
なり、応答時間は既定の固定値として与えられるので、この既定応答時間から一義的に決
定される許容される最大露光時間に基づいて、明るさ条件候補設定部５５ｆが明るさ条件
を設定したり、画像処理条件割当部５５ｉが画像処理を設定する。あるいは、画像圧縮度
設定部５５ｈが画像圧縮度を調整する。具体的な処理の流れは、上記と同様となる。
（最適な登録設定条件の決定）
【０３０３】
　次に条件割当部５５が、このような登録設定条件の候補群から、適切な登録設定条件を
見出して画像登録を行う手順を、図５０のフローチャートに基づいて説明する。まずステ
ップＳ５００１において、応答時間を取得する。応答時間設定部５１ｅからユーザに設定
した応答時間、あるいは予め設定された固定値の応答時間が取得される。
【０３０４】
　次にステップＳ５００２において、応答時間に応じて、候補登録設定条件を抽出する。
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候補登録設定条件は、変更可能なパラメータを予め定めておく。例えば、露光時間、解像
度、画像処理アルゴリズムを調整可能とする場合は、ステップＳ５００１で設定された応
答時間に応じて、組み合わせ可能な露光時間、解像度、画像処理アルゴリズムの組み合わ
せを抽出する。この場合、指定された応答時間に対して、設定可能な露光時間、解像度、
画像処理アルゴリズムの組み合わせを、予め候補登録設定条件テーブルとして用意し、設
定保存部５４ｄに保存しておくことができる。これにより候補登録設定条件テーブルを参
照することで、設定された応答時間に応じて設定可能な露光時間、解像度、画像処理アル
ゴリズムの組み合わせを含む候補登録設定条件が抽出される。以下のステップでは、抽出
された各候補登録設定条件毎に画像を撮像して一致度をそれぞれ評価し、得られた一致度
の中から、最適な登録条件を選択する。
【０３０５】
　具体的には、まずステップＳ５００３において、未評価の候補登録設定条件があるか否
かを判定する。最初のループにおいては、未だ候補登録設定条件での撮像、評価を行って
いないので、ステップＳ５００４以降に進み、候補登録設定条件毎に実際に光学画像を撮
像して一致度を演算する。具体的にはステップＳ５００４において、未評価の候補登録設
定条件に基づいて、光学画像の撮像から画像処理までを行い、一致度を算出する。この工
程は、上述した図４４Ａ、図４５Ａ、図４６Ａ、図４７Ａ、図４８Ａ等における設定時の
各登録処理と同様である。すなわち、二点登録、三点登録、一点登録のいずれを用いても
よい。さらに、同一の撮像条件（例えば露光時間）で何度も撮像を繰り返す無駄を省くた
め、適宜画像を保存しておき、同じ撮像条件の際には保存済みの画像を読み込んで処理し
てもよい。
【０３０６】
　次にステップＳ５００５において、得られた一致度閾値の評価値が最小か否かを判定す
る。最初のループにおいては未だ評価値が保存されていないことから、これが最小値とな
るため、ステップＳ５００６に進み、このときの評価値と、これを得た候補登録設定条件
を保存して、ステップＳ５００３に戻り、処理を繰り返す。以下、同様に新たな候補登録
条件で撮像、画像処理を行い、評価値を取得して、ステップＳ５００５において評価値が
最小値か否かを判定し、最小値でない場合はステップＳ５００３に戻って次の候補登録設
定条件での評価を繰り返し、一方評価値が最小の場合は、ステップＳ５００５からステッ
プＳ５００６に進み、最小となる評価値とそのときの候補登録設定条件を更新した上で、
ステップＳ５００３に戻って評価を繰り返す。このようにして、すべての候補登録設定条
件の評価が終了すると、ステップＳ５００３からステップＳ５００７に進み、評価値が最
小となった候補登録設定条件を、登録設定条件として設定する。このようにして、条件割
当部５５が、指定された応答時間において設定可能な候補登録設定条件の中から、最も不
良品の一致度が低くなる最適な登録設定条件を決定できる。
【０３０７】
　なお「未評価」の意味について説明すると、例えば三点登録において露光時間を１０段
階に変化させて、良品画像、不良品画像、背景画像を各１０枚、計３０枚撮像する場合を
考える。ステップ５００３の最初のループでは、露光時間１／１０を選択し、この露光時
間での良品画像、不良品画像、背景画像をステップ５００４で取得し、以後評価する。ス
テップ５００３の２回目のループでは、露光時間１／１０については既に評価されたため
、残りの露光時間の内、例えば２／１０を選択して、当該露光時間での画像の取得、評価
を行う。さらにステップ５００３の３回目では、さらに別の露光時間を選択し、同様の評
価を行い、以降順次露光時間を変更して、すべての露光時間について評価を行う。
【０３０８】
　ここで、条件割当部５５を構成する画像処理条件割当部５５ｉが所定の画像処理の内、
画像処理アルゴリズムを入れ替える例を、図５１Ａ～図５１Ｂのフローチャートに基づい
て説明する。ここでは、図５１Ｃに示す良品画像ＧＤＩ、図５１Ｄに示す不良品画像ＮＧ
Ｉ、図５１Ｅに示す背景画像ＢＧＩが設定モードにおいて登録されており、図５１Ｆに示
す入力画像が運転モードで得られているものとする。そして図５１Ａのフローチャートに
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示すように、画像処理は設定モードで登録処理Ａ、運転モードで前処理Ｂと評価処理Ｃの
順で処理されるものとする。このような一連の画像処理に対して、画像処理条件割当部５
５ｉが画像処理の一部を変更し、図５１Ａから図５１Ｂに示すように、前処理Ｂを前処理
Ｄに変更する例を説明する。
【０３０９】
　ここでは、上述した良品画像と背景画像の二点登録に際して、設定モードにおいて良品
－背景差分画像を取得し、この良品－背景差分画像をモデル画像として登録し、運転モー
ドにおいてこのモデル画像と入力画像の一致度を算出して良否判定を行う例を考える。
【０３１０】
　具体的には、図５１Ａの登録処理Ａでは、図５１Ｃの良品画像ＧＤＩと図５１Ｅの背景
画像ＢＧＩから、差分抽出部が差分を抽出して、図５１Ｇに示すようにワークを切り出す
。さらに得られたワークの画像から、ワークの特徴量を抽出する。例えば特徴量抽出部５
６ｂが、図５１Ｇのワークの画像から特徴量として、輝度平均値７５、輝度分散３０、エ
ッジピクセル５０等を演算する。このようにして設定モードにおいて登録処理Ａを予め処
理した上で、運転モードにおいて前処理Ｂ、評価処理Ｃを行う。なお指定された応答時間
内に処理する必要があるのは、いいかえると時間を短縮化する必要がある画像処理は、設
定モードでの処理でなく、運転モードにおけるこれら前処理Ｂ、評価処理Ｃの処理時間で
ある。
【０３１１】
　前処理Ｂでは、入力画像として得られた評価対象の評価画像（図５１Ｆ）に対して、登
録処理Ａで切出したワーク（図５１Ｇ）を画像サーチする。これにより、図５１Ｈに示す
ように評価画像中からワークが特定される。
【０３１２】
　そして評価処理Ｃにおいて、評価画像（図５１Ｈ）から切り出したワーク領域（図５１
Ｊ）に対して、特徴量を抽出し評価する。さらに、登録処理Ａにおいて抽出済みの特徴量
と比較し、一致度を算出する。例えば特徴量抽出部５６ｂが、図５１Ｊのワーク領域から
特徴量として、輝度平均値７０、輝度分散３０、エッジピクセル５５等を演算する。得ら
れたワーク領域の特徴量を、上述したワークの画像の特徴量と対比して、良否判定部５７
ｄが良否判定を行う。
【０３１３】
　以上の画像処理においては、前処理Ｂでの処理時間がかかる。このため、設定された応
答時間が短い場合は、運転モードにおいて前処理Ｂと評価処理Ｃを応答時間内に終えるこ
とができないことがある。この場合に、画像処理条件割当部５５ｉは、図５１Ｂに示すよ
うに、前処理Ｂを、より軽負荷の前処理Ｄに変更する。前処理Ｄでは、例えば図５１Ｉに
示すように、評価画像（図５１Ｆ）に対してワーク画像の画像サーチを行うことに代えて
、背景画像ＢＧＩ（図５１Ｅ）との差分処理を行う。これによって、図５１Ｆの評価画像
中から、図５１Ｉに示すようにワークの領域を切り出すことができる。これにより、評価
画像中からの背景の除去という共通の目的に対して、画像サーチよりも簡素化した前処理
に置き換えることで処理時間の短縮化が図られ、応答時間内に画像処理を終えることが可
能となる。
（画像処理アルゴリズムの構成要素の変更）
【０３１４】
　以上の例では、画像処理条件割当部５５ｉが画像処理の内、画像処理アルゴリズムを入
れ替える方法について説明した、ただ、画像処理条件割当部５５ｉが画像処理の条件を変
更する方法は、画像処理アルゴリズムの差し替えに限らず、他の方法とすることもできる
。次に、画像処理条件割当部５５ｉが画像処理の条件を変更する他の例として、画像処理
フローの構成要素を変更する例について、図５２Ａ、図５２Ｂのフローチャートに基づい
て説明する。ここで扱う画像（良品画像ＧＤＩ、不良品画像ＮＧＩ、背景画像ＢＧＩ、評
価画像）は上述した図５１Ｃ～図５１Ｆと同じとし、また画像処理の条件を変更する前の
一連の画像処理は、図５２Ａに示すとおりであり、上述した図５１Ａと同じとする。
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【０３１５】
　まず、変更後の設定モードにおける登録処理Ａ’では、良品画像ＧＤＩ（図５１Ｃ）と
背景画像ＢＧＩ（図５１Ｅ）の差分により、ワークを特定し、さらにワークの特徴量を抽
出する。この画像処理は図５１Ａ（図５２Ａ）の登録処理Ａと同じであるが、特徴量の抽
出に際して、画像処理アルゴリズムの画像処理パラメータを、登録処理Ａ’では登録処理
Ａから変更している。具体的には、登録処理Ａにおいては、特徴量の内、「エッジ特徴」
の抽出にはＳｏｂｅｌフィルタを用いる。一方、図５２Ｂの登録処理Ａ’においては、「
エッジ特徴」抽出には２ｘ２のＲｏｂｅｒｔｓフィルタを用いる。
【０３１６】
　ここでＳｏｂｅｌフィルタは、図５３Ａ、図５３Ｂに示すように、対象画素の近傍の８
画素に対して、ＳｏｂｅｌＸ（図５３Ａ）、ＳｏｂｅｌＹ（図５３Ｂ）の２通りのフィル
タを掛ける。その後、ＳｏｂｅｌＸを掛けたエッジのＸ成分、ＳｏｂｅｌＹを掛けたエッ
ジのＹ成分をそれぞれＳｘ、　Ｓｙとし（図５３Ｃ）、強度＝√（Ｓｘ2＋Ｓｙ2）、角度
＝Ａｒｃｔａｎ（Ｓｙ／Ｓｘ）を算出する。なお、ここでは３ｘ３のＳｏｂｅｌフィルタ
を用いたが、これに限らず、例えば５×５等、他のＳｏｂｅｌフィルタを用いてもよい。
【０３１７】
　一方、Ｒｏｂｅｒｔｓフィルタは、Ｓｏｂｅｌフィルタを簡易化した画像処理である。
具体的には、ＳｏｂｅｌＸ、ＳｏｂｅｌＹに代えて、これらを簡素化した図５４Ａ、図５
４Ｂに示すＲｏｂｅｒｔｓＸ、ＲｏｂｅｒｔｓＹのフィルタを掛ける。これにより得られ
たＲｏｂｅｒｔｓＸを掛けたエッジのＸ成分、ＲｏｂｅｒｔｓＹを掛けたエッジのＹ成分
であるＳｘ’、Ｓｙ’（図５４Ｃ）から、上記Ｓｏｂｅｌフィルタと同様に強度＝√（Ｓ
ｘ’2＋Ｓｙ’2）、及び角度＝Ａｒｃｔａｎ（Ｓｙ’／Ｓｘ’）を算出する。この結果、
ワークの特徴量として、例えば輝度平均値７５、輝度分散３０、エッジピクセル５０等が
演算される。
【０３１８】
　このようにして設定モードの画像処理を先に行った上で、設定モードの画像処理である
前処理Ｂ及び評価処理Ｃ、Ｃ’を行う。前処理Ｂは図５２Ａ、図５２Ｂとも、上述した図
５１Ａの前処理Ｂと同じく、切り出したワークを画像サーチして、評価画像（図５１Ｆ）
からワークを切り出す（図５１Ｈ）。
【０３１９】
　さらに評価処理Ｃ、Ｃ’において、評価画像から切り出したワーク領域（図５１Ｊ）の
特徴を抽出し、評価する。ここで、図５２Ａの評価処理Ｃでは、登録処理Ａと同様のＳｏ
ｂｅｌフィルタを用いているのに対して、変更後の図５２Ｂにおける評価処理Ｃ’では、
登録処理Ａと同様のＲｏｂｅｒｔｓフィルタを用いている。そしてＲｏｂｅｒｔｓフィル
タを用いて得られた評価画像の特徴量に対して、登録処理Ａで抽出済みの特徴量と比較し
、一致度を算出する。このようにして、画像処理の構成要素の一であるエッジ抽出という
共通の画像処理に対して、エッジ抽出の手法を簡素化することで処理時間を短縮化し、設
定された応答時間内に画像処理を終えることが可能となる。
【０３２０】
　また、上述した例では、画像処理アルゴリズム自体の変更と、画像処理アルゴリズムの
構成要素の変更のいずれかを画像処理条件割当部で行う例を説明したが、本発明はこれに
限らず、例えば画像処理アルゴリズムの変更と、画像処理アルゴリズムの構成要素の変更
を組み合わせることもできる。また画像処理条件割当部は、既に設定された画像処理内容
を応答時間に応じて変更する他、予め応答時間が与えられた状態で、適切な画像処理を割
り当てる初期動作に利用することもできる。
【０３２１】
　さらに、画像処理アルゴリズムにおける画像処理パラメータの変更を適用してもよい。
例えば、Ｓｏｂｅｌフィルタに対して、フィルタのサイズを３ｘ３から５×５等に変更す
ることが挙げられる。このように画像処理条件割当部５５ｉは、設定モードにおける良品
画像のエッジ抽出、及び運転モードにおける入力画像のエッジ抽出のためのエッジフィル



(61) JP 6684158 B2 2020.4.22

10

20

30

40

50

タのフィルタサイズを変更することができる。
【０３２２】
　なお画像処理は、単一の画像処理アルゴリズムで構成される他、複数の異なる画像処理
アルゴリズムで構成されてもよい。いずれの場合においても画像処理条件割当部は、各画
像処理アルゴリズムに対して、各画像処理アルゴリズムや画像処理パラメータの全部又は
一部を、良否判定部５７ｄによる判別結果が応答時間内に出力されるように変更できる。
【０３２３】
　また一致度算出部５７ｃは、運転モードにおいて、複数の異なる画像処理アルゴリズム
毎に、モデル画像に対する入力画像の一致度を算出するよう構成してもよい。
【０３２４】
　さらにまた上記の例では、良品画像と背景画像の二点登録に際して、良品－背景差分画
像をモデル画像として用いる例を説明したが、本発明はこれに限らず、例えば良品画像と
不良品画像の二点登録に際して、良品－不良品差分画像をモデル画像として用いてもよい
。あるいは良品画像ＧＤＩと不良品画像ＮＧＩ（図５１Ｄ）と背景画像ＢＧＩの三点登録
に際して、良品－背景差分画像に応じたモデル画像、及び不良品－背景差分画像に応じた
モデル画像を設定モードにおいて登録し、運転モードにおいてこれら良品－背景差分画像
のモデル画像、不良品－背景差分画像のモデル画像と、入力画像との一致度をそれぞれ算
出して良否判定を行う際に、画像処理条件割当部で画像処理の条件を変更することもでき
る。あるいはまた、背景画像を登録する一点登録に際して、背景画像をモデル画像として
入力画像との一致度を算出する際、画像処理条件割当部で画像処理の条件を変更すること
もできる。
【０３２５】
　上述した例では、一致度算出部５７ｃは、モデル画像と入力画像との特徴量の一致度合
いを示す一致度を算出する。ここで一致度を算出する基礎となるモデル画像は、画像／設
定記憶部５４で登録した良品画像や不良品画像、背景画像に応じて構成される。例えば各
種の差分画像やこれを圧縮した圧縮差分画像、あるいはエッジ画像とできる。また、モデ
ル画像に代えて、画像以外の情報に基づいて特徴量を算出してもよい。例えばエッジや輝
度等の特徴量に基づいて、一致度算出部で一致度を算出してもよい。このように一致度算
出部が一致度を算出する基礎は、必ずしも画像データに限定されず、エッジや輝度などの
特徴量といった他の情報も利用でき、本明細書においてはこれら一致度算出の基礎をなす
情報をパターンモデルと呼ぶ。
【産業上の利用可能性】
【０３２６】
　本発明の画像処理センサ、画像処理方法によれば、製造ラインに設置される光電センサ
に代えて、一定の拡がりを有する画像でもって良品検査や不良品検査を好適に行うことが
できる。
【符号の説明】
【０３２７】
１００、２００…画像処理センサ
２…ヘッド部
２１…撮像部
２４１…照明駆動回路
２５１…ＤＳＰ；２５２…メモリ
２６…照明部
３…コントローラ部
３Ａ…ヘッド部側コネクタ；３Ｂ…カバー部
３２…電源部
３２１…外部通信回路
３３…主制御部
３３１…ＭＣＵ
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４０…ケーシング
４０ａ…表示面
４０ｂ…撮像面
４１…判定結果表示灯
４２…ＳＥＴキー
４３…表示部
４３ａ…ライブ画像表示部
４３ｂ…静止画像表示部
４３ｆ…操作指示表示部
４４…上下キー；４４ａ…↑キー；４４ｂ…↓キー
４５…ＢＡＣＫキー
４６…ＭＯＤＥボタン
４７…出力状態表示灯
４８…コネクタ部
５１…操作部
５１ａ…良品画像設定部
５１ｂ…不良品画像設定部
５１ｃ…背景画像設定部
５１ｄ…運転／設定モード切替部
５１ｅ…応答時間設定部
５１ｇ…画面表示切替部
５１ｈ…増減調整部
５１ｉ…取消指示部
５１ｊ…回転許容範囲設定部
５１ｋ…登録モード切替部
５２…撮像部
５２ａ…画像群取得部
５４…画像／設定記憶部
５４ａ…静止画像記憶部
５４１ａ…良品画像記憶部
５４２ａ…不良品画像記憶部
５４３ａ…背景画像記憶部
５４ｂ…ライブ画像記憶部
５４ｃ…一致度統計時画像記憶部
５４ｄ…設定保存部
５４ｅ…一致度統計値記憶部
５４ｆ…バンク設定記憶部
５４ｇ…閾値（第１，第２）記憶部
５４ｈ…登録識別指示情報記憶部
５４ｉ…画像記憶部
５５…条件割当部
５５ｄ…撮像条件割当部
５５ｅ…明るさ条件割当部
５５ｆ…明るさ条件候補設定部
５５ｇ…明るさ条件選択部
５５ｈ…画像圧縮度設定部
５５ｉ…画像処理条件割当部
５６…設定画像処理部
５６ａ…差分画像生成部
５６ｂ…特徴量抽出部
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５６ｃ…閾値算出部
５６ｄ…画像圧縮部
５６ｅ…重み付け設定部
５７…運転画像処理部
５７ａ…特徴量抽出部
５７ｃ…一致度算出部
５７ｄ…良否判定部
５７ｅ…一致度統計値算出部
５８…設定管理部
５８ａ…誘導表示制御部
５８ｂ…画面遷移部
５８ｃ…画像アクセス部
５８ｄ…一致度統計値アクセス部
５８ｅ…バンク切替制御部
５８ｆ…表示制御部
５８ｇ…画像登録部
６１…増減アイコン
６２…一致度閾値表示領域
６３…登録順序情報
ＰＤ…画像表示領域
ＥＤ…説明表示領域
ＥＶＤ…評価領域
ＧＤＩ…良品画像；ＮＧＩ…不良品画像；ＢＧＩ…背景画像
ＣＧＤＩ…圧縮良品画像；ＣＮＧＩ…圧縮不良品画像；ＣＢＧＩ…圧縮背景画像
Ｇ－ＢＤＩ…良品－背景差分画像；Ｎ－ＢＤＩ…不良品－背景差分画像
ＣＧ－ＣＢＤＩ…圧縮良品－背景差分画像；ＣＮ－ＣＢＤＩ…圧縮不良品－背景差分画像
ＷＫ…ワーク
ＧＤＬ…ガイド線
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